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プロローグ










　のんびり木陰で休んでいると、透き通った綺麗な歌声が耳に入った。

　いったいなんだと首を傾げたが、今日は宮廷音楽家の試験があった日だと思い返す。つまり自分の耳に聴こえてくる歌声は、試験を受けている人の声ということになる。




「歌にはそんな興味がなかったけど──これは、好きかな」




　いつも夜会や音楽会で聴いていたのは、単調ななんの面白みもない歌だった。それなのに、どうだろうか。今、耳に入ってくる歌は音にメリハリがあって聴きやすい。

　その歌声に聴き惚れるように、自分の口元が弧を描くのを感じる。

　少し──欲しいなと、思った。

　いったいうたっている主は誰だろうと、こっそり試験場の窓へ近づいてみる。

　うたっているのは、深い青色の髪をした女性だった。ぴんと背筋を伸ばしてうたう姿は、儚はかなくて綺麗だなと素直な感想をいだかせる。

　もう少し観察しようとしたところで、背後から声がかかる。

「ああ、もう。リシャルド様、こんなところで何をしてるんですか……」

「クリスか」

　いいところなのに邪魔をして──と、思いたいところだが、確かに仕事は大量にある。




　俺はこの国の第二王子という身分にあるため、こう見えても多忙だ。

　リシャルド・ファルハーレンという名は、権力はあるが残念なことに自由があまりない。

「……って、宮廷音楽家の試験を見てたんですか？　リシャルド様が音楽に興味を持つなんて、珍しいですね。可愛い子でもいましたか？」

「んー、そうだね。欲しいなーと思った子はいたよ」

　すぐ脳裏に思い浮かぶのは、先ほど目にした青い色。

「え……っ？」

　迎えに来た側近のクリスに肯定を返すと、ひどく驚いた顔でこちらを見る。そこまで驚くことかと苦笑すれば、必死に頷かれた。

「いやいや、リシャルド様が自分から興味を持つなんて！　いつもは寄ってくる令嬢を適当にあしらって遊んでいるだけじゃないですか!!」

　──確かに。

　思い返してみると、自分から欲しいと望んだ令嬢は今までにいなかった。

「そうだねぇ……。今まで聴いたことのない綺麗な声だったし、一生懸命うたう姿は凛として可愛いと思ったよ？」

　とはいえ、欲しいと思ったのはうたう声ではあったのだけれど。うーんと考えつつ、しかし先手を打たなければどこかの貴族オヤジが手を出すに決まっている。

「そうですか……。リシャルド様が望むのであれば、手配しましょうか？」

「いや、それは必要ないよ」

　クリスの言葉をさらりと流し、今後どのようにするかを頭の中で計算する。強引に彼女を部屋に呼ぶことはもちろん出来るけれど──それは少し、違う気がした。

　──まぁ、それに関しては特に理由があるわけではないけれど。




　ひとまず、仕事に戻ることにした。

　試験の合否を確認してはいないけれど、あの歌声の主を落とす試験官はいないだろう。もしいたとしたら、即座にクビにしてやってもいい。

「リシャルド様、なんか笑顔が黒いですよ」

「──気のせいだよ、きっと」

「まったく。仕事がたんまりありますから、全部終わるまでは執務室から出しませんよ」

　いつも俺の執務を引き受けているクリスは、げっそりとした顔で「少しはご自分でもなさってください」とうなだれる。

「わかってるよ」




　──普段はどんな声なんだろう。

　聴いたのは彼女のうたう声。凛とした声で喋り、ベッドの中では甘い声を出してくれたりするんだろうか。そう考えると──先ほどの〝欲しい〟が自分の中で存在を主張する。

「……リシャルド様？　何にやけてるんですか」

「何でもないよ。早く戻って、仕事を片付けちゃおう」

　手に入れたいもの見みつけたし、と。




　執務室に向かう途中も、彼女の歌声が耳から離れることはなかった──。








第一章　貧乏令嬢は宮廷音楽家を志願する












　今宵、夕食の席はいつになくどんよりと、暗い空気に包まれていた。

　質素な食卓がさらに寂しくなってしまう、と──私は深くため息をつく。

　貴族であるのに、家族全員ぴったりしか座ることの出来ないサイズのダイニングテーブル。給仕をしてくれるメイドは、もちろんいない。一応、料理を担当する者など最低限の使用人は雇えているけれど。

　壁には絵画がかけられているが、流行のものではない。食卓に色を添えるような花も、飾ってはいない。全体的に、屋敷は質素に造られている。




　──そう、我が家は貧乏子爵家なのだ。




　平民に比べるとましではあるけれど、裕福な商人にはまったく敵わない。

　権力というものに興味がない父は、家族が暮らすことが出来ればそれでよいと言う。もちろん、私自身もそれに異論はないのだけれど……。




　自分で紅茶を淹いれ直なおし、仕方がないなと口を開くことにした。

　でなければ、私の隣に座っている妹が可哀想で仕方がない。この雰囲気を察して、体を小さくしてしまっているのだ。

「お父様、何かあるのであれば言ってくださいませ」

　このままではいけないと、向かいに座る父へ声をかけた。

　当主、エーリク・フィーレンス子爵。

　私は、その次女シーラ・フィーレンス。十七歳。

　上の姉は裕福な商人へ嫁ぎ、兄は嫁をもらい離れの屋敷で暮らしている。隣に座る妹のアンネは、まだ十四歳なので社交界へのデビューもしていない。

「……そうだな、すまない」

　困ったように首を傾げて、お父様は苦笑する。

　いったい何があったのだろうか。その隣に座っているお母様を見ても、不思議そうな顔をしているので理由は知らされていないのだろう。

　考えてみるけれど、あまり悪い話というのが浮かばない。家族全体に関わることだろうか？　しかしすぐに、父の口からとんでもない発言が飛び出した。

「実は、アンネに縁談があってな。──お受けしようと、思っている」

「え……？」

「わたくし？」

　まさかそんな話だとは思わなかった。私とお母様が驚いて、思わず声をあげる。アンネも自分の名前が呼ばれるとは思っていなかったのだろう。大きなピンク色の瞳を、これでもかと見開いている。

　通常、縁談というものは十五歳を過ぎてから進められるものだ。それは、社交界デビューが十五歳と決まっているから。

　もちろん、仲のいい親同士が内密に決めていたりすることはあるけれど……。

「お相手は、どなたなんですか？」

　食卓の重い雰囲気を考えると、よい縁談ではないということがわかる。いったい誰なのかと問いかけると、お父様はしばし沈黙をしたあと口を開いた。

「………………クルッテオ伯爵だ」

　──最悪だ。

　可愛い妹の縁談相手の顔をすぐさま思い浮かべて、私の意識はそこで途切れた──……。





♪　♪　♪






「……っ！」

　不意に目が覚めて、私はがばっと体を起こす。

　すぐに温もりを感じて、視線をずらす。そこには、私の手をぎゅっと握り、心配そうにしているアンネの姿があった。

　水色のふわふわした髪が揺れ、ピンクの瞳からは大粒の涙が零こぼれている。どうして泣いているのだろうと首を傾げるが、その理由はすぐに判明した。

「シーラお姉様！　よかった、ご無事で。急に倒れられて、丸一日お眠りになっていたんですよ」

　どうして自分が眠っていたのだろうかと考えて、夕食のことを思い出す。アンネの縁談がショックで、気絶してしまったのだ。

　でも、だからといって気絶をするほどやわではないと思うのだけれど……って。

「私、丸一日も眠っていたの？」

「はい。あ、すぐにお医者様を呼んできますね」

「待って、アンネ……！」

　私は呼び止めるが、アンネは聞かずにぱたぱたと部屋を出て行ってしまった。

　……寝ていたためだろうか。固くなってしまった体をほぐすようにしながら、私はぐっと腕を伸ばしたりする。




　ふわふわのベッドに、広くはないけれど整えられた部屋。

　──間違いなく、私シーラの部屋。

　ここまでは、なんら問題ない。普段と同じ、自室だ。違う点をあげるとするならば、それは私自身のことにほかならない。

「……最悪だぁ」

　大きく、深く、ため息をついた。




　いったい、何に対しての〝最悪〟なのか。

　妹の縁談に対してか、それともズキズキとひどく痛む自分の頭痛に対してだろうか。もちろんその両方なのだけれど──私はとんでもないことが起きたと、体を震わせる。

　問題があるのは、私の記憶だ。

　シーラ・フィーレンスとして生きてきた記憶はもちろんあるのだけれど、もう一つの記憶が私の脳に刻まれている。

　こことはまったく別の世界──日本人として生きたという、しっかりとした記憶があった。

　これはいったい何の記憶だろうか？　そう思ったのは、ほんの一瞬。死んだときのこともしっかりと覚えているから、前世の記憶だろうとあたりをつける。




　つまり、日本人として人生を終えた私は──シーラという人間に転生し、生まれ変わったのだ。




「こんなことって、本当にあるんだ」

　自分がこんな体験をするなんてと思うけれど……なぜだかそれは、すんなりと受け入れることが出来た。

　自分自身のことだからか、否定する気持ちが浮かんでこない。まぁ、そんなものだろうと割り切るしかない。

　だって、今の私はシーラ・フィーレンスという一人の人間なのだから。

　深い青色の髪に、海に咲き乱れる珊瑚のようなしっとりとしたピンク色の瞳。さらりと指通りのいいストレートロングの髪は、綺麗に切り揃えられている。

　そしてここは、科学ではなく魔法が発達している、日本とはまったく違う世界。残念なことに、私は魔法の才能がないので使えないけれど──。

「って、今はそんなことは問題じゃない。可愛い妹の危機だった！」

　食卓のときに、お父様が言ったことを思い出す。

　アンネに、クルッテオ伯爵から結婚の申し込みがきたと言った。

　我が家は貧乏だから、お金持ちの伯爵家から縁談がきたらもちろん嬉しいはずなのだが──いかんせん、今回は相手が酷ひどすぎた。

　クルッテオ伯爵は、三十四歳だ。

　アンネは十四歳だから、年齢だけでもアウトだというのに。加えて、社交界での噂がとても悪いのだ。というか、よい噂はない。

　女狂いで、気に入ったメイドにはすぐ手を出すとかなんとか。自分より身分が下にあたる令嬢を毒牙にかけるという噂は、誰でも知っている。

　貴族社会は、日本のように晩婚ではない。基本的に、女性は十代半ばから後半、男性は二十歳くらいには結婚をすることがほとんど。伯爵は、もう三十四歳なのだから、このまま独身でいてくれればいいものを。

「アンネをあんなロリコン親父に嫁がせるなんて、絶対に嫌！」

　姉として、守ってあげなければ。

　……思い出すのは、好きでもない裕福な商人に嫁いでいった姉のことだ。結納と援助金で家族が少しでも豊かに暮らせるのならばと、姉は笑顔で嫁に行ったのだ。

　最後まで優しく微笑んでいた姉のことは、決して忘れはしないだろう。少しでも幸せに、せめて裕福に暮らしていてくれたらいいなと思う。

　アンネには、そんな思いをさせたくはない。

　せめて私がクルッテオ伯爵のターゲットだったらよかったのに。そりゃぁ、私だって嫌だ。でも、アンネを嫁がせるよりはずっといい。




　どうすれば結婚を回避出来るか考えていると、コンコンとノックの音が響いた。どうぞと入室を促すと、紅茶を持ったお父様がやってきた。

「具合はどうだい、シーラ。今、医者を呼んでいるから、じきに到着するだろう」

「ありがとうございます、お父様」

　アンネから私の目が覚めたということを聞いたのだろう。様子を見に来てくれたというのはすぐにわかった。

　暖色の上着を羽織り、少し疲れた顔をしている。アンネの結婚話に加え、私が倒れたのだ。かなりの心配をかけてしまっただろう……。

　心の中では申し訳ないと思うけれど、アンネをクルッテオ伯爵に嫁がせるのだけは許容出来ない。

　私を心配そうに見ながら、お父様はサイドテーブルに紅茶を置く。しんと静かな室内に、カチャリと音が響いた。

　椅子に腰をかけ、お父様はゆっくりと口を開き謝罪の言葉を口にする。

「すまないな、シーラ。私が不甲斐ないばかりに、お前たちに負担をかけてしまった。金や権力があったのならば、この縁談も断れたのだが」

「お父様……」

　アンネをロリコン親父に渡したくないのは、お父様も同じ。お金と権力があれば、断ることだって出来たのに。

　けれど我が家はそれが出来ない。貧乏子爵家が、権力とお金のある強い伯爵家に逆らうことはあってはならないのだ。もし逆らったのならば、何をされるかわかったものではない。

　──穏やかに暮らしたいだけなのに。

　この世界の貴族制度は、弱者にひどく非情だ。

「一年後、アンネの社交界デビューと同時に婚約の発表を行うことになっている。お前たちには辛い思いをさせるが、耐えてほしい」

「…………」

　震える父の手が、視界に入る。

　いつもは大きいと思っていた父の手が、こんなにもちっぽけに見えてしまう日がくるとは思わなかった。それは単に、私が前世の記憶を思い出したからだろうか。




　──いいえ、違う。

　私が、アンネを助け出す可能性を自分の中に見出すことが出来たから。




　クルッテオ伯爵のことだから、婚約と同時に結婚準備を始めるに違いない。だから、婚約発表がデッドラインだと考えておいた方がいいだろう。

　つまりアンネがロリコン親父に嫁ぐまでに、あと一年。

　──いや、まだ一年の猶予があると考えればいいのだ。

　それならば、出来ることがある。

　一年以内にお金を稼ぎ、権力者と仲よくなってコネを作ってしまえばいいのだ。今考えた稚拙な作戦ではあるけれど、アンネを助ける方法はこれしかない。

　そして、前世の記憶を取り戻した私には、その可能性を実現出来る力がある。

　前世の記憶を思い出すことがいいことなのかなんて、私にはわからない。けれど、もしも神様というものが存在するというのならば──私は、この奇跡に感謝しよう。




　私は大きく深呼吸をして、今後の自分の在り方を決めた。

「お父様」

「シーラ？」




「私、宮廷音楽家になろうと思います──！」




　──私の前世は、歌手。

　いや、正確にはデビューをしていなかったけれど。音楽レーベルとの契約をして、公式発表の直前というタイミングで死んでしまった残念な人間だった。

　だから、歌に関する知識は問題なくある。加えて、この世界の音楽事情があまり思わしくないということも、理解している。音楽水準は、この世界の方が圧倒的に低い。

　前世は、なんと切ない人生だったろうか。

　でも、それを活かして妹を助けられるなら悔いもない。

　むしろ、ここでアンネを助ける可能性を見出すために死んだと思った方がいい。それくらいポジティブに考えれば、前世の私も報われるだろう。




　宮廷音楽家とは、王宮勤務の歌手と楽師のことをいう。

　王族に認められると、専属の歌手・楽師になることが出来る。

　貴族に認められると、パトロンになってもらい、いろいろな支援をしてもらうことが出来る。

　私が考えたのは、宮廷音楽家になって数人のパトロンをゲットするという作戦。お金を支援してもらい、後ろ盾になってもらう。そうすれば、アンネとクルッテオ伯爵の婚約を阻止することが可能だ。

　パトロンの理想は、侯爵家。クルッテオ伯爵よりも身分が上であれば、間違いなくアンネを助けることが出来るだろう。




「な、何を言っているんだシーラ！　お前には楽器を買ってやることも出来なかったし、歌をうたうこともしないだろう？」

　お父様は、金銭的な事情から、貴族の令嬢が嗜たしなむ楽器などを私に与えることはしなかった。そのため、私が音楽にまったく触れていないと思っている。

　いや、実際シーラとしてはまったく音楽には触れていない。けれど、前世ではこれでもかというほど音楽漬けの毎日を送っていたのだ。

　それほど障害になることはない──と、私は考えている。もちろん、その大前提に、この世界の音楽があまり発達していないということがあるけれど。

　私は微笑んで、令嬢たちに人気の歌をうたう。

「消えてしまった小さな恋　けれど貴方はもっと大きな愛をくれた──♪」

「……!!」

　お父様が大きく目を見開き、うたう私を見る。

　この世界の歌は、とても平坦。音程の幅が少なく、強弱もあまりつかない。静かに恋をうたい、大きな声で勝利の歌を……という考え方なのだ。

　その歌に、私は自己流のアレンジをしてうたう。ゆっくりと低くうたいだして、得意だった高音を取り入れる。

　ベッドの中だったのであまり声は出せなかったけれど、久しぶりにうたったと思えば十分だ。うたい終わりぺこりとお辞儀をしてみせると、お父様が立ち上がって大きな拍手をくれた。

「素晴らしい……！　まさか、シーラにこんな才能があったなんて知らなかった」

　お父様は嬉しそうに「こんな歌は初めて聴いた！」と、はしゃぐように私を褒めてくれる。その様子を見て、まるで子供のようだと苦笑してしまう。




　──でも、これなら宮廷音楽家になれそうだ。

　私は、今後の未来に希望を見出した。





♪　♪　♪






　翌朝になり、私の体調はすっかり回復した。

　お医者様にも診みてもらい、念のため簡単な治癒魔法もかけてもらったからもう安心だろう。アンネには心配をかけてしまったから、今日はたくさんかまってあげよう。




「それと歌の練習もしないと。発声練習を毎日して、ストレッチもしよう。そうすれば、喉の調子もよくなって大勢のパトロンをゲット出来る気がする!!」

　可愛い妹をロリコン親父から守りたいと頼めば、力になってくれるパトロンもいるだろう。それほどまでに、クルッテオ伯爵の評判は悪い。

「そのためには、宮廷音楽家にならないと、だよね……！」

　宮廷音楽家になるには、試験がある。ここで合格しなければ、ただの音楽家。街でうたったりするだけで、パトロンなどはつかない。

　確か、王宮の年間スケジュールが書かれている資料は我が家にもあるはずだ。貧乏だけど一応は貴族なので、国のことを把握はしやすい。どこにあるのだろうと思ったところで、アンネが部屋を訪ねてきた。

「…………」

　いつもは明るく笑顔が絶えないのに、今日は顔に陰りが見えて心配になる。私が倒れたから、そのせいであまり眠れなかったのかもしれない。

　アンネは優しい子なので、どうにかして大丈夫だよと安心させてあげなければ！　元気さをアピールするように口を開こうとしたけれど、先に口を開いたのはアンネだった。

「シーラお姉様が宮廷音楽家になると、お父様に聞いて……」

　分厚い本を抱きしめているアンネは、瞳を不安に揺らしながら「わたくしのためですか？」と震える声で尋ねた。

　ああ、そうか。アンネは、自分のために私が仕方なく宮廷音楽家になろうとしていると──そう思ってしまったのだろう。

　なんて健けな気げな妹なのだろうか。私にはもったいないくらいだと、思ってしまう。優しく微笑み、アンネを不安にさせないように、私は自分の考えを伝える。

「アンネ、そんな泣きそうな顔をしないで？　実はね、私……歌が好きなの」

「え……？」

「大好きなの」

　お父様と同様、アンネも私が歌をうたうことを知らないのだ。昨日のように、私が少しだけうたってみせると、とても驚いて息を呑んだ。

「すごい、すごいです、お姉様！　だって、いつも聴いていた歌と同じ歌詞なのに、でもまったく違います。とても綺麗な、歌声……」

　アンネは大きく頷き、確かにこれならば音楽家になるということも頷けると喜んだ。

　もちろんアンネの婚約阻止というのが一番の目的でもあるのだが、そこは気を遣わせてしまうから黙っておこう。

　アンネのためだけれど、宮廷音楽家になるのは自分のためでもあるのだ。これだけは、間違ってはいけない。




「そうでした！　わたくし、お父様に言われてこれを持ってきたんです」

「うん？　それって──あ、王宮の年間スケジュール！」

　アンネは持っていた本を私に差し出して、そうですと大きく頷いた。

　それは宮廷音楽家の試験日を調べたいから、探そうと思っていた資料だった。お父様は行動が早いなぁと思いつつも、私は素直に受け取り中を確認する。

　試験日は、いつかな……っと。

「……一ヶ月後に試験日があるみたい」

「えぇっ！　そんなすぐに、ですか……？　でも、お姉様の歌声なら問題なく合格です！」

　アンネが胸を張り、大丈夫です！　と、私へ告げる。歌を少し披露しただけだというのに、ここまで全力で信頼されるとは思わなかった。もちろん、家族補正はかかっているだろうけれど。

「試験の内容も書いてありますね。んんと、これなら大丈夫ですお姉様！」

「ええぇっ」

　胸を張って自信満々なアンネは可愛いけれど、さすがに──って、確かにこれならば合格は難しくないかもしれない。

　試験の内容は、〝歌を一曲うたうこと〟と書かれていた。

　正直な話、この世界の音楽史などの筆記試験があったらどうしようと思っていたのだ。けれど、一曲うたうだけならば問題はないだろう。

　この世界の歌は、単調で味がない。だから、私がほんの少しアレンジを加えるだけで──音が、世界が変わる。私の歌を聴いてくれたお父様やアンネを見れば、一目瞭然だ。




　──ようし、可愛い妹のためにお姉ちゃんは頑張るよっ！




　それから一ヶ月の間は、怒ど涛とうの日々だった。

　毎日発声練習をして、姿勢を正し、ストレッチなども行い喉や体調を整えた。

　アンネも私に協力をしてくれて、ドレスを仕立てるのだと気合いを入れた。とはいえ、貧乏な我が家では新しいものを……というわけにはいかない。普段使いにしているものを、リメイクしてデザインを変更するのだと言っていた。

　とてつもなく気になるのだけれど、出来上がるまでのお楽しみだと言って、アンネは見せてくれなかった。




「あっ！　シーラお姉様、こんなところにいたんですね！」

「アンネ、どうしたの？」

　私はストレッチしていた体を起こして、伸びをする。

　普段練習をしている部屋は、使われていないゲストルームだ。

　カーペットの敷かれた広いスペースがあるので重宝しているし、防音設備もしっかりしているから使いやすい。

　残念なことに、ここ数年使われてはいないけれど……。

「実は、髪飾りを作ったんです。シーラお姉様は綺麗な青色の髪なので、明るい真珠がとても映えるのではないかと思って」

　差し出されたものを見ると、小さな真珠が一粒ついたレースの髪飾りだった。白を基調に、数枚のレースが重ねられていてとても可愛らしく作られていた。

　しかし、それを受け取ることは戸惑われてしまう。だってこれは──。

「……この真珠って、アンネが誕生日にもらったプレゼントでしょう？」

　そう。これは、アンネがお父様にもらった真珠だということがすぐにわかった。貧乏なので、宝石類は必要最低限しか持っていない。

　けれど、私の問いかけにふるふると首を振ってアンネは髪飾りを私の髪へとつける。

「とっても似合っています、シーラお姉様！」

「アンネ……」

　嬉しそうにはにかむ妹は──間違いなく、私がアンネのために宮廷音楽家になろうとしていることに気付いている。

　そうでなければ、自分の大切な真珠で私への髪飾りを作ったりはしないだろう。アンネなりに、精一杯私を応援してくれているという気持ちが伝わってくる。

「まったく、アンネには敵わないなぁ。これは絶対、宮廷音楽家にならなきゃだね」

「はいっ！」

　私の言葉に、アンネがこくこくと嬉しそうに頷いた。

「それと、お姉様にいい人が見つかれば──」

「え？」

「いいえ、なんでもないです！」

　小さな声で続けられた言葉を聞き返せば、なんでもないのだとアンネは否定する。

「それよりも、練習を邪魔してしまってすみません。試験まであと少しですから、私は衣装の調整をしますね」

「大丈夫、ありがとうアンネ」

　まさかこんなにも協力してもらえるとは思っていなかったので、嬉しい。

　宮廷音楽家になれたら、私は前世で叶わなかった──歌手という夢も、叶えることが出来る。





♪　♪　♪






　怒涛の訓練期間を必死に乗り越え、宮廷音楽家の試験日となった。

　私は王城を見上げて、大きく深呼吸をする。

　白と水色を基調に作られた城はとても優雅で、おとぎ話の世界に迷い込んでしまったような錯覚さえ持ってしまう。

　貧乏子爵家の娘では、登城する機会なんてまったくないのだ。なので、転生人生初の登城。ドキドキする心臓を落ち着かせながら、私はこれからの生活に期待する。

「今日の試験に合格することが出来れば、晴れて宮廷音楽家の歌手ね」

　私は門を守る騎士に音楽家志望であることを告げて、試験会場まで案内をしてもらった。




　王宮は、とても綺麗に手入れがなされている。綺麗な花や木々に、行き届いている清掃。

　まさにこの国の中心だ。

　私の目標は、アンネとロリコン親父の婚約を阻止すること。そのために必要なものは、お金と権力。歌を評価してもらい、パトロンをゲットするのだ。

　今はお金と権力がとてつもなく欲しい。

「こちらでお待ちください」

「ありがとうございます」

　長い廊下を歩き、案内された場所は試験会場。広い部屋を見渡すと、中には十数名の男女がいた。そわそわしている人や、どっしり構えている人と様々。




　宮廷音楽家には、二種類の役割がある。

　一つは、楽器を演奏する楽師。

　もう一つは、歌をうたう歌手。

　宮廷音楽家同士がペアを組むこともあれば、ソロで活動することもある。私はペアでも問題はないけれど、うたい方などを考えるとソロの方がいいだろうな。

　今と違うアレンジをするのだから、合わせる楽器の人が大変だ。まして、自分の楽器に合わせろと言われてしまっては、たまったものではない。

　音楽家なんて、我の強い人が多いに決まっている。安定的に生活が出来るようになるまで、何事もなく過ごせればいいなと思う。




　しばらく待っていると静かに扉が開き、試験官と思われる人がやってきた。

「──揃っているな」

　会場内を見渡して、人数を確認している。

　恐らく宮廷音楽家の偉い人だろう。男性は楽器を持ち、一緒に入ってきた女性は綺麗な衣装に身を包んでいるため、歌手だということが一目で分かる。

　詳細な説明がなされるのかと思っていたけれど、試験はすぐに開始された。

「この場で、一人ずつ歌をうたうか、楽器を演奏してもらおう。合格者がゼロということも多いから、そう緊張することはない」

「…………」

　いやいや、そのフォローはおかしいでしょう！

　部屋にいる全員が、ぐっと息を呑んだ。

　しかし──宮廷音楽家の壁が高いということも本当だ。発声練習などは気合いを入れて行ってきたから大丈夫だろうけど、緊張する。

　言われた通りに、部屋の一番奥の人からうたっていく。その伴奏をするのは、楽器を持っていた試験官の男性本人だ。女性はにこにこと微笑みながら、歌を聴いている。

　最初の人が歌をうたい、半分というところで女性がパンと手を叩いた。

「もう結構よ。残念だけど、不合格です」

「あ……ありがとう、ございました」

　一曲うたうことも出来ないのかと、室内にざわめきが起こる。

　けれど、文句を言える人は誰もいない。

　次の順番は、楽師志望の女性。弦を弾いて旋律を奏でるが──半分も演奏をしないうちに、今度は男性が手を叩いた。そして抑揚のない声で、不合格と告げた。

　──厳しい。

　想定していた待ち時間よりもずっと早く、私の順番がやってきた。




「ええと、あなたで最後ね」

「はい。シーラ・フィーレンスです。歌をうたいます」

　一礼をして、私は何度も練習をした恋歌の旋律を奏でる。お父様やアンネにも絶賛された、お気に入りの歌。

　ドキドキする鼓動を抑え、アンネが送ってくれた真珠の付いた髪飾りにそっと触れて気持ちを落ち着かせる。リメイクしてくれたドレスは、綺麗な刺繍がされていてとても繊細なイメージを私に与えてくれている。

　今からうたう歌に、ぴったりだ。

「消えてしまった小さな恋　けれど貴方はもっと大きな愛をくれた──♪」

　前世の私は歌手だった。声の出し方は、熟知している。

　私が音を出すと、室内は一気にしんと静まりをみせた。

　──うん。掴つかみは問題ない。むしろ、最高と言っても過言ではないだろう。

「まぁ……」

　女性の試験官から感嘆の声が漏れて、私は嬉しくなる。

　声が遠くまで伸びるようにうたい、室内に私の音を充満させていく。

　同時に、楽器の音色が変わった。思わず男性を見れば、とても嬉しそうに弦を弾き旋律を奏でていた。もしかして──私を、認めてくれているのだろうか。うたい手として。

　それならば、これほど嬉しいことはない。

　──ああ、楽しい。

　転生してから、前世の記憶を思い出すまでうたっていなかったことが悔やまれる。




　ちょうど半分ほどうたったところで、パンと音が響く。

　女性の試験官だ。

　まさか不合格？　と、私は驚いて彼女を見る。

　しかしその顔はとても楽しそうに笑っていて、ただ一言を私に告げたのだ。「合格」と。





♪　♪　♪






「……ふぅ。荷物はこれで全部かな？」

　私は与えられた自室を見渡した。

　ベッドやクローゼットが備え付けられている、一人部屋。最低限の家具だけが揃えられていて、ほかに入用なものがある場合は自分で購入を行う。

　無事に宮廷音楽家となれたので、今日から王城に部屋が用意されたのだ。ちなみに、正式な勤務は明日からになっている。




　私の仕事は歌をうたうこと……。

　とはいえ、簡単にうたう機会があるわけではないのだ。

　パトロンに認められるまでの、下積み時代が辛い。早くそこから抜け出して、認められたい。そして権力とお金が欲しい。切実に。

　アンネが婚約するまでの一年間で、どれほど成果をあげられるか。いざスタートラインに立つと、足が震える。

「うぅん、厳しい。頑張らないと」

　──コンコン。

　そう思っていると、不意にノックの音が響く。すぐにどうぞと促せば、試験官を務めていた女性が部屋へと入ってきた。

「あ、ええと」

「突然ごめんなさいね、シーラ。私はマリエッテよ」

　綺麗な衣装を着て、鈴が鳴るような可愛らしい声。私の先輩になるのだからと、よろしくお願いしますと挨拶をして頭を下げる。

「まぁ……。そんなにかしこまらなくていいのよ」

　ころころと笑い、自由にしてと優しく言う。

　試験のときは怖そうなイメージだったけれど、実際に話をすると優しいということがわかった。そうだよね、試験官なんだから、厳しくて当たり前か。

　マリエッテさんは、宮廷音楽家の仕事を説明しに来てくれたようだ。

「仕事といっても、そんなにはないのよ。一番大切なことは、自分の体調管理。王族の方が歌を所望したときに、うたえないということがないようにしてね」

「はい」

　これは間違いなく、歌手として生活するうえで一番大切なことだろう。喉が嗄かれてしまっては、うたうことが出来なくなってしまうから。

　そしてマリエッテさんは、ほかの仕事に関しても説明をしてくれた。確かに言われた通り、そんなに大変な仕事はなかった。

　第一に、自分の体調を管理すること。

　次に、宮廷音楽家が使用している備品の管理。これは共有する衣装やアクセサリー類も含まれるが、メインになるものは楽譜だ。

　あと、共有スペースの管理と簡単な清掃。

　最後に、夜会やお茶会で歌を披露するということ。これは、王族や上級貴族に気に入られて指名をされる場合と、こちらから歌手を選出する二パターンがある。

　うたう以外の仕事量が少ないので、こちらとしては楽でいい。王族のために雇われている音楽家なのだから、当たり前かもしれないけれど。

「ご説明いただき、ありがとうございます。精一杯頑張ります」

　マリエッテさんにお礼を伝えると、にこりと微笑まれる。これで終わりかな？　そう思っていたけれど、話はまだ続いた。

「それでね、シーラ。あなたに指名がきているのよ」

「指名、ですか？」

　ドキリと、私の胸が脈打つのを感じた。

　仕事内容に、夜会やお茶会で歌をうたうということも含まれている。もしかしたら、私もどこかで歌をうたう機会を得られたのかもしれない。

「ええ。試験のとき、貴女の歌声が部屋の外へ漏れていたの。それを聴いていた人がいたみたいね」

　──まさか、そんなことが。私は驚いて目を見開いた。

　パトロン探しが初日から上手くいきそうで、嬉しくなる。これなら、ロリコン親父を撃退出来る日が近いかもしれない。

　ぐっと、マリエッテさんに見えないよう、小さくガッツポーズをした。

「とは言っても、パトロンではないのよね。一週間後なんだけど、大丈夫かしら」

「え、えっと……？」

　パトロンではない？　どういうことだろうかと、私は首を傾げる。

　とりあえず歌を聴きたいから来い、ということだろうか。それならば、問題はない。気に入ってもらえたら、パトロンになってくれるのだろう。

　むしろちゃんと歌を聴いてから判断するというその心意気、好感すら持てますとも。一人で納得をすれば、マリエッテさんは「知らないの？」と苦笑した。

　ん？　……何か、ほかに意味があるのだろうか。

　宮廷音楽家の仕事は資料などで確認してはいたけれど、実際に働いている現場は知らないのだ。王宮に行くような貴族との付き合いはなかったし、お父様も王宮には行かなかったから。

「歌手をする女性は、高貴な人に気に入られると呼ばれるのよ。うたわせるためではなくて、閨ねやをともにするためにね」

　まったく予想をしていなかった言葉に、私はなんと返事をしたらいいのかわからなくなる。

「え……!?　で、でも、それって……」

「残念だけど、暗黙のルールかしら。高貴な方からの申し出だから、私たちに断ることは出来ないのよ。一週間後、よろしくね」

「──っ!!」

　まさか、そんなことが……!?

　全然知らなかった自分がとても腹立たしい。もっと宮廷音楽家に関して調べておけばよかったと後悔する。

　お父様も、王宮とは縁がないからこの事実を知らなかったのだろう。でなければ、自分の娘を宮廷音楽家などにはしない。

　あっ！　そうか！

　だから宮廷音楽家に、貴族の令嬢が一人もいないんだ。優れた平民のよい職業、というところだもんね、音楽家は。……まさかこんなカラクリがあったとは知らなかったけれど。

「もし、ドレスがないのならば贈るよう相手に言っておくわ。ドレスは──持っていなさそうね」

　私の部屋を見渡して、マリエッテさんはどんどんと話を進めていく。断ることが出来ないと言われても、私だって「了解しました！」とはさすがに言えない。

「ま、待ってください、マリエッテさん！　私は、純粋に歌だけを聞いて欲しいです……！」

　決して、高貴なおじさんの慰みものになるためにここへ来たわけではないのだ。

　私の訴えに顔を困らせて、うぅーんと悩む。マリエッテさんは一言謝罪をして、しかしきっぱり無理だと言いきった。

「なら、シーラがその場で交渉してみるしかないわね。時間も昼間だし、歌を聴かせて虜とりこにさせればいいのよ」

　──昼間。

　そんな時間帯から、私は呼ばれるというのか。知らない男のベッドに？　断固お断りだ！

　……マリエッテさんの言う通り、私が交渉するしかないのだろうか。今までそんなことをしたことはなかったので、戸惑う。けれど、ここでは誰も助けてはくれない。

　交渉して、相手を実力でパトロンに出来るよう頑張る。──というのが、今、出来る精一杯だ。悔しいなと唇を噛みしめて、マリエッテさんに向かって力なく頷いた。




「とりあえず、伝えたから私は行くわね。今日はゆっくりおやすみなさい」

「はい……」

　パタンと、部屋の扉が閉まった。

　宮廷音楽家の初日から、こんな展開になるとは思ってもいなかった。

「とりあえず、回避する方法を一週間で考えるしかない」

　かなり厳しいけれど、それしかない。

　貧乏で苦労していたし、夜会には社交界デビューの日を含めても三回ほどしか行ったことがないのだ。

　……初恋だって、まだなのに。

　それを通り越して閨の相手なんて、無理にもほどがある。

「ようし、頑張って回避方法を考えよう！」

　まさか妹より、私の危機回避が先になるなんて──。





♪　♪　♪






　宮廷音楽家の歌手になった翌日の昼間──さっそく、私のもとにドレスが贈られてきた。はえぇよとツッコミを入れつつ、露出の多いひらひらとした衣装には正直ドン引きだ。

　もちろん、贈ってきたのは私を呼びつけようとしている貴族。

「うわぁ……」

　ちょっとどころか、かなり悪趣味ではないだろうか。

　太もものあたりまでシースルーになっていて、かなりきわどい。絶対こんなドレスは着たくないので、どうにかして回避をせねばと思う。

「とりあえず、どうしよう……」

　回避をすると決めても、貧乏子爵家の娘であった私が、指名してきた上級貴族に会えるわけもなく。

　部屋で途方にくれ、せめて歌の練習をしようと思う。実際に会って、ベッドの相手より私の歌を聴きたいと思わせればいいのだ。

　そのためには、とりあえず練習あるのみ！

　……もちろん、可能性は限りなく低いのだろうけれど。




　部屋を出て、私はどこで練習をしようか考える。

　宮廷音楽家のために用意された練習部屋があるが、中庭など、人がいない場所という前提があれば練習をしても問題はない。

「中庭に行ってみようかな？」

　人が多くいるであろう練習部屋は、なんとなく苦手だ。うたうのであれば、一人きりがいい。

　私は自分以外の音があるという時点で嫌なので、よくほかの人は平気だなと思う。日本であれば、貸し切りのスタジオや、カラオケだってあるのに。──ここには、何もない。

　日本が恋しくないと言えば嘘になってしまうかもしれないけれど、ここにも大切なものはたくさんある。

　ため息が漏れそうなのを我慢して、清掃の行き届いた廊下を歩いていく。

　メイドが忙しそうに仕事をしているなか、好きな歌をうたえるというのは贅沢だと思う。──が、そこに指名してきた上級貴族の相手というのを付け加えると、まったくそうは思えなくなる。

　むしろ、一気に最底辺の仕事にさえなってしまう。

「……はぁ」

　今度は止めることが出来なくて、ため息が漏れてしまった。

　いけないと思い、私は中庭までの道のりを急いだ。




「ラ────♪　……ふぅ」

　幸いなことに、中庭には誰もいなかった。

　私は思いっきり一曲をうたいきって、息をつく。うんうん、喉はとてもいい調子だ。

「あとは、パトロンかぁ……」

　どんなに歌がよくても、お金や立場の支援をしてくれる人を見つけなければ意味がないのだ。そのためには練習をして、公の舞台に立つしかない。

　中庭でうたっているところを、上級貴族が通りかかって見初めてくれたらいいのに。なんて、都合のいいことも考えたくなってしまう。

「強いパトロンがついてくれれば、あの指名だって突っぱねてもらえるのに」

　──が、一週間ではそれも難しい。

　しょんぼりしつつも、もう一度うたおうと大きく息を吸い込んで──突然、声をかけられて私はびくりと体を揺らす。

「おお！　お前、シーラではないか？」

「……？」

　いったいどこから？　呼んだ相手を捜して、私はきょろきょろと視線を巡らせる。……誰だろうか。見たことのない顔の男性が、渡り廊下からこちらを見ていた。

　年の頃は四十くらいで、たるんだお腹が視界に入る。

「いや、何。綺麗な歌声が聴こえてきたからな、ひょっとしたらと思って寄ったんだ」

「ありがとうございます」

　──私の歌を、気に入ってくれた？

　パトロン候補になってくれるかもしれない。お辞儀をして、褒めてくれたことへのお礼を伝えると、にこにこしながら素晴らしいと絶賛された。

　音楽が好きな人なのかと考えるけれど、次の言葉で私は固まってしまう。

「届けさせたドレスは気に入ってくれたかい？」

「え──？」

「素晴らしいだろう。我が家で贔屓ひいきにしている仕立て屋でな、あれは今一番人気のドレスだと言うんだ」

　一瞬にして、背中に嫌な冷たい汗が伝う。よい出来だろうと笑いながら言うこの親父が、私を指名した上級貴族だったのか……っ！

「おお、そうだ。今は時間があるんだ、一曲うたってくれ」

「！」

　はっはっはと笑い、早くと私をせかす。

　嫌だと突っぱねたいが、ここで拒否することも出来ない。後ろ盾のない私をクビにすることなんて、こいつにはきっと容易たやすいだろう。

　ぎりっと奥歯を噛み締めながら、私は歌をうたうことにした。




「……リクエストはございますか？」

「ふむ、そうだな。あまり歌には詳しくないが──令嬢たちに人気の曲を頼むよ」

　──なるほど。

　その言葉を聞いて、思わずカッとなってしまう。簡単に、歌には詳しくないと告げたのだ。つまり、もともと歌わせるためではなく、閨の相手をさせるために宮廷音楽家を利用しているのだということがわかる。

　こんな奴に目をつけられるなんて、最悪だ。

　それでもうたわなければならない自分は、もっと嫌だ。

　大人しく令嬢に人気の恋歌を紡げば、ねっとりとした視線で私を見てくる。

　なんとか一曲をうたいあげて、優雅に一礼をする。一刻も早く、この場を立ち去りたかったのだ。だから、はやくどこかへ行ってくれ──。

　そう願うも、上手くはいかない。上級貴族に手を取られて、にやにやした顔で近寄られた。脂ぎった手が、とてつもなく不愉快で──気持ち悪い。

　ゆっくりとした動作で距離を詰められ、すぐさま逃げ出したくなる。

　ひぃっと声をあげそうになるのをぐっとこらえて、私は微笑んだ。

「……な、なんでしょうか？」

「実に可愛らしい声だったな。ちょうど今は時間があるから、もっとシーラの歌を聴かせておくれ」

　ひいいぃぃぃっ！

　まさかの展開に、どう逃げ出せばいいのかとフル回転で思案する。が、そうそう都合のいいことも思い浮かばない。

「す、すみません……。仕事がありまして、その──」

「ああ、そんなことか。私から伝えておくから問題はない」

　余裕の笑みを見せて、心配することはないと言う。

　どうやらこの貴族、私が思っている以上に身分が高いようだ。まずい、非常にまずい。

「ほら、おいでおいで」

「いえ、あの、でも……っ！」

　ぐいぐいと腕を引っ張られて、中庭から廊下へと移動させられた。この先にあるのは、確かゲストルームだ……！

　連れ込まれる先がこんなに近いんじゃ、誰かに助けを求めることも出来ない。

「──っ！」

　助けて、と。心の中で叫び声をあげると、その瞬間、後ろから澄んだ低い声が聞こえた。




「ああ、公爵。こんなところで何をしているんですか？」




「え──？」
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　綺麗な声の持ち主は、私から上級貴族の腕を外してくれた。そしてそのまま、くるりと反転させられて抱きしめられる。

　胸の部分に顔を埋める形に抱き込まれたため、相手の顔は見えない。ふわりとした香水の甘い匂いがどこかくすぐったくて、それが私の鼓動を加速させていく。

　いったい誰だと焦るが、貴族の「殿下」という声を聞き体に緊張が走る。

「この子は、もう私と約束をしているんだ。──もしかして、公爵も約束を？」

「……っ！」

　私の髪を撫でながら、綺麗な声がそう告げる。

　そんな約束はまったくしていないけれど、殿下──王族相手に、私が何かを言えるわけもない。

　貴族、いや、公爵と呼ばれた男も若干声が震えている。というか、高貴だとは思っていたけれど公爵ほどとは思っていなかった。

　公爵相手では、絶対に逃げることなんて出来ないだろう。断れば、私はもちろん、家族にだって何をされるかわかったものではない。

「いいえ、いいえ！　滅相もございません。リシャルド殿下の歌姫に、私が約束などしているはずもございません。どうぞ、ごゆるりとお過ごしください」

「そう。ありがとう」

「で、では！　私は仕事がありますゆえ、失礼させていただきます！」

　最後は早口でまくしたて、貴族は去っていった。

　そして私を抱きしめていたのは、どうやらリシャルド殿下らしいということがわかった。




　リシャルド・ファルハーレン。

　この国の第二王子で、歳は私より二つ上の十九歳。




　チャラくて、いつも違う女の子を連れていると噂されている王子だ。……でも、私のことを助けてくれたんだよね？

　それならば、いい人なのかもしれないと、少しほっとする。

　安心させるためなのか、優しく私の髪を撫でてくれる。「怖かっただろう？」と、私を気遣うように声もかけてくれた。

「大丈夫？」

「は、はい。ありがとうございま、んっ……!?」

　腕を緩められて解放されたと思ったら──お礼を言い終わる前にキスをされた。ぎゅっと体を抱きしめるようにされて、私は慌てて抵抗を試みた。

　相手の胸を手で押し返し、突然のキスから逃れる。

「……っ！」

　離れることに成功して、私のファーストキスを奪った男の顔を見る。

　綺麗な金色の髪に、宝石のような緑の瞳。バランスのいい体は、私よりも頭一つ以上身長が高い。整った顔がにこにこと私に向けて微笑んでくる。

「酷いなぁ、せっかく助けてあげたのに。そんなに必死で逃げられたら傷つくよ？」

「……あ、ありがとうございます」

　──やっぱり、私を助けてくれたんだ。

　そう思うのだけれども。

「で、ですが！　だからって、口づけをする必要はないじゃないですか！」

「……」

　私の言葉にきょとんとするリシャルド殿下は、何度か瞬きをして私を見た後くすくすと笑った。

　いったい何がそんなにおかしいのかと思うけれど、私には殿下が笑っている理由がわからない。腕から逃れて顔を逸そらすと、綺麗な顔がさらに笑う。

「ああ、ごめんごめん。そんなに顔を赤くして、泣かれてしまうとは思わなかったから」

「──っ!!」

　まさかそんなことを言われるとは思っていなくて、カッと顔に熱が集まるのを感じた。「可愛い歌姫さんだね」と嬉しそうに言われて、しかし私はまったく嬉しくない。

　もうここから立ち去りたいのに、殿下が相手ではそれも無理。失礼にあたってしまうため、自分から逃げ出すことは不可能なのだ。

　うう、公爵も王子もどっちも嫌だぁ……。

「ねぇ、名前は？」

「……シーラ・フィーレンスです」

「シーラか。うん、名前も可愛いね」

「…………ありがとうございます」

　ぐぬぬ、さすがチャラいと噂をされている第二王子だけある。

　すんなり女性を褒める言葉が出てくるなんて、ううぅ、言われ慣れてないから恥ずかしさが増す。社交辞令だとわかっていても、体温が上がってしまう。

「ああ、そうだ。せっかくだから、シーラの歌を聴かせてよ。俺さ、ちょうど二人がもめてるところに通りかかったから歌は聴いてないんだ」

「え？　あ、はい……？」

　唐突に提案された言葉に、私は思わず頷いてしまう。

　というか、たとえ頷かなかったとしても王族の命令では断ることなんて出来ないだろう。

　──それに、王子である彼に聴いてもらえるのはある種のチャンスかもしれない。

　微笑むリシャルド殿下に、私は素直に頷いたのだった──。








第二章　王子との出会い












　私をエスコートして、リシャルド殿下は嬉しそうに廊下へと歩みを進める。

　先ほどと同じように、ここでうたうとばかり思っていたのに……。

「あ、あの！」

「うん？」

「どこへ行くんですか？」

　あの公爵みたいに、私をどこかへ連れて行こうというのだろうか？　リシャルド殿下であれば、美女がよりどりみどり選びたい放題なのだから、私を連れ込む必要なんてないはずなのに。

　キスをしてきたとはいえ、あの公爵から助けてくれたのだ。少しはいい人だと思ったのに、リシャルド殿下もやっぱりあの公爵と同じなのだろうか……。

「──ああ、大丈夫。中庭じゃ、シーラの歌を落ち着いて聴けないだろう？　だから、メイドに部屋を用意させるよ」

「え……」

「これでも王子だからね。それぐらいは容易いさ。シーラも存分にうたってくれればいい」

　リシャルド殿下は、「寝室に連れ込むわけじゃないよ」と笑う。

　まさか、そこまで場を整えてもらえるとは思っていなかったので……驚いた。さすがは王子というところだろうか。

　王族専用区の手前まで歩き、一室に案内をされた。まだ城内を覚えきったわけではないけれど、王族には専用区以外にも何部屋か自室が用意されているのだ。

　おそらく、ここはリシャルド殿下の部屋なのだろう。

「シーラにうたってもらうから、準備を」

「かしこまりました」

　リシャルド殿下がメイドへ命じて、私は着替えるために別室へと案内をされた。




　まさかうたうためだけにここまでするのかとも思ったが、王族へ披露するのだから、確かに失礼があってはいけない。声も、衣装も、最高のもので臨みたい。

　ドキドキと高鳴る胸の鼓動を抑えながら、私はメイドによって衣装を整えられていく。

　あの公爵が贈ってきたような下品なドレスではなくて、歌姫が着る綺麗なものを用意してもらえてほっとする。

　エンパイアラインに、ドレスの裾は長く床へレースが広がったとても綺麗なシルエットに、私は感動してしまう。貧乏子爵の娘では、このようなドレスを購入することもままならないのだから……。

　──なんだか、お姫様になったみたい。

　ドレスに着替えただけで、ふわふわした気持ちになる。加えて、あの公爵の指名もリシャルド殿下のおかげでなしになったのだ。

　キスをされたのはむかつくけれど──もっと、感謝をするべきだったのかもしれない。

「髪はハーフアップにいたしますね」

「お願いします」

　メイドが慣れた手つきで、私の髪をまとめていく。アンネにもらった髪飾りは位置を変えて、綺麗に髪を結ってくれた。同時にもう一人のメイドがほんのりと化粧を整えて、私の準備は完了だ。

「すごい……。ありがとうございます」

「とんでもございません。リシャルド殿下に、素敵な歌をお贈りくださいませ」

　そう言われ、私は最初に入った部屋へ案内をされる。

　少し厚手のレースのカーテンが窓に引かれ、室内は落ち着いた雰囲気に整えられていた。メイドが紅茶の準備をして、退室する。

「ああ、やっぱり可愛いね。シーラは普段からもっと着飾ればいいのに」

　にこにこと笑いながら褒めるリシャルド殿下に、なんと返事をしていいのか困ってしまう。

　もちろん、日頃からドレスを着られるならば嬉しいけれど、購入するお金がないのだ。それが顔に出てしまったのだろう。納得したような殿下の声が耳に入る。

「不ぶ躾しつけなことを言ってしまったね。今度、俺から何か贈ろう」

「え、えと……」

「今日の褒美だと思えばいい。さあ、シーラ。その可愛い声でうたって」

　さすがに、高級品を受け取るのもどうかと思うが、相手がリシャルド殿下だ。断るのも、不敬になってしまうかもしれない。

　素直にお礼を言い、可能な限り最高の歌を披露する。

　今の私に出来ることは、これくらいだ。

「では、うたわせていただきます」

　一礼をして、私はゆっくりと空気を体の中へ取り入れていく。

　メイドに楽師を呼びますかと問われたが、純粋に私の声だけを聴いて欲しかったので断った。なので、この部屋には私とリシャルド殿下の二人だけ。

　静かな雰囲気の中、私は音を奏でるために体を震わせる。

　アカペラは大好きなので、この城にいるどの歌手より綺麗にうたえる自信があった。

「ラ──────♪」

　私の得意な高音から、徐々に音を低くしていく。

　うたっているのは、勇敢な戦士に捧ぐ曲。

　この世界は日本と違い、争いがある。そのため、戦地へ送る曲などもあるのだ。女性の恋歌とは違い、男性に好まれる。

「……へぇ」

　私の歌を聴いているリシャルド殿下から、感嘆の声が漏れる。

　掴みはいい。これで気に入ってもらえれば、今後パトロンを探すのに有利だろう。

　サビの部分は、ゆったりとした低い音程で勝利を願う歌詞を紡ぐ。その後、ラストに向けて高音を広げていく。儚げな余韻を残して、私の歌は終了だ。

　一曲をうたいきり、再度礼をする。

　パチパチと、リシャルド殿下が私に拍手を送ってくれた。そういえば、あの貴族は拍手すらしなかったなと思い出して、さらにイラっとした。




「予想以上だよ、シーラ。この国にこんな綺麗な声の子がいたなんて、知らなかった」

「ありがとうございます、リシャルド殿下。私は昨日から宮廷音楽家の歌手になったばかりなんです」

　なので、リシャルド殿下が知らないのも無理はないのだ。

　おいでおいでと手招きをされて、私はどうしようかと焦る。殿下が座っているのは、二人掛けのソファだ。隣に座れと、言っているのだろうか？

　──まさかね。

　近くへ来いというだけだろう。たかが歌手を、隣に座らせるはずがない。

「はい」

　素直に近くへ行き跪ひざまずくと、違うよと笑われた。

「隣に座って、シーラ」

「ええと、さすがにそれは……。私のような者には、恐れ多いです」

　王子の隣に座れるような立場ではない。

　私は高貴な貴族令嬢でもなんでもない、貧乏子爵の娘なのだ。こうして直接会話が出来ただけでも奇跡かもしれないのに。

　どうしようと悩んでいると、シーラと、強く私の名前を呼ばれ──リシャルド殿下の綺麗な瞳が、私を捉えた。

「……っ！　し、失礼します」

「うん」

　私が隣へ座ると、花がほころんだような笑顔を向けられた。

　女性以上に整った綺麗な顔に微笑まれては、たまったものではない。

「すごく素敵な歌だったよ。聴かせてくれてありがとう」

「いいえ。私のような、音楽家になりたての者の歌を聴いてくださって、ありがとうございます」

　ドキドキしながら、リシャルド殿下へ返事をする。

　王族と会話をするなんて、今日が初めてだ。失礼にならないよう、慎重に言葉を選んでいく。

　──というか、なんで私の髪を触るの？

　リシャルド殿下は、楽しそうに綺麗な指で私の髪をくるくると絡めている。

　正直止めて欲しいのだけれども、そんなことを言えるはずもなく。

「シーラの髪は指通りがよくて、ずっと触っていたいくらいだね」

「っ！　あ、ありがとうございます……」

　優しく微笑まれて、思わず顔を逸らしてしまう。

　そんな恥ずかしいことを、呼吸するかのように言わないでほしい。どうすればいいのかわからないし、赤くなった顔を元に戻す方法だって私は知らない。

「可愛い。……あまり、男には慣れてないんだ？」

「し、しがない歌手ですから……」

　リシャルド殿下の指が私の頬をすべる。これはよくない兆候だと思うのだけれど、逃げ場がない。

「あ、あの、殿下！」

「──うん？」

　私の呼びかけに返事をしてくれるけれど、聞いているわけではないのか、その指が止まることはない。

　くいっと顎あごを持ち上げられて、ちゅっと口づけられた。

「んっ！」

「シーラの唇、柔らかくて好き」

「や、……ふっ」

　すぐにやめてと声をあげようとしたが、リシャルド殿下の動きは素早かった。

　再び、その唇を私のそれに押し付けられた。優しく、何度もついばむようにされて、体が震えてしまう。

　リシャルド殿下の吐息が私の唇にかかり、くすぐったさに体が震える。

「ん。可愛い。もしかして……キス、初めて？」

「────っ！」

「当たりだ」

　くすくす笑いながら、リシャルド殿下は最後に私の唇をぺろりと舐める。

　ぞくりとした感覚が体に走って、びくっと跳ねてしまう。

「君みたいな子がいるなんてね。ごめんごめん、もうしないから」

「うう、いきなりこんな、酷いです……っ！」

　本当ならば、殴ってやりたい。

　けれど王子である彼にそんなことは出来ないし──それ以上に、私の体が震えて実行出来そうになかったのだ。

　もうしないと言われたのだから、早く部屋に戻りたい。

　が、私はリシャルド殿下の告げた言葉に驚き、目を見開くことになる。

「シーラ。俺の歌姫になってよ」

　有無を言わさないリシャルド殿下の笑顔が、そこにあった。

　王族であるリシャルド殿下の専属になることが出来れば、確かに権力もお金も手に入れることが出来ることは間違いない。願ったり叶ったりだ。

　──でも。

　この殿下、超絶チャラい！　私をいやらしい公爵から助けてくれたことには、大変感謝しているし嬉しかった。でも、その代わりにファーストキスを奪われたのだ……。

　自分の体を差し出すことは望んでいないし、アンネだってその事実を知ったら傷つくに決まっている。だから、私は気付けば首を横に振っていた。

「俺の歌姫は、嫌？」

「あ……っ」

　リシャルド殿下が低い声で、私に甘く囁く。

「まさか、断られるとは思ってもみなかったよ。何が嫌だった？　もしかして、シーラのファーストキスをもらっちゃったから？」

「わ、わ、私は……っ、歌だけをちゃんと聴いてくれる人がいいんです！」

「…………なるほどね」

　くすくす笑いながら、リシャルド殿下は残念と呟く。

「でも、シーラのことは気に入っちゃったからなぁ」

「っ!?」

　まさか、そんなことを告げられるとは思ってもみなかった。どうしようとぐるぐる思考が回るけれど、いい案はまったくもって浮かんでこない。

　私に触れそうなリシャルド殿下の腕を振り払って、私は勢いよくその場を後にする。




　後ろでくすりと笑うリシャルド殿下の、「可愛い」という言葉を耳にしながら──。





♪　♪　♪






　ベッドの上でゴロゴロしながら、今後の生活はどうなってしまうのかと不安に駆られる。もちろん、王族であるリシャルド殿下の歌姫になるのが一番いいということはわかっている。

　でも、それはやはり嫌なのだ。

　初対面で簡単にキスをされてしまったのだ。次に会ったら何をされるかわかったものではない。




「というか、逃げるように帰ってきちゃったけど大丈夫かな……」

　もしかしたら、不敬だと言われ処罰されてしまうのではという考えが頭をよぎる。いや、まさかね。それに、あんなにいっぱいキスをしてきたリシャルド殿下が悪い。

　噂通りのチャラさだったけれど、自分がその被害に遭うとは思わなかった。しかも、専属歌姫にならないかとまで言われてしまった。

　それはもちろん、光栄なことなんだけど──。

　専属という言葉が、私の中をくるくると回って……どうすればいいのか、わからない。

　既に深夜だというのに、リシャルド殿下のせいでまったく眠気がこない。

　──でも。

「あんな女ったらしで、平気でキスをしてくる王子の専属になんてなりたくない！」

　そう、これに尽きる。

　私はもっと純粋に、歌だけを求めてくれる人がいい。我がままを言える状況ではないかもしれないけれど、自分の体だって大切なのだから。

　うぅ。

　ファーストキスどころか、二回以上されてしまった……。

「しかも、唇を舐められた……！」

　舌を入れられなかったのは幸いだったかもしれないけれど、私にとっては十分刺激的なキスだった。

　思い出しただけで、体が震えてしまう。顔が赤くなって、熱を持つ。

　──恥ずかしい。

　リシャルド殿下の綺麗な瞳が、あのときは私だけを映していた。自分の唇にそっと触れてみると、鮮明に思い出してしまう。

　何度も優しく口づけて、私のことを気に入ったというリシャルド殿下。

「うぅぅ。やだ、恥ずかしい…………」

　体をぎゅっと抱きしめて、私は頭からシーツを被かぶって目をつぶる。

　大丈夫。きっと、次に目を開けば朝だから──。











♪　♪　♪






　リシャルド殿下の前で歌をうたってから数日が経ち、私の生活はすっかり日常を取り戻していた。

　同じ宮廷音楽家として働く人の仕事を手伝うこともある。彼らと仲よくなっておくと、演奏の際に歌手として呼んでもらえる可能性もあるのだ。




「シーラ、楽器の音合わせを手伝ってくれないか？」

「わかりました」

　なので、私は率先していろいろな人の手伝いをした。

　新人の私にうたう機会はあまりないけれど、仕事をしていればとりあえずお給金は入る。部屋も食事も無料で提供されているので、貯金は増え続ける。

　もちろん実家にも仕送りをしているので贅沢は出来ないけれど、今までと比べたらずっといい生活が出来ているのではないかと思う。

「頑張るなぁ、シーラは。次はマリエッテさんの手伝いだっけ？」

「そうですよ」

　楽器の弦を調整して、私はその音に声を合わせていく。この次は、マリエッテさんから呼ばれているのでその手伝いだ。

　……マリエッテさんは、最初に指名を持ってきた人だけれど、優しい人でちょこちょこ私を気にかけてくれているのだ。ここでの生活も長いので、よき先輩というポジションだろうか。

「──よし、これでいいだろう。ありがとうな、シーラ」

「どういたしまして」

　どうやら楽器の調整が終了したようで、私はお礼にとお菓子をもらった。




「そういえば、パトロンを探してるんだって？」

「はい。貴族との繋がりがなかなかなくて、難航してます」

「だろうなぁ。聞いたぞ、公爵の指名を蹴ったらしいじゃないか」

　いつの間にそんな話が広がっていたのか！

　そもそも、蹴ったというか、リシャルド殿下が追い払ったと言った方が正しいけれど。

「まぁ、音楽家がここで地位を獲得していくのは難しいからな」

「それはそうですけど……」

「ほかにくらべれば、もともとの地位が高いっていうのもあるけどな」

　──そう。

　宮廷音楽家というだけで、通常の音楽家より断然箔がつくのだ。だから、宮廷音楽家になるというハードルを越えると、その先は一気にぐんと壁が高くなる。

「難しいですけど、頑張ります」

「ああ。シーラの歌は俺も好きだからな、また頼むよ」

「ぜひ」

　楽師の彼と別れて、私はマリエッテさんのところへ向かう。

　手伝いの内容は聞いていないけれど、声の調整や発声練習──もしかしたら、ストレッチかもしれない。そんなことを考えて、マリエッテさんの自室へと向かった。




　軽くノックをすると、すぐに中からどうぞと返事がする。

「マリエッテさん、遅くなりました。何かお手伝いですか？」

「ありがとう、シーラ。ちょっとお茶に付き合ってもらおうと思っただけなの。どうぞ」

　私よりも広い部屋で、心の中でおぉ～！　と声をあげてしまう。人気の歌手や楽師になると、部屋も優遇してもらえるようだ。

　お給料もアップするかな？　なんて、ちらりとよぎる。貴族社会、お金は大事ですからね。我が家には最低限しかないので、あるにこしたことはない。

「これ、街で人気のケーキなのよ。私のパトロンがくれたから、一緒に食べましょう」

「わ、美味しそうです！」

　温かい紅茶と、ケーキがテーブルに置かれていた。

　ふかふかのソファへ腰掛ける。しかし気になるのは、マリエッテさんの言ったパトロンという言葉。王族の歌姫ではないものの、彼女はかなり人気のある歌手なのだ。

　正直羨ましいので、パトロンをゲットする秘策を何か聞きたいところ。いや、せっかくお茶に誘ってもらったのだ。いっそストレートに聞いてしまおうではないか。

「ち、ちなみに……」

「うん？」

「パトロンって、どうやったらなってもらえるんですか!?」

　若干食い気味に聞けば、マリエッテさんに笑われてしまう。

「ふふ、シーラはパトロンが欲しいのね。──なら、あの指名を蹴ったりしなければよかったのに」

「あ、あれは……。だって、歌が目的じゃなかったですもん」

「まぁ、そうだけれど。そうでもしないと、いきなりパトロンを──っていうのは難しいわね」

　そう言って、マリエッテさんは私に説明をしてくれた。




　まず、パトロンになるためにはお金が必要になる。

　そのため、若い人はよほどのことがないかぎりパトロンになったりはしないそうだ。悪く言って中高年の──お金を持っている層が、若い子と遊ぶために支援することも多いという。

　若い素敵な貴族は、自由に出来るお金が少なくあまりパトロンにはならない。

　あの公爵のような太った中高年貴族は、お金に余裕があるのでパトロンになって女の子と遊ぶ。

　なるほどこれは最悪なシステムだ。




「でも、シーラはリシャルド殿下に気に入られたのでしょう？　なら、パトロンよりも殿下の歌姫になった方がいいじゃない」

「ええっ！　だって、リシャルド殿下は女遊びも激しいって言いますし……」

「あなた、思っていたけれど……意外に繊細なのね」

　一言余計ですよ、マリエッテさん……。

　紅茶を飲んで、それならばと口を開く。

「今度、王族が主催する夜会があるのよ。歌姫以外もうたうから、そこで選ばれるとたくさんの貴族に注目されるの──」

「パトロンになってくれる人がいるかも、ってことですか？」

「ええ」

　なるほど。

　どうしても食い気味な私の返答に、マリエッテさんは苦笑する。が、仕方がない。私だって、アンネの婚約までに大勢のパトロンをゲットしないといけないのだから。

　でも、王族主催の夜会なのに、私のような新人が歌を歌わせてもらえる可能性があるのだろうか？　私が悩んでいたことが顔に出たのか、マリエッテさんはくすりと笑う。

「大丈夫よ。歌手全員の中から選抜するから、シーラも候補にあがっているはずよ」

「そうなんですか。よかった！」

「こういったことはあまりないから、チャンスね」

　通常であれば、歌手の指定を王族側がしてくることも多いそうだ。それか、人気のある者を──と言われてしまえば、歌の上手さよりも人の人気で選ぶことになってしまう。

　なので、今回のように指定がないというのは大変にラッキーなことなのだ。

「でも、厳しいと思うのよねぇ」

「え──」

　ぽつりと零れるマリエッテさんの声に、私はドキリとする。

「だって、シーラはリシャルド殿下のお気に入りっていう噂があるもの。そう簡単に、パトロンになりたいっていう貴族はいないわよ」

「そんなぁ……」

　ショックだ。

　ファーストキスを奪われただけでなく、パトロンという可能性までリシャルド殿下に奪われてしまう。それだけは、断固として回避しなければ。

「私、絶対夜会でうたってみせます！」

　ぐっと拳を握りしめて、私はマリエッテさんにそう告げた。





♪　♪　♪






「夜会で歌をうたいましょ～♪」

　私はルンルン気分で、定位置になった中庭で歌の練習をしていた。とはいえ、その場のノリでリズムに乗っているだけだけど……。

　夜会で歌をうたうためには、試験で選ばれなければいけないのだ。つまり、毎日練習あるのみ！　という、まぁ、ある意味いつも通りの生活だけれども……。

　そんなわけで私はここ数日、朝から晩まで選抜試験に向けた歌の練習をしている。




「でもでも、アンネのために頑張るんだ。まずは、夜会に──」

「楽しそうだね、シーラ」

「っ！」

　気合いを入れていると、くすくすと笑う声が私の耳に届く。

　くるりと体を反転させて渡り廊下を見ると、リシャルド殿下と女性の姿があった。思わずびくっと体が跳ねてしまうけれど、私は急いで礼をする。

「リシャルド様、あの歌手は誰ですの？」

「可愛いでしょう？　俺のお気に入りの歌手なんだ」

　着飾った女性は、派手なドレスを着てリシャルド殿下の腕に纏まとわりついていた。貴族の令嬢だろうということがわかるけれど、今の私はそんなことを気にしている余裕はない。

　前回は、助けてもらいはしたけれど──キスをされて、逃げるように帰ってしまった。怒られたとしても、私には何も言えない。

「そんなに緊張しなくていいのに」

　どうやら、私がふるふると震えていることに気付いたのだろう。渡り廊下から中庭へと出て、すぐ私の前までやってきた。

「あんっ、リシャルド様！　今はわたくしとお茶をしてくださる約束でしょう？」

「……」

　うわぁ、胸でかっ！　と、令嬢をちらりと見て正直な感想がもれてしまう。むっとした顔を見せていて、間違いなくリシャルド殿下が私へ話しかけたことが気に食わないのだ。

　私だって、可能ならばそっとしておいてほしかったよ。……キスしてきたくせに、女の人を昼間から連れ歩いているなんて──やっぱり、噂通りのチャラい王子だ。

「ああ──お茶、かぁ」

　リシャルド殿下が、さりげなく令嬢の腕をほどきながら私の髪へ触れる。令嬢が睨にらむような視線を私に向けてきて、思わず後ずさる──のだが、それをゆるしてくれる殿下ではない。

「ごめんねぇ、リリア。今はシーラの歌を聴きたい気分だから、お茶はなし」

「……っ！」

　謝ってはいるはずなのに、にこにこと笑っているリシャルド殿下は、自分が悪いとはまったくもって思っていないだろうということがわかる。

　バイバイと手を振って、連れ歩いていた令嬢をいとも簡単に突き放す。まさか令嬢より私を選ぶなんてと思いつつも、歌を聴きたいと言われてしまえば歌手の私に反論することは出来ない。

　ぎりっと唇を噛みしめ、リリアと呼ばれた令嬢は涙目になりつつもこの場を立ち去った。

　──リシャルド殿下って、女性には優しいのかと思っていたけど……そうでもないのかな？

　もちろん、扱いには慣れているけれど。来る者拒まず去る者追わず、というスタイルなのかもしれない。それならば、来る者でもない私はそっとしておいてほしいのに。

「ごめんね、リリアのせいで不快な思いをしちゃったでしょう？」

　そう言って、リシャルド殿下の指がそっと私の頬へ触れる。思わずびくりと体を揺らすと、殿下は楽しそうに笑いながら頬から髪へと触れる部分を戻す。

「い、いいえ。そのようなことは、ございません」

　むしろ、私が貴族令嬢を不快にさせてしまったと言った方がしっくりくるのではないだろうか。もちろんその元凶はリシャルド殿下ではあるのだけれど……。

　お茶の約束はよかったのかといいたいけれど、私が図々しくそのようなことを聞くわけにもいかない。振られてしまった令嬢には申し訳ないけれど、私はこのまま話を進めることにした。

　ちらりと、私の髪に触れているリシャルド殿下を見る。

「あ、あの……」

「うん？」

「……助けていただいたのに、私、無礼をしてしまって。申し訳ございません」

　本来ならば、謝りたくないけれど!!　さすがに、王族に対して逃げ帰るということをしてはいけなかった。実は怒られるかも……と、少しビクビクしながら過ごしていたのだ。

　リシャルド殿下は、何も言わない。

　私は頭を下げた状態で、どんなことを言われるのかと嫌な汗が伝う。リシャルド殿下はチャラいけれど、優しい人だということは知っている。

　どうかご寛大な処置を！　なんて思っていたのだけれど、返ってきたのは殿下の笑い声。

「ああ、ごめん、ごめんね？　でも、震えながら謝るシーラは小動物みたいで可愛いね」

「なっ！　うぅ……」

　人がこんなに気にしていたというのに、リシャルド殿下はまったく気にしていなかったのか!!

　若干イラっとしてしまうけれど、仕方がない。この人は王族であるけれど、チャラいという代名詞が付いているのだ。

　中庭にある噴水前のベンチに腰掛けたが、しかしリシャルド殿下はまだ笑っている。私も手を引かれて隣に座らされた。

「……笑いすぎです」

「うん。シーラも気にしてたんだね。俺こそ、ごめんね？」

「い、いえ。殿下が謝られるようなことではありませんから……」

　本当はファーストキスを奪ってごめんなさいと土下座をしてもらってもいいレベルだけど、自分が仕える王族にそのようなことは言えない。

　というか、王族がそう簡単に謝っては駄目でしょう。そういう面を考えても、リシャルド殿下はゆるいなぁと思ってしまう。

「ふぅん？」

「な、なにか……」

　含みを持った笑みを見せる殿下は、しかし「何も」と首を振る。

　うぅぅ。もしかして私、何か墓穴を掘ってしまったのではないだろうか。不安になりつつも、余計なことは言わないようにこの場から立ち去りたい。

　──なのに。

　どうしてリシャルド殿下はベンチに座ってしまったのか。これ絶対に帰ろうとしてないよね？

「シーラは、いつもここで歌の練習をしてるんだね。どちらかというと、室内でっていう人が多いのかと思っていたよ」

「そうですね……。室内を好む人の方が、多いです」

　宮廷音楽家は、私以外がみんな平民だ。人目につく場所で練習をしたりして、変な貴族にいちゃもんをつけられたりするのを怖れているようだ。

　私にしてみれば、聴いてもらえたらラッキーという考えだけれども。

　後は純粋に、音の関係だ。外だと、室内の壁のようにさえぎるものがないので声が小さく聞こえがちだ。それを嫌がるというのが正直大半だろう。

「なるほどね。まぁ、それで中庭が空いていてシーラが練習出来るのならいいね。俺が暇なときに遊びに来たり出来るし」

「え……っ」

「ん？　まさか駄目なんて、言わないよね？」

　思わず声をあげると、すぐさま緑色の綺麗な瞳が私を捉える。

　もちろん、王族であるリシャルド殿下に駄目だと言えるはずがない。私は静かに頷いて、肯定の言葉を返すしかなかった。




「さてと……シーラ」

「はい？」

「歌、聴かせてくれるでしょ？」

　──あ、そうか。

　殿下は令嬢に、私の歌を聴きたいと伝えていた。つまりここで私の歌を聴いて帰るまでが一連の流れになっているのだろう。

　私は素直に頷いて、どんな歌をどこでうたえばいいのか尋ねる。けれど、リシャルド殿下はゆっくりと首を振った。

「シーラが練習してるところを見たいな」

「え？　ですが、それはさすがに……」

「いいから。ね？」

　王族に歌を披露するために練習しているのに、練習しているところを見せても仕方がないのではというか、本末転倒ではないだろうか。そう思うけれど、殿下に見つめられるとノーと言うことが出来なくなってしまう。

　大きく深呼吸をし、私はベンチに座るリシャルド殿下の前に立つ。座りながら練習をすることなんて、ないからね。

　私が旋律を奏で始めると、殿下の瞳が大きく開かれる。おそらく、聴いたことのない歌なので驚いているのだろうなとあたりをつける。

　選曲したのは、私が大好きだった日本の歌だ。ポップな曲調と歌詞はこの世界に存在しないので、意外性の面では抜群だろう。ただ、受け入れてもらえるかはわからないけれど……。

　──でも、好きな曲だったから気に入ってもらえると嬉しいな。

　うたい終わり、私は礼をする。どうだったかなぁとリシャルド殿下を見ると、太陽のような笑顔で拍手をしてくれた。

「すごいね、シーラ。その歌は初めて聴いたけど、とても楽しくていいね」

「ありがとうございます！」

　気に入ってもらうことが出来たようで、一安心だ。また聴かせてもらいたいなと言ってくれる殿下に、嬉しくなって笑う。

「おいでおいで」

「っ！　い、いえ!!　私は、まだまだ練習をしなければいけませんので……」

　ちょんと自分の隣を指さすリシャルド殿下に、すかさず首を横に振る。先ほどは大丈夫だったけれど、うたい終わった今、座ってしまえば何をされるかわかったものではない。

　警戒するように見ると、「小動物だねぇ」と笑われる。

「可愛い、シーラ。俺のことを警戒する子なんて、シーラくらいだよ」

　──それはそうでしょうとも！

　と、声を大にして言いたいが、言うわけにもいかない。ぐぬぬぬとしていると、殿下はやっぱり小動物だと言う。そんなに動物っぽいのかと思いつつも、リシャルド殿下は間違いなく狼だなということを考えると──狙われているらしい私は、確かに小動物ポジションなのだろう……。







　あの日以降、私が中庭で歌の練習をしているとリシャルド殿下がちょこちょこ遊びにやってくるようになった。

　仕事は忙しくないのだろうかと突っ込みたかったけれど、時折やってくる疲れ果てた殿下の側近を見て私はすべてを悟った。

　絶対、仕事を押し付けている駄目な上司だ──!!　と。

　だというのに、リシャルド殿下はそれを気にすることなく私に声をかける。

「またシーラの歌が聴きたいから、俺の部屋に来てよ」

「…………キス、しませんか？」

「しちゃうかな」

「っ!!」

　私が警戒するように問いかけているのに、さらりと返ってくるのは否定の言葉だ。

　ま、まぁ、普通は部屋に来させることを考えて「しない」と言うところだけど、リシャルド殿下は正直に言ってくれているのだと──ポジティブに考えるしかない。

「だって、キスするとシーラは可愛いからね。ほら、いつまでも立ってないで隣においでよ」

「私のようなしがない歌手が、リシャルド殿下の隣に座るわけにはいきません」

　すでにリシャルド殿下の定位置となった、噴水前のベンチ。そこに私も座れと言ってくるが、座ったら最後、何をされるかわかったものではない。

　不敬になってしまうからという理由をつけて、隣に座るということはなんとか回避している。

「つれないなぁ」

　くつくつと笑って、リシャルド殿下は立ち上がる。おそらくそろそろ仕事に戻るのだろうなと思っていると、すぐに側近が呼びに来た。

「シーラにも構ってもらえないし、たまには仕事をしようかな」

「私、そのようなつもりでは……」

「わかってるよ。ごめんね、少し──意地悪だったかな？」

「────んっ！」

　去り際に、リシャルド殿下が私の耳元で低く囁ささやいた。ぞくりとしたものを感じて、慌てて殿下から距離を取る。

　お願いだから、そういうことをしないでください！　慣れていないので、私はすぐに顔が赤くなってしまうのだ。うぅ、恥ずかしい……。

「だって、可愛いからね。それじゃぁまたね、シーラ」

「はい……」

　きっとまた練習してるとやってくるのだろうなと思いながら、リシャルド殿下を見送った。





♪　♪　♪






　パトロン探しに難航しつつ、夜会で歌をうたうために日々猛特訓中のある日──妹のアンネが、私を訪ねて登城してきた。

　いったいどうしたのだろうと首を傾げて、定位置の中庭にあるベンチで話を聞くことにした。

　私の部屋だと二人はちょっとせまい。でも、ここならばそんなに人も来ないからゆっくり出来るだろう。

　キラキラ光る噴水の水がとても綺麗で、整えられた花壇の花をアンネが楽しそうに見ている。




「シーラお姉様」

「久しぶりね、アンネ。元気だった？」

「はい。……でも」

「……？」

　しょんぼりと、俯うつむいてしまうアンネを見てどうしたのかと心配になる。体調不良は特にないようだし、何か困ったトラブルでも起きたのだろうか。

　ゆっくりでいいから話してほしいと伝えると、ぽつりぽつりとアンネが口を開く。

「……クルッテオ伯爵と、遠出をすることになったんです。郊外の花畑に」

「え──？」

　アンネの言葉に、私は大きく目を見開いた。

　遠出ということは、俗に言うデートではないか。しかも距離があるので、帰りが遅くなるのは容易に想像することが出来る。

　婚約をするのはまだ先の予定だというのに、何を考えているのだあのロリコン親父は！　伯爵という高貴な身分を盾にして、未成年のアンネを誘うとは許せない。

　観劇ならば人の目も多いから、まだいい。しかし、郊外の花畑とは──なんてクルッテオ伯爵にとって都合のいい場所なのか。間違いなく可愛いアンネを狙っているに違いない。

　優しくアンネの背中を撫でて、落ち着かせる。

　大きな瞳は潤んでいて、泣くほど伯爵とのデートに行きたくないという思いが見てとれた。

　わかる、わかるよ。

　あんなデブい親父とデートなんて、嫌に決まっている。

「──というか、許可を出すお父様も酷いわね。もちろん、伯爵が相手だから断れなかったんでしょうけど」

「お父様も最初は断ってくれていたんです。でも、最近では毎日のようにデートのお誘いがきてしまって……」

「なるほど……」

　さすがに、伯爵から何度も誘われてしまっては断れないだろう。貧乏子爵家にはひどく辛い現実だけれども。

　下手に断れば、うちのような貧乏貴族などあっけなく潰されてしまう。さすがにそうなるわけにはいかないから、両親もしぶしぶ許可を出したのだろう。

「それで、デートはいつなの？」

　可能であれば、アンネのデートを回避したい。

　まだパトロンという後ろ盾はないけれど、デートまで日にちがあれば覆せるかもしれない。そう思ったのだけれど──現実は、まったくもって甘くはなかった。

「……明後日、です」

「それはまた……唐突、ね」

「はい。お返事をしたのは、昨日です」

「はやっ！」

　思わず素で返事をしてしまった。

　まさかそんなに素早い行動を取られているとは思わなかった。幼い頃からの婚約者ではないのだから、一ヶ月後くらいのお誘いが妥当ではないのだろうか。

　──まぁ、かなり下に見られているんでしょうけど。

　そのやり方がとてつもなく気に入らない。

「明後日、かぁ……」

　それだと、パトロンを作ってデートを取り下げてもらうなんてことは夢物語。不可能だ。可愛い妹だから、助けてあげたい。でも、今の私にその力はないのだ。

　……悔しい。

　宮廷音楽家になって、パトロンをゲットして、ロリコン親父からアンネを守ろうと思ったのに、まったくもって上手くいっていない。

　ぎりっと奥歯を噛み締めれば、アンネが困ったように「お姉様」と私を呼んだ。

「わたくしは大丈夫です、お姉様……。ごめんなさい、お姉様を困らせたいわけではなかったのに」

「わかっているわ、アンネ。でも、どうにかして遠出を止めたい」

「お姉様……」

「もう少し考えてみるから、アンネは待っていて？」

　私がそう言うと、アンネはこくりと頷いた。

　でも、どうすれば。

　必死に思考を巡らせるが、いい案は生まれない。

　そう思ったとき、ふいに背後から声が聞こえた。




「俺が助けてあげようか？」




「──っ！」

　私の耳元で、甘く囁くような声。

「リ、リシャルド殿下！」

「うん。シーラの姿が見えたからね。こっちは、妹さんかな？」

　にこにこと笑いながら、私達の前にリシャルド殿下が立つ。いったいいつの間に近くにきたのか、いきなりすぎて心臓がいくつあっても足りない。

　しかしそれ以上に慌てているのは、アンネだ。すぐさま立ち上がり、ぷるぷる震えながら挨拶をする。

　普段、ほかの貴族と関わることもあまりない。そのため、挨拶もし慣れてはいないのだ。

「そんなに緊張しないでいいよ。私はリシャルド、よろしくね」

「はは、は、はいっ！　アンネ・フィーレンスです。お会い出来たこと、光栄に存じます」

　リシャルド殿下は、王族とは思えないくらいにゆるいというか、フレンドリーだ。

　緊張しているアンネにも、優しく声をかけてくれる。

「──というか、助けるって」

「デートに行かせたくないんでしょ？　俺だったら、クルッテオ伯爵を止めることが出来るよ」

「……！」

　いとも簡単に言ってくれる。

　頼みたい、とてつもなくお願いしたい！　それはもう全力でお願いをしたい!!　しかし、私はリシャルド殿下の歌姫になっていない。

「で、ですが……私は、何も殿下に返せるものがないです」

「ああ、そんなこと。別に、対価なんていらないよ。可愛い女の子が困ってるんだから、助けてあげるのは当たり前でしょう？」

　まさか、何も必要ないと言われるなんて。

　絶対に何か要求があると思っていたのに！　チャラいリシャルド殿下のことだから、体を要求するくらいするんじゃないかと思っていたのに……。

　逆に怖いと思いつつも、今はリシャルド殿下しか頼れる人もいないのだ。

　──お願い、しちゃっていいのかな？

　不安げにリシャルド殿下を見ると、優しく微笑まれた。その顔が大丈夫だよと、そう告げているような気がした。

「ありがとうございます、リシャルド殿下。ほら、アンネもお礼を……」

「ありがとうございます」

「うん。女の子は、可愛く笑っているのが一番だからね」

　相変わらず言うことはチャラいけれど、優しい。何度もお礼を伝えると、「大丈夫だよ」と笑われてしまった。

「せっかく妹さんが来てくれたんだから、お茶でもしてゆっくりすればいい。ほら、おいで」

「え……？」

「は、はい……っ」

　急な申し出に、私は首を傾げるが──緊張マックスのアンネは反射的に返事をしてしまっていた。それもまた可愛らしいのだけれど、リシャルド殿下の善意はどうも疑ってかかってしまう。




　リシャルド殿下にエスコートをされ、私たちはバラが咲き誇る綺麗な庭園へとやってきた。

　いつもいる中庭とは比べ物にならない数の花は、圧巻の一言に尽きる。ピンクと黄色の二種類をメインに使った、暖色系の可愛らしい庭園。

　テーブルには紅茶と、美味しそうなケーキやクッキーなどが並べられていた。その三席は、間違いなくリシャルド殿下と私とアンネの席なのだけれど……。

「お姉様、殿下とお茶会だなんてわたくしにはハードルが高すぎます……！」

「私だって、同じだよ……！」

　むしろ、こんなにきちんとセッティングをされたお茶会は初めてだ。我が家では行わないし、メイドだっていないのだから。

　リシャルド殿下に聞こえないようにアンネとこそこそ話すけれど、話したところでどうにもならないことは知っている。

　王族であるリシャルド殿下に誘われたお茶を、拒否出来るはずがないのだ。

「どうしたの、シーラ。ほら、席に着いて？」

「あ、ありがとうございます……」

　殿下自らに椅子を引かれて、座らないという選択肢は砕け散った。横を見ると、アンネもメイドに椅子を引かれて座っているところだった。

　姉妹揃って部屋に連れ込まれてしまったらどうしようと思っていたけれど──どうやら、その心配は杞憂だったようでほっとする。

　庭園とはいえ、ここは屋外だし、複数のメイドが控えている。

　……そうだよね。普通はこう、だよね。

　よくよく思い返せば、リシャルド殿下に歌を披露したときは、メイドを全員下げられていた。あの二人だけの空間は、意図して作られたものだったんだ……！

　それを理解すると、一気に体温が上がるのを感じた。メイドがいない時点で、私はもう少し警戒しないといけなかったのだ。失敗した……!!

「シーラお姉様……」

「え……？」

「いいえ。リシャルド殿下と仲よくされていたので、驚いてしまったんです」

　きょとんとこちらを見たあと、しかしアンネはとても嬉しそうに微笑んだ。……別に、仲がいいというわけではないのだけれど！　決して!!

　リシャルド殿下はチャラいので、女性に対してはいつもこんな感じなのだ。だから別に私と仲がいいといわけではなく、標準対応なのだろうと思う。

　なのに、殿下は「そうなんだよ」と笑顔で肯定する。

「俺はもっと仲よくしたいんだけどね、シーラが委縮しちゃって」

「まぁ……」

「っ！　リシャルド殿下……っ!!」

　私が声をあげると、殿下とアンネが顔を見合わせてくすりと笑う。

　えっえっ、どうしてこの二人は意気投合しているのだろうか。アンネが「お姉様は大変なんです」と言えば、リシャルド殿下は「知っています」と返す。

「な、なんですか二人して……！　まったく意味がわかりません」

　そもそも、私のような貧乏子爵家の娘が殿下となんて──基本的にありえないのだ。宮廷音楽家という仕事についたから、こうして話すことが出来たくらいなのに。

「シーラお姉様は、優しくて可愛いっていう話です」

「うん、そうだね」

　いったいどういうことなのか……！　まったくわからずに首を傾げると、そういうところが可愛いのだとリシャルド殿下が言う。

「ほら、ケーキも食べて。もうすぐ夜会でうたう歌手の選抜があるんだろう？　俺はシーラがうたうところを楽しみにしてるんだから。期待して──いいんだよね？」

「も、もちろんですっ！」

　夜会でうたう権利に関しては、誰かに譲るつもりはない。正直に言って、この世界の歌手に負けることはないと思っている。それほどまでに、この世界の歌は単調だ。

　まだ宮廷音楽家になって間もないから、私の歌を知る人は少ないけれど。少しずつ、私の不思議な歌は噂になっているのだとマリエッテさんが言っていた。

　──まぁ、別に不思議ではないんだけどね。音程やリズムがまったく違うから、不思議に思われているのかもしれない。

「お姉様、夜会でうたうのですか？　素敵です！」

「明日、選抜試験があるの。まだうたえると決まったわけじゃないけど、頑張るね」

　私がそう告げると、アンネは途端に顔を曇らせた。どうしたのだろうと心配すると、すぐにそれが自分のせいだということに気付く。

「大丈夫よ、練習もしっかりしたから、今日はお休みしてゆっくりしていようと思ったの」

「本当ですか……？　わたくし、お姉様の邪魔はしたくないです。もし何かあれば、遠慮せずに言ってくださいね？　わたくし、お姉様のファン第一号ですから、応援しています！」

　やっぱり、私が明日選抜試験と言ってしまったことを気にしたようだ。

　アンネに応援されては、頑張らないわけにはいかない。

　本当なら、期待しているアンネにも夜会で聴いてもらいたいけれど、我が家は王宮で開催される夜会に来られるような余裕はない。馬車もドレスも、十分なものを用意出来ないからね……。

　今後はこんなことがないように、私が歌で稼げばいいのだ。ふふ、アンネは可愛いからドレスを着て夜会に出ればモテモテに違いないね。

　そうすれば、もしかしたらクルッテオ伯爵以上の身分の方と恋愛して──という可能性だって、あるかもしれない。例えば公爵家の子息を射止めれば、クルッテオ伯爵を排除してくれることは充分考えられる。

　やはりそのためには、お金と権力。同時進行で手に入れるのが効率的。やっぱり大勢のパトロンは必要不可欠だ。

「シーラ、何か悪いことでも考えてる？」

「お姉様……？」

　うっかり、にやりとしてしまっただろうか……。リシャルド殿下とアンネが私を見ている。

「ち、違います。ただ、夜会に出たらパトロンになってくれる人がいるんじゃないかと思って」

　まったくもって、悪いことではないのです。私が胸を張ってそう伝えると、リシャルド殿下はなるほどねと頷いた。

「ちまちまパトロンを探すよりも、俺の歌姫になっちゃえばいいのに。アンネ嬢だって、そう思わない？」

「え、えぇ……」

「妹を巻き込まないでくださいっ！」

　私はぎりっとリシャルド殿下を睨みつけるが、まったくその効果は得られない。にこにこと笑顔を崩さずに、紅茶に口をつける。

「だって、俺ならシーラの望みすべてを叶えてあげられるよ？　お得じゃない？」

　そんなお徳用のチョコレートみたいに、自分を売り込まないでくださいっ!!

　確かにお得だ。お金も権力も、最高峰なのだから。

　しかししかし、私はそれと引き換えに自分の体を差し出すということはしないと決めている。それに、将来リシャルド殿下と結婚するお姫様だって、愛人のような歌姫がいれば傷つくだろう。




　私は絶対に、そんな愛人のような関係は──嫌だから。





♪　♪　♪






　──翌日、私は気合いを入れるためにかけ声をして自分に活を入れる。

　何を隠そう、今日の午前中は夜会でうたうための選抜試験だ。うたえる歌手は数人いるけれど、特別に選ばれるとさらにソロパートを任せてもらえるのだ。

　気合いが入るのも仕方ない。

　しかも、課題曲は家でも練習をしていた令嬢たちに人気の恋歌だ。夜会には多くの令嬢が来るので、基本的に恋歌、もしくは楽器だけのクラシックな音楽が主流になっている。

　選抜会場は、宮廷音楽家の試験を行った部屋だ。

　いざ尋常に──勝負！




「歌手の選抜は、私が行います。すでに決まっている歌手もいるので、この中からは七人選びます。ソロパートは、参加する歌手の中から私が判断します」

　マリエッテさんの声が、選抜の開始を告げる。

　選抜を受けるために集まった歌手は、私を入れて十七人。この中から七人選ばれるのならば、倍率はそれほど高くないだろう。

　問題は、ソロパート。

　これは絶対にゲットしたい枠ではあるのだが、マリエッテさんが判断するのならばどうしようもない。もちろん私の歌を聴いてくれてはいるけれど、実績のある先輩が優先されたり、人間関係も少しは関わってくるだろうと思う。

「それじゃぁ、順番にうたってちょうだい」

　マリエッテさんの声が室内に響き、端にいる人から順番に歌をうたっていく。

　静かに、ドキドキする胸を押さえながらほかの人の歌を聴く。




　私が歌をアレンジしていたことに影響されて、もしかしたらうたい方に工夫をしてくる歌手がいるかもしれないと思っていたけれど──杞憂だったようだ。

　いつも通り、まったく抑揚のない歌声がそこにはあった。




　──私の歌を聴いても、何も影響を受けなかったのかな？

　もしそうであるならば、それはそれでショックなのだけれど……。マリエッテさんは絶賛してくれたから、このうたい方がいけないということはないはず。

　しばらくして、マリエッテさんが私の名前を呼ぶ。背筋を伸ばして、一歩前に出る。うたうのは、すっかり私に馴染んだ恋の歌。





〝消えてしまった小さな恋　けれど貴方はもっと大きな愛をくれた




私は好きな花と一緒に　新しいドレスに身を包む




夜より深い闇はもうなくて　暖かい希望が降り注ぐ〟






「──楽器の演奏がないのに、こんなにも綺麗だと感じるなんて……」

　私の歌を聴いたことがなかったのだろう。一人の歌手が、ぽつりと声を漏らす。





〝──何度も問いかけるのは　好きという気持ち




はやく　これが目覚めない夢だと私に教えて──♪〟






　私はうたい終え、一礼をする。

　わぁっとほかの歌手たちから、今までで一番大きな拍手をもらい、気持ちが高揚するのを止められない。

　私の願いは、今うたったこの歌と同じだ。

　親に無理やり婚約を決められてしまった令嬢が、夜会で恋に落ちて素敵な男性に求愛することを描いた歌。

　つまり、アンネのような令嬢が救われた恋歌だ。政略結婚の多い貴族の令嬢たちに、人気が出るのも頷ける。いつかこんな恋をしたいと……憧れる。

「相変わらず、シーラはいい声をしているわね」

「マリエッテさん……ありがとうございます」

　拍手に包まれる私の前へ、笑顔でやってくる。

　そしていつかの試験と同じように「合格」と、一言告げた。




　私のあとに三人がうたい、一人だけがその場で合格をしていた。残りの五人もすぐに名前が呼ばれ、夜会でうたうメンバーが決定した。

　後はソロパートだけど、どうだろうか……？　ドキドキしながら、マリエッテさんの言葉を待つ。

「ソロは、ここにいるメンバーから──リンカ、ネネ」

　確か、ソロパートを任せられるのは五人だけだったはずだ。マリエッテさんが名前を呼ぶと、選ばれた歌手の子は涙を流して喜んだ。

「最後の一人は──シーラ。頑張りなさい」

「っ！　ありがとうございます!!」

　私が──ソロパートに選ばれた。よかったと、安堵して胸を撫で下ろす。選ばれなかった子には申し訳ないけれど、私にだって夜会へ出席してパトロンをゲットするという目的があるのだ。

　ようし、これでパトロンをゲットだ！




　ルンルン気分で部屋に戻ると、アンネから手紙が届いていた。

「クルッテオ伯爵のことだ……。デートが無理になったという申し出が──おぉっ！」

　どうやら、クルッテオ伯爵から遠出が出来なくなったという連絡を受けたらしい。私が想像していた以上に、リシャルド殿下の仕事が早くて驚いた。

「よかった。アンネが郊外の花畑で傷物にされるのを防げた」

　リシャルド殿下にはアンネがお礼の手紙を出したとあるけれど、私からも直接お礼を伝えた方がいいよね。

　アンネの危機を救ってくれたのだから、感謝をしてもしきれない。

「でも、どうやったら殿下に会えるんだろう？」

　私室は王族専用区だから、私が行くことは出来ない。ただの歌手では、見張りの騎士に追い帰されてしまうだろうし……。

「中庭で偶然会えるのを待つとか？　でも、それもちょっと違うよね」

　お礼の気持ちを伝えたいのに、偶然会えるのを待つというのはよろしくないだろう。

　とりあえず、駄目もとで王族専用区まで行ってみよう。万が一、会えるという可能性があるかもしれない。




　着替えて、自室を後にする。

　長い廊下を歩き、王族専用区の入り口へ。すると案の定、見張りの騎士に止められる。

「ここから先は、専用区ですので立ち入りを禁止されています」

「ですよね……。リシャルド殿下にお礼を言いたくて来たんですけど、お取り次ぎはしていただけますか？」

「すみませんが、そういったことはしていません」

　やっぱり、無理かぁ。

　うぅ、難しい。

　どうしようかと思っていると、「シーラ？」と、名前を呼ばれた。

「え──？」

「こんなところにいるなんて、珍しい」

「リシャルド殿下！」

　なんていいタイミングだろうか。

　会えないと思っていた殿下が、向こうから来てくれた。ちょうど王族専用区の前でリシャルド殿下に会うことが出来て、安あん堵どする。

　向こうも私が訪ねてきたことに気付いたらしく、おいでおいでと手招きをされる。

　しかし先に、お礼をちゃんと伝えなければ。

　きちんと前を見て、私は頭を下げた。

「妹から連絡が来ました。ありがとうございます、リシャルド殿下」

「昨日のことかな？　……まぁ、お茶でもしよう」

　まったく気にした様子がなくて、殿下にとったら些さ細さいなことだったんだろうなと思う。王族にとってみれば、伯爵なんてちょちょいのちょいなのだろう。

　うう、貧乏子爵の我が家が悔しい。

「さ、こっちに」

「……はい」




　どうやら、先日うたったときの部屋でお茶をするらしい。……あそこは、キスをされたしいい思い出がないんだけどな。

　とはいえ、助けてもらった私が拒否をするわけにもいかない。そもそもリシャルド殿下は王族なので、断ったりは出来ないのだけれども。

　部屋までエスコートされ、ソファへと座らされる。

　すぐに、キスをされたソファだと思い出す。自然と顔が赤くなって、リシャルド殿下を見ていられなくなってしまう。俯くようにして視線を逸らすと、名前を呼ばれる。

「シーラ」

「は、はい……？」

「そんな可愛い反応されたら、期待しちゃうんだけど？」

「──っ！」

　耳元で囁くように告げられて、私の体は無意識にびくりと震える。

　だって、どうしても思い出してしまうのだ。そんなことを言われても、困ってしまう。ふるふると首を振ると、殿下は「可愛いんだから」と私から離れる。

　そっと視線で追いかけると、メイドから何かを受け取っているようだった。

「甘いお菓子は好き？」

　メイドが紅茶を用意する横で、リシャルド殿下は可愛らしいカップケーキを持ってきた。そのまま私の横に座り、持っているトレイを見せてくれる。

　ふわりとした生地と生クリーム。その上にはちょこんと果物が乗っていて、とても美味しそうだ。思わずこくこくと頷けば、くすりと笑われてしまった。

「シーラは本当、小動物みたいで可愛い」

　私の前にお皿を用意して、小さなカップケーキが何個か置かれる。苺に、さくらんぼに、葡萄。どれも美味しそうで、目が輝いてしまう。

「餌付けしてる気分になりそう」

「そ、そんなに食い意地は張ってないです……」

「それは残念。──ほら、シーラ。あーんして？」

　────っ!!

　リシャルド殿下がカップケーキを私の口元へと持ってくる。

　いやいやいや。そもそもスプーンやフォークが用意されてるのに、どうして丸かじりスタイルで食べさせようとするんですか！

　実に楽しそうな笑みを浮かべるリシャルド殿下に、私は少し後ずさる。

「じ、自分で食べられます」

　のーせんきうなのです！

「俺が食べさせたい──じゃ、駄目？」

「駄目です！」

　リシャルド殿下の問いに、即座に叫んでしまった。

　が、気付いたときには口から言葉が発せられていたのだから仕方がない。止めようがなかったのだ。

　私の否定を聞いた殿下はきょとんと目を見開いて、次の瞬間笑い始めた。

「……っはは、俺にそんなことを言ったのはシーラが初めてだよ」

「も、申し訳ございません……」

「──いいよ、気にしてないから」

　くつくつと笑って、リシャルド殿下はカップケーキをお皿へと戻した。どうやら食べさせることは諦めてくれたようだ。

　ほっと一安心して、私は自分でカップケーキをいただいた。

「美味しい……」

「よかった。たくさんあるから、好きなだけ食べればいい」

「それだと、太ってしまいます」

　殿下の言葉に苦笑しながら、私は美味しいケーキを食べて幸せな気持ちになる。




　──なんだかんだで、いつもリシャルド殿下に助けてもらってる。

　指名してきた公爵を撃退してくれた。

　アンネと伯爵のデートをご破算にしてくれた。

　今も、美味しいカップケーキをご馳走になってるし……。

　私からも何かお礼をしたい。

　けれど、貧乏令嬢で宮廷音楽家の私には、殿下にお礼出来るようなものが何もない。歌はもともと王族の方に聴いてもらうのが仕事だ。お礼にはならないだろう。

　私が悩んでいると、リシャルド殿下の指が私の髪に触れた。

「どうしたの、シーラ」

「……私、殿下に何度も助けていただいたのに……お礼出来るようなものがなくて」

「ああ、そんなこと。別に必要ないから、気にしなくていいよ」

「ですが……」

　さらりと、何も必要ないと言われてしまう。

　リシャルド殿下は望めば何でも手に入れられるだろうから、必要はないのかもしれない。──が、私の気持ちが済まないのだ。

「シーラはいい子だねぇ」

　リシャルド殿下が私の頭をよしよしと撫でた。

　別に普通の考えだと思うのだけれど、そうではないのが王子という職業か。殿下の周りにいる女性は、甘えてプレゼントをもらう人ばかりなのだろうなと考える。

　──そう考えると、ちょっと可哀想だなとも思う。

　私は、与え、与えられるような対等の関係になりたい。

　まぁ、それは将来結婚することが出来たらの話であって、リシャルド殿下ではないのだけれども。

「別に、普通です。ですが、私ではリシャルド殿下に満足するものを贈れないです……」

　私が買えるものならば、殿下はもっといい代物を買うことだって出来るのだ。自分に贈れるものがないというのは、こんなにももどかしいなんて。

　私の言葉に、リシャルド殿下は優しく笑う。

「そんなことないんだけどなぁ……。でも、どうしても気になるなら──シーラから、ご褒美をちょうだい？」

「え──？」

　ご褒美とは、いったい何だろうか。

　しかし何か望みがあるのならばと、私は頷いた。

　くすくすと笑うリシャルド殿下は「こんなことシーラにしか言えないな」と、嬉しそうにしている。いったい何を望んでいるのだろう？

「おいでおいでー」

「きゃっ！」

　ぐいっと腰を掴まれて、私はリシャルド殿下の膝へと座らされた。

　近い、近いです殿下！　いったいどういう展開なのかと慌てて、どうにかして膝から下りようとするけれど、がっちり固定されていてままならない。

　ぎゅうっと抱きしめられて、リシャルド殿下の温もりが伝わってくる。

　やばいくらいに、自分の胸がドキドキしていることがわかる。

「ご褒美をくれるんでしょう？」

「そ、それは！　この体勢は、ご褒美と関係ないじゃないですかっ！」

「関係あるよ」

「──？」

　いったい何が関係あるのか。

　まさか、キスがご褒美──なんて、馬鹿なことを言われないだろうか。そう考えると、体がとたんに熱を持って恥ずかしくなる。

　それだけは回避したい！

「甘やかしてよ、シーラ」

「えっ？」

「方法は任せるから」

　にこりと微笑み、甘やかせと言うリシャルド殿下。

　──そうくるとは、思わなかった。

　いつも甘いこの殿下だけれど、実は甘やかされたかったのだろうか？　確かに、あまり人に甘やかされるような立場ではないだろう。

　どちらかというと、王族として厳しく育てられている。

「それくらい、でしたら……」

　いつも厳しくされていたなら、私が甘やかしてあげるくらいはいいだろう。

　方法は私が決めていいと言われたので、そっとリシャルド殿下の頭を撫でてみた。

　金色の髪は、とても柔らかい。少し楽しくなって、指ですいてみたりもしてみる。もしかして、私よりサラサラなんじゃないだろうか……。




「……シーラ」

「はい？」

「いや、なんでもない。撫でられるとは思ってなかったから」

「そうですか？」

　甘やかすと言ったら、いい子いい子と頭を撫でるという図式が成立しそうなものだけど。いったい殿下は何を考えていたのか──は、きっと聞かない方がいいだろう。間違いない。

　決して、自分からどんな方法がいいですか？　とは、聞いてはいけないと私の脳が警告している。

　優しく髪を撫でながら、ときおり指先で絡ませて遊んでみる。リシャルド殿下は何も言わないから、きっといいのだろう。

　──でも、いったいいつまで撫でればいいのかな？

　かれこれ十分くらいは撫でている気がする。楽しくはあるけれど、まったく終わらせるタイミングがわからなくて困る。

「ええと、リシャルド殿下。これでいいですか……？」

　とりあえず、素直に終わっていいか聞いてみる。

「やだ」

　しかし即座に返されたのは、否定の言葉。

　まだ頭を撫でろということだろうか。どれだけなでなで欠乏症なのだと笑ってしまい、私はもう一度リシャルド殿下を撫でようとして──かくんと体が下がるのを感じた。

　──え？

「シーラに撫でられるのも楽しいけど、少し物足りないかな」

「りしゃ、……んっ！」

　突然ソファに押し倒されて、リシャルド殿下の唇が私の唇に触れた──。

　優しくついばむように何度も口づけられて、体が熱を持つ。

　殿下の両手が私の頬を包み込むように触れて、指先で耳をなぞられる。体がぴくりと震えてしまって、体の熱が高まっていく。

　どうにかして逃げ出さなければと思うけれど、ソファに押し倒されているので抜け出すことが出来ない。

「ん、ん──っ！」

　ぎゅっと固く唇を閉じて、私の手は殿下を必死で押し返そうと胸を叩くが……びくりともしない。

　ぺろりと唇を舐められ、吐息が私の唇にかかりぞくりとしたものが体を駆け巡る。

　ちゅっちゅと何度も口づけられて、私はいったい何回リシャルド殿下に唇を奪われるのだと泣きたくなる。イケメンだから嬉しいという人もいるかもしれないけれど、私は嫌だ。

　恋人じゃないと、キスなんてしたくないのに──。

「シーラ」

　唇が離れて、甘く優しく名前を呼ばれる。

「……っ？」

「口、開いて」

「!!」

　なんてことを言うのだ、この殿下は!!

　勝手に人の唇を奪っただけではなく、開け、なんて。一瞬で自分の顔が耳まで赤くなるのを感じて、絶対に嫌だと首を振る。

「強情だね──そこも、可愛いけど」

　くつくつと笑って、リシャルド殿下が再び私に口づけた。

「ん、んぅ……っ！」

　ゆっくりと、殿下の舌が私の唇をなぞっていく。

　ときおり舌がノックをするように、私の唇を割って入ろうとしてくる。ちゅっと唇を吸われて、思わず声が漏れる。

　──恥ずかしい、やだっ！

「本当、シーラは可愛いね。うたう声も綺麗でいいけど、甘い声はさらに心地いい」

「も、やめてください……ん、うぅ」

「ご褒美。甘やかしてくれるんでしょう？」

「ち、ちが──ひぁっ！」

　リシャルド殿下が私の額へちゅっと口づけて、それと一緒に右手が私の胸に優しく触れた。服の上から、包み込むように撫でられて、体が跳ねる。

「やっぱり。シーラって、着やせするよね」

「ん、や……っ！　リシャルド殿下、駄目ですっ」

「ここも、可愛い。もっとよく見せて」

「んんっ！」

　胸の突起を指先で触れられて、胸元のリボンを解かれてしまう。

　私は焦ってリシャルド殿下の手を掴むけれど、「だーめ」と微笑まれて、頭上で手をひとまとめにされてしまう。
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　左手で私の手をひとまとめにして、右手で胸を触ってくるなんて！　どれだけ遊び慣れているんだと、心の中で絶叫する。

　右手はするりと私の胸元をはだけさせて、ついには胸があらわになってしまう。

「あっ！　やだ、だめ、やめてくださいっ！」

「ああ、やっぱり可愛い」

「～～～～っ！」

　ちゅっと、リシャルド殿下の唇が私の胸に触れる。「綺麗だね」と褒めながら、胸の突起を殿下が口に含んだ。

「ん、ふぁっ！　や、やぁっ」

「──キスも俺が初めてだったし、ここを見せたのも俺が初めて、かな？」

「っ！」

　ぺろりと舐められて、体に震えが走る。

　リシャルド殿下の言葉に顔を赤くすれば、嬉しそうに微笑まれた。全部、初めてだ。なのにこんな無理やり弄もてあそばれるようなことをされるなんて。

「ごめんごめん、シーラがあまりに可愛いから。嫌だった？」

　何度も嫌だと言ったのに！　こくりと頷くと、殿下は困ったように笑う。

「シーラが甘やかしてくれるって言うからさ」

「だ、だからって！　普通、こんなことを考えたりしません！」

「そうかな？　結構、普通だと思うけど」

　全然普通じゃない！　殿下の貞操観念がひどすぎるだけだと思う。

「でも、俺の前に胸をさらけ出してくれてるシーラはすごく可愛いし、甘えさせてくれてる気がするけど」

「──っ！　そ、それは殿下が無理やりやったんじゃないですか!!」

　私が自分から脱いだみたいに言わないでください！

　そう言うと、殿下はまた楽しそうに笑う。私を押さえていた手を解放してくれたので、止めてくれるとほっとしたのだけれど──そうではなかった。

　リシャルド殿下の両手が、私の胸へと触れた。

「こんなに柔らかくて、俺を癒やしてくれるんだよ？」

「な、何を言って、んぅっ！」

「歌手だからかなぁ……声、すごく可愛い。俺のために、もっとうたってよ」

「やぁ、んっ」

　両手で私の胸を揉みながら、再び口づけをされる。

　必死で殿下から離れようと試みてはいるけれど、触れられた箇所すべてが熱くなってしまい、縋すがってしまう。

　不意にリシャルド殿下の右手が胸から下っていき、太ももを撫でられた。

「ふぁ、ん、ん……っ!?」

　びくりと震えて思わず声をあげると、ぬるりとした熱い舌が私の口内へと侵入をしてきた。

　逃げる私の舌を殿下に絡めとられ、目に涙が浮かぶ。深いキスをされながらも、殿下の右手は止まるということを知らないようで──私のドレスの裾をゆっくりとたくしあげる。

　駄目だと叫びたいのに、唇をふさがれていて声が出せない。

「シーラのキス、甘いね」

「──っ！　もう、ん」

　一度唇が離れたけれど、またすぐにふさがれてしまう。歯列をなぞられて、舌を絡めとられて──ぞくぞくする感覚と、体の熱さが止まらない。

　リシャルド殿下のキスで、自分のすべてが溶けてしまいそうだとすら思った。

　嫌なのに、気持ちいいと思ってしまう。

　しかし次の瞬間、私は大きく体を揺らす。

「んっ!?」

　リシャルド殿下の指が、私の下着越しに秘所を撫であげたのだ。

　声をあげたくても、口づけられたままなのでそれも出来ない。いやいやと体を揺らして否定しようとするけれど、逆に殿下の指に秘所をこすりつけてしまう。

　くるりと円を描くように花芽に触れられて、びくりと震える。

「ん……。可愛いね、シーラ。ここ、気持ちいい？」

「や、やぁっ！　ん、さわっちゃ、ひぅっ」

「やっぱりシーラの声はイイね。──もっと、聴かせて」

「～～～～やぁっ！」

　下着の隙間から指が入り込んで、くちゅりと水音を立てた。

　殿下の指が直接触れてきて、花芽を撫でる。ぞくりとした感覚に、体が弓なりに反ってしまう。今まで感じたことのないそれが、私の体を支配していく。

「──すごく、濡れてる。キスも、胸も、ここも。俺が初めてって、なんかいいね」

　満足そうに笑って、リシャルド殿下は私に触れるだけのキスをする。

　嫌だと言いたいのに、私の口からはうたうような甘い声しか出てこない。うたっているわけでもないのに、自分からこんな声が出るとは思わなかった。

　まるで歌を聴いているみたいと、リシャルド殿下は言う。

「あぅ、んっ！　も、やめてくだ、さっ」

「それは無理。だって、ご褒美でしょう？」

「ちが、あっ！」

　私の仕方で甘やかしてって言ったくせに！

　頭を撫でて終了の予定だったのに、どうしてこんなことになってしまったのか。リシャルド殿下の指がくにくにと私の花芽を愛撫して、高い声が漏れる。

「あー、駄目。シーラ可愛い」

　私をぎゅっと抱きしめて、リシャルド殿下が頬に、目元に、優しくキスをする。殿下の熱い吐息が、さらに私の体を熱くさせる。自分の体なのに、まったく自分で制御することが出来ない。

「シーラの涙、甘いね」

　生理的にこぼれた雫をリシャルド殿下が舐め、そのまま口づけをされる。しかしすぐに離れ、嬉しそうに私を見つめてくる。

「ひぁっ！　も、やぁっ」

「そのままイっていいよ。可愛い顔と声、見せてね」

「や、やめてくだ、ぁっ……！」

　顔を隠すように手で覆えば、ひとまとめにされてしまう。

　恥ずかしい。いやいやと首を振って、初めての快感をぐっと堪こらえる。

「はぅっ、ん、んんっ！」

「強情だなぁ。素直に気持ちいいって言えばいいのに」

　花芽を撫でていた指がつつつと動き、くちゅんと音を立てて割れ目をなぞる。

　リシャルド殿下の指が、くちゅくちゅと私の入り口を擦こすっていく。

　──うそっ！

　どんどんと不穏になっていく指の動きに、私は焦る。

　嫌な予感はすぐに的中して、リシャルド殿下の指先が私の中へと潜り込んだ。

「ひぁっ！　や、やです、リシャルドでん、あふっ」

「大丈夫、痛くはしないから」

　痛い痛くないの問題ではなくてっ！

　私の否定なんて気にも留めず、殿下の指はゆっくりと動く。

「んん、んっ、あっ……ふあぁ」

「思った通りだ。シーラ、ここ好きだね」

　指を深くまで入れることはせずに、浅い部分をゆるゆると撫でられる。

　リシャルド殿下の第一関節くらいまでなので、違和感はあるけれど痛みはない。花芽を触られていたとき以上にぞくぞくとした感覚が襲ってきて、私の目からぽろぽろと涙が溢れた。

「シーラの中、すごく熱いね。俺の指に吸い付いてきて、可愛い」

「はぅ、……ふ、やあぁっ」

「声、もっと聴かせて」

「ひあぁっ！　や、リシャルドでん、か、いけませ、んゃっ」

　くちくちと音を立てながら指が浅く抜き差しされて、リシャルド殿下は私の耳へキスをする。

「耳、弱いんだ。いいね、可愛くて」

　低い声で囁かれて、ぞくりとして体が跳ねる。

「やぁ、あ……っ！　みみ、や、あっ！」

「シーラって、全身が性感帯なんじゃない？　楽しくて仕方ないや」

　耳をぺろりと舐められて、首筋にも口づけられる。

　まともに喋れないくらい、リシャルド殿下の愛撫に溶かされてしまう。

「はっ、はぅっ、……ふぁ」

「意地悪しすぎちゃったかな？　ちゃんとイかせてあげるね」

「やぁあっ、んっ！」

　はぁはぁと肩で息をする私を見て、リシャルド殿下はくすりと笑う。

　そのまま私の膝に手をかける。ゆっくり足を開かされる形になって、私は慌ててぎゅっと閉じるが──あまり力が入らない。

「だーめ。力抜いて、シーラの可愛いところ見せて」

「や、やだぁっ！」

　さんざん触れられ、少し中まで指を入れられてしまったけれど──直接見られるのは、また違う。

　必死に抵抗をしようとするが、私のとろけきって力が入らない体ではたかが知れている。

　リシャルド殿下の綺麗な指が、私の太ももをつつ……と、撫でる。少しの愛撫にも体は反応をして、びくりと跳ねる。

　そのまま足を持ち上げられて──私は、リシャルド殿下によって足を開かされてしまう。

　ゆっくりＭ字に開かされ、がっちりと殿下の手で押さえられているため閉じることが出来ない。

「あっ、あ……っ！」

「ふふ、シーラの可愛いところがよく見える」

「や、いやぁっ」

　すべてを殿下の前にさらけ出され、羞恥から体が小刻みに震える。いやいやと首を振って離してと頼むけれど、それが聞き入れてもらえるはずもなく……。

　ドレスもほとんど脱がされて、もはや着ているとは言えない状況だ。

　リシャルド殿下の指が再び私の秘所に触れて、ぬるりとした感覚とくちゅりと濡れた音が響く。

「シーラのここ、すごくひくひくしてる」

　割れ目を指先でなぞられて、体がひくんと震える。

「ん、や、やあぁっ！　やめ、やめて、くださ……っ」

「もう意地悪はしないから、大丈夫だよ」

　先ほどしつこいほどに擦られた中の浅い場所へ、再びリシャルド殿下の指がくぷりと音を立てて侵入してくる。

「ふあぁぁっ」

　襲いくる快感に我慢が出来なくて、私は泣きながら声をあげてしまう。

　いやいやと首を振れば、優しく口づけられる。

「ん、んっ……」

　問答無用で舌を絡められて、好きなように貪むさぼられる。

　それなのに決して乱暴ではなくて、ひどく、甘く優しい。

「シーラ」

　耳元で名前を呼ばれて、私はリシャルド殿下へ視線を向ける。

　にこりと微笑まれて、嫌な予感しか感じられなかった。

「じゃあ、可愛くイくところ見せてね」

　言うや否や、殿下は中だけではなく花芽にも触れる。

　くにくにとした優しい指の動きは、次第に大胆になっていく。

「あ、あっ！　や、やぁあっ、ふあ、ぁ」

　濡れた音と、私の声だけが静かな室内へと響く。

　持ち上げられている膝にもちゅっと口づけられて、リシャルド殿下の瞳と視線が合う。情欲のあるそれに、私の体はきゅうと反応してしまう。

「ああ、俺の指を締め付けたね。──気持ちいい？」

　くすりと笑い、リシャルド殿下は私の太ももへ口づける。追いあげられて、体はもう熱くて仕方がないのだ。返事なんて、出来るわけがない。

　私の反応を見て、リシャルド殿下は指の動きを加速させる。

「も、もっ、んぅ……っ」

「……ん。気持ちいいでしょ？　イってごらん」

　中をぐちゅりと擦られ、同時に花芽を撫であげられ──。

「ひぁ、や、やぁっ……あっ、ひああぁぁぁんっ！」

　体を弓なりに反らせて、私はびくびくと震えながら達してしまう。

　溢れる涙をリシャルド殿下が唇で拭って、満足そうにキスをされる。

「はっ、は、はぁっ……」

　くたりとして、体に力が入らない。絶え絶えに呼吸を繰り返して、力なくリシャルド殿下を睨むけれど、そのせいなのか──中に入っている殿下の指が、くちゅりと内を擦る。

「ぁんっ！」

「あまりにも可愛くて。ねぇ、やっぱり俺の歌姫になってよ。シーラの声、もっと聴きたい」

「ひぁっ、今は、ふぁっ！　だめぇ……だめ、ですっ」

　花芽には触れず、入り口の浅い部分だけをゆるゆると撫でられる。

　達したばかりで敏感になっている私は、抵抗すら出来ない。

　このままでは、間違いなく最後までされてしまう。

　初めては結婚してからというのが、貴族間でのルールだというのに。どうにか声をあげようとして──ドンドンドンという大きなノックの音が部屋に響いた。




「──っ!!」

　まさかこんな状況で人が来るなんて、と。私はどうしたらいいのか頭がパニックになってしまう。

　ドンドンという音は大きくなり、扉の向こうからは声も聞こえる。

「リシャルド様、会議だとお伝えしてあったでしょう！　開けますよ!?」

「ああ、そういえば」

　まさか、仕事を放棄して私を部屋に連れ込んでいたのかっ！　驚くが、それよりも今はこの状況をどうにかしなければいけない。

　私の中には、まだリシャルド殿下の指が入ったままだ。

　早くなんとかしてくれと心で思っていると、逆に中を擦られた。

「ひぁっ！」

「ん、いい声」

　吸い付くようにキスをされて、リシャルド殿下の指がもう少しだけ奥へと入ってくる。私の愛液が増えたためか、ぬぷりと卑猥な音が耳に届く。

　これだけでももう、恥ずかしくて仕方がない。それなのに、もっともっと深い部分に容赦なくリシャルド殿下の指が潜り込んできているのだ。

「あ、やぁっ！　んぅ……っ」

　しつこく浅い部分をとろけさせられたため、痛みはない。

　人が来ているというのに止めないのかと叫びたいが、今の私にはその余裕がない。けれど、さすがに殿下もちゃんと分別があったのだろう。指は最後に中を撫であげてするりと抜かれた。

「ん、ぁ……」

　──が。よかったと安心するにはまだ早かった。

　指は割れ目に触れて、お別れの挨拶のように花芽をくにゅりと愛撫していったのだ。

「あ、ふぁぁっ」

「ごめんね、ちょっと待ってて」

「はっ、はぁ……」

　リシャルド殿下は着ていた上着を私へかけてから、扉へと向かう。

　そのまま続行ではないことに心底安堵した。もちろん、大人しく待っている私ではない。脱がされたドレスを着て、ソファからも立ち上がった。すこしふらりとしてしまったが、問題はない。

　湿った下着は気持ちが悪いけれど、今は我慢。




　……それから数分して、リシャルド殿下が戻ってきた。

　ドレスを着ている私を見て、とても残念そうに笑う。

「もう甘やかしてくれないの？　ひどいなぁ、シーラ」

「ちゃんと撫でたじゃないですか！　そ、それにこんなこと……っ！」

　間違いなく私の顔は真っ赤だろう。泣かされたので、目も赤いはずだ。

　そんな私を見た殿下はくすりと笑って、まぁいいかと言う。

「可愛いシーラをたくさん見れたからね、今日のところは満足しておくよ」

「今日も何も、今度なんてありませんっ！」

　私の声が、はっきりと室内に響いたのだった……。








第三章　告げられない想い












　今夜は、私が宮廷音楽家の歌手になって初めて開かれる王族主催の夜会がある。

　自分のドレスを用意して、私は顔がにやけてしまうのを止められない。

　──そう。私は歌手の一人に選ばれたのだ。

　もちろん、舞台でうたうのは一人ではないからほかにも歌手はいるけれど。ソロパートも用意されているので、パトロンを探す大チャンス。




「早く夜にならないかなぁ」

　数人のパトロンをちゃっとゲットして、支援をしてもらって、妹を狙っているロリコン親父を退治してもらう。

　きっと、純粋に私の歌を好きになってくれる人がいるはずだ。

　間違っても、リシャルド殿下のようなエロ魔人を求めているわけではない。

「──あ」

　そしてはたと、思い出す。

　……夜会にはリシャルド殿下も参加されるのだ。

　数日前、殿下に〝ご褒美〟と称され……あれやこれやといろいろされてしまったのを思い出す。あの場は怒って帰ったけれど、あれ以降は一度も会っていない。

　中庭で歌の練習もしていないので、姿を見てもいない。

「ううぅ……」

　自分の体をぎゅっと抱きしめて、顔が熱くなるのを感じる。

　思い出しただけで、恥ずかしくて、どうしようもない。甘く低い声で名前を呼ばれて、まるで自分の体じゃないみたいだった。

　──駄目！

　ふるふると頭を振って、思い出すことを止める。今はリシャルド殿下ではなくて、夜会でパトロンを探すことを考えよう。

　自分の歌姫になってと殿下に何度も言われたような気もするけれど、きっと気のせいだ。




　私はエロ目的ではない、正常なパトロンを探すのだから──……。





♪　♪　♪






　キラキラと輝くシャンデリアに、色とりどりの飲み物。そして花より美しい令嬢たちのドレスを見て──私はほうっと羨ましげに息をつく。

　開催された夜会は、それはもう夢のような世界だった。貴族の令嬢として参加するわけではないけれど、ドキドキして胸が高鳴ってしまう。




　歌手としての出番は、夜会の中盤。それまでは控えの席で待機をする。その後は、夜会の中に入っていいとされている。

　控えの席は会場内にあるので、夜会の様子はこちらから簡単に把握することが出来る。あとどれほどで出番になるかなども、わかりやすい。

　参加している貴族たちは、気に入った音楽家がいればパトロンとなれる。ただ、宮廷音楽家であるために専属として引き抜くことは出来ないけれど。

　宮廷音楽家を専属にすることが出来るのは、王族だけだ。

「緊張している？」

「あ、いえ……。少しだけ」

「ふふ。シーラは初めての夜会だものね」

　一緒にうたうマリエッテさんが、私を気遣って飲み物をくれた。

　こくりと飲むと、爽やかな果物の香りが鼻をくすぐる。乾いた喉を潤して、お礼を述べると微笑まれた。

「──あら？」

「？」

「こちらに向かってくるのは、リシャルド殿下かしら」

　──えっ！

　驚いて振り返れば、確かにこちらへ歩いてくるリシャルド殿下の姿が見えた。その視線は間違いなく私を捉えていて、にこりと微笑まれる。

　ひぃっ！

　どうしよう！　が、控えの席から移動することは許されていないのだ。

　マリエッテさんが驚いた顔をしているけれど、私はきっと嫌だというのを全面に押し出した顔をしているだろう。

「シーラ」

「…………はい」

　結局、殿下はすぐに私のところへやってきた。無視することも出来ないので、私はしぶしぶ返事をする。

　無理やりことに及ぼうとしたのに、どうしてこうも普通の顔をして私の前に出て来られるのか！

「歌、楽しみにしてる」

「あ……えと、ありがとうございます」

　にこにこと笑うリシャルド殿下は、それだけ告げて去っていった。




　──いったいどういうことだろうか？

　意味がわからずに首を傾げていると、マリエッテさんに「やるじゃない」と、にやりとされた。

「どういうことです？」

「やだ、わかってないの？　リシャルド殿下がわざわざここへ来たのは、シーラが自分のお気に入りだとアピールするためよ。ほかの貴族は、とてもじゃないけど貴女を指名することなんて出来ないわね」

「ええええぇっ!?　私はパトロンになってくれる人を探したいのに！」

　なんてことだ。

　話しかけられただけだったから何もないと安心していたのに……。確かにマリエッテさんに言われた通り、会場内にいる貴族の視線がちらちら私へと向けられている。

　王族であるリシャルド殿下の行動は、些細なことであれ貴族たちに注目されているのだと、どうして私はわからなかったのか。もちろん、わかったとしても防ぐ手立てはないのだけれども……。

　これだと、今回の夜会でパトロンをゲットするのは実質不可能ではないだろうか。……いや、限りなく不可能に近いはず。

　私が絶望していると、マリエッテさんが「いいじゃない」と言う。

「リシャルド殿下がいれば、パトロン十人よりも上よ？」

「……私は、普通に、支援をしてくれる人がいいんです」

　決して、体を求めてこない健全なパトロンがいいのです。

　リシャルド殿下は間違いなく手が早い。

　次に二人きりになったらどうなってしまうか──考えるのも恐ろしい。

　絶対回避！　そう思っているうちに、宮廷音楽家の出番がやってきた。




　宮廷音楽家が夜会で演奏を行うのは、来賓へのおもてなしだ。歌を存分に堪能したあとは、クラシック音楽が流れてダンスが始まる。

　楽師がステージへ上がり、その次に歌手が配置につく。上座のすぐ近くに作られたステージは、王族の席と近い。

　うっかりリシャルド殿下と目が合ってしまい、うたう前から気分が沈む……。




「──それでは皆様、宮廷音楽家の音色をお楽しみくださいませ」

　マリエッテさんが代表で挨拶をして、私たちの音楽が会場を満たす。

　重厚な楽師の楽器の音に、歌手が歌を乗せていく。会場にいる誰もが私たちに注目をしてくれて、宮廷音楽家という存在の凄さを自分でも改める。

　着飾った令嬢たちは、私たちがうたう恋の歌にうっとりと聞き惚れている様子。やはり、身分が高ければ高いほど、政略結婚が多くなるのだろう。歌や小説などの恋物語に憧れる令嬢は、とても多い。

　一度、演奏のボリュームが下がる。

　そこに乗せるように流れるのは、だんだんと大きくなる高音のピアノだ。

　──私の、ソロパート。

　ピアノの音色と、高いソプラノが得意な私のハーモニーだ。高く澄んだ声を会場に響かせ、そのすべてを私という歌が支配する。

　高らかに、天から舞い降りる翼より柔らかく。それでいて、令嬢たちがときめくような甘さを含んだ歌をうたいあげなければならない。

　もしもロリコン親父の被害に遭いそうな人がいたら、挫くじけずに頑張ってというメッセージもそっとメロディに乗せた。




　うたいあげると、どっと会場から拍手が起きる。

　ぺこりと頭を下げて、私たち宮廷音楽家の仕事はこれで終わりだ。夜会へ混ざり、各々がパトロンを探したりするのだけれど──私はリシャルド殿下のせいで絶望の真っ只中にいた。




「素晴らしい歌でした！」

「本当。どうやったらあんな綺麗な声が出せるのかしら」

「次の夜会も楽しみね」

　たくさんの貴族が私へ話しかけにきてくれるのだが、残念なことに誰一人として〝パトロン〟という言葉を使ったりはしなかった。

　……隣にいるマリエッテさんには、何人かの貴族がパトロンになりたいと話しかけているのに。

「ありがとうございます。ぜひ、また皆さまに聞いていただけたら嬉しいです」

　ぐぬぬとなりたいのをぐっと堪えて、お礼を述べる。

　お世辞はいいのでパトロンになってくれと叫べたら、どんなにいいだろうか。今はマリエッテさんに殺意を燃やしてしまいそうだ。

　──いや、それを向けるならばリシャルド殿下？

　うぅ、ままならない。文句でも言いたいけれど、相手はこの国の王子だ。そうそう私が話しかけられる相手でもない。

　いつもフレンドリーすぎるので、うっかり忘れてしまいそうになるけれど。

　そんな不毛な思考でもやもやしていると、急に会場がざわざわと音を立て始めた。

　いったいなんだろうと辺りを見回せば、国王が立ち上がり一歩前へ出た。その後ろには、リシャルド殿下も控えている。

「何か発表があるらしいな」

「……もしかしてもしかしなくても、あの話かしら」

「だろうな。そしてリシャルド殿下がいるということは……」

　貴族たちの声に耳を向ければ、リシャルド殿下が関わる重大な発表があるということがわかる。

　第二王子に関わる重大な発表といえば、なんだろうか。第一王子であったならば、即位するといった可能性もあるけれど──第二王子だから、その可能性はほぼないだろう。

　……ということは、もしかして婚約発表？

　王族の十九歳といえば、婚約はもちろんだけど、結婚をしていてもまったくおかしくない。リシャルド殿下は未だ独身どころか、婚約者すらいないのだ。

　……つきんと胸が痛んだような感覚に、はっとする。いやいや、あのチャラいリシャルド殿下も、結婚をすればさすがに落ち着くだろう。

　宮廷音楽家である私は、安堵こそすれ不安に思う必要はない。




　国王がすっと右手を上げると、広い会場であるにもかかわらず、しんと静まりかえる。

　──いったい、何が発表されるというのだろうか。

　婚約発表かなと思ったが、会場の雰囲気はどことなく重い。とてもではないが、お祝いという空気は感じられはない。

　そんな中、国王がおもむろに口を開く。

「隣国から、宣戦布告があった。そのため、開戦となる！」

　──えっ!?

　まったく予想をしていなかった国王の言葉に、私は開いた口がふさがらない。

　つまりこれって、戦争をするっていうことだよね？　平和に暮らしていたはずなのに、一瞬で私は恐怖に包まれる。

　……でも、待って。

　どうして国王と一緒にリシャルド殿下がいるの──？

「我が軍の将は、リシャルドに任せる」

　──っ！

　国王がそう告げた瞬間、会場内からわっと声があがる。

　そして同時に、私の耳には不安も届く。隣国との戦争に、我が国が勝てるのかという声だ。

　ざわざわするなかから情報を拾っていくと、隣国が強国だということがわかった。負け戦ではないかという囁き。第一王子ではなく、第二王子のリシャルド殿下が遣わされるのがその証拠だと。

　最悪死んだとしても、王太子である第一王子が生きていれば問題ないという考え。

　貴族たちの会話を聞いて、私はどうしたらいいのかわからなくなる。もちろん、どうも出来ないことは百も承知だ。

　こんなにも身近に、戦争があるというのか……。




「必ずや、我が国に勝利を!!」




　国王の低く威圧ある声が、会場の隅々まで響く。

　華やかだったパーティーは一瞬でその華を枯らし、殺伐とした雰囲気に一転する。夜会でこんな話、通常ではありえないはずなのに。

　こんなことをしなければならないほどに、切羽詰まった状況なのだろうか。こういった場で国王が勝つと伝え士気を盛り上げるのは、どちらかと言えば効果的だろう。

　貴族からしてみれば、自分は直接国王から伝えられたと解釈をするからだ。

　必ずや勝利を、という声が再び場内に響く。

　──それからはもう、国王が何を言っているのか私の耳に入ってこなかった。




　リシャルド殿下が戦争に行くという事実だけが、私の中でぐるぐると渦巻いた──……。





♪　♪　♪






「戦争に行くなんて、聞いてない」

　──当たり前だ。

　私のような、一介の宮廷音楽家にそんな重大なことを話すはずもない。




　夜会が終わってすぐ、私は自室に戻りベッドにぼふんとダイブした。

　ドレスも、お化粧も、何もかもを気に留める気力なんてない。宮廷音楽家仲間の打ち上げもあったけれど、まったくもってそんな気分になれなかったので辞退した。

「別に、殿下が戦争に行くのは私に関係なんて……」

　……関係、ないのに。

　そう、リシャルド殿下が戦争に行くことに、私は関係ない。

　そりゃあ、よくしてもらった。

　──が。

　私のファーストキスを奪い、体を好き勝手に弄ばれもした。

　そう考えると、いなくなってすっきり！　と、思えなくもないのだけれど。

　──さすがに、戦争は重すぎる。

　だって、日本ではそんなことは起こらなかったのだから。

「……大丈夫かなぁ、リシャルド殿下」

　むくりとベッドから起きあがって、私は大きく深呼吸をする。

　そしてこの世界の戦争がどんなものだったか、思い返す。貧乏でも子爵家の生まれだ。多少の教育は受けている。

　戦争に行くのは、騎士と兵士。騎士は城に勤める正式な者で、兵士は戦争のときにのみ戦力として扱われる国民や傭兵のことを指している。

　そしてそれを率いるのは、騎士団長、もしくは王族だ。

　今回は王族であるリシャルド殿下が率いるパターン。もちろん、騎士団長だっているけれど、さらに上の身分の者がそれを率いるのだ。

　それほどまでに、騎士や兵士たちをまとめあげるのが大変だから。苦戦すると囁かれていたのも、間違ってはいないだろう。

　勝率は──限りなく、低いと予想されている。

「…………駄目。もやもやするっ！」




　私はベッドから勢いよく立ち上がって、中庭を目指す。

　まれにリシャルド殿下と遭遇する場所だ。もちろん、こんなにも夜遅い時間に会えるとは思っていない。だから、これは私が勝手にするだけだ。

　中庭で、歌をうたいたい。そう思ったのだ。

　昼間よりも声量を抑えれば、問題はないだろう。楽器の音もない、私の声だけだから。

　そっと廊下を抜けて、静かな中庭を目指す。




　──けれど、そこには先客がいた。




「リシャルド殿下……」

「ああ、シーラ。なんとなく、ここに来たらシーラに会えると思ったんだよね」

　にこにこと、いつもと同じ様子で笑うリシャルド殿下。

　綺麗な金色の髪が月の光に照らされて、どこか神秘的に見える。これから戦争に行く人には、どうしても見えない。

「シーラはどうしたの？　もう遅い時間でしょ」

「……少し、うたいたくて」

「ふうん？　でも、宮廷音楽家は打ち上げ中でしょ？　出なかったんだ」

　ぐぐっ！　どこまで知っているのか、この殿下は。そのくせ、ここに来たら私に会えるかもだなんて矛盾めいたことを簡単に言う。くすりと笑い、リシャルド殿下は「シーラ」と再び私の名前を呼ぶ。

　私がここに来た理由だって、絶対わかってるんだ。

　それなのに、気付いていないふりをして……。

　リシャルド殿下が心配で、不安で、うたいたくなった──なんて。

　私の口からは、絶対に言えない。言いたくない。

　そもそもこれはお世話になったから心配しただけで、決してリシャルド殿下を好意的に思っているわけではないのだから。

　そう、自分に言い聞かせる。

「こっちこっち。隣に座ってよ、シーラ」

　いつもの定位置。噴水前のベンチに座ってリシャルド殿下が自分の隣をポンポンと叩く。けれど、リシャルド殿下の隣というポジションは何かされてしまう場所だということを、私は嫌というほど頭に叩き込まれている。

　警戒して、一歩後ずさって、尋ねる。

「……な、何もしませんか？」

「してほしい？」

　警戒して問えば、また笑われる。

「……」

　ちょこんと、リシャルド殿下が座っているベンチの一番端に座った。若干顔をしかめられたけど、距離を詰められることはなかったからほっとした。

　これが今の私に出来る、最大限の譲歩なのだ。

　だって──このタイミングでリシャルド殿下がここにいるということは、戦争のことが関係して不安になっているからに決まっている。

　そうでなければ、甘えられるらしい私へ会いたいとは思わないだろうから……。

「ねぇ、シーラ」

「はい」

「うたって」

　月を背景にして、リシャルド殿下が真っすぐに私を見る。

　……もともとうたいたくて来たのだから、私に拒否する理由なんてない。それに、宮廷音楽家の仕事は王族のためにうたうことなのだから。




　私はこくりと頷いて、何を選曲すべきか一瞬悩んで──勝利の歌を、口にした。

　チャラいリシャルド殿下に、勝利の歌なんて似合わないけれど。それでも今だけは、うたってもいいかなと思った。

　夜の澄んだ空気が、私の歌声をリシャルド殿下に運ぶ。

　スポットライトは、大きな月と、それに寄り添う星たちだ。

　リシャルド殿下が戦争に行っても、無事に帰ってこれますようにと願いを込めて、メロディを紡ぐ。勝利を願う歌詞だけど、私がアレンジするためにメロディ部分で使ったのは、平和を願う愛ある優しい歌。

　戦争の経験が私にはないから、今のリシャルド殿下の気持ちを想像することだって難しい。それでも、無事に帰って来てとうたうことは出来るから……。




　うたい終わった私は、優雅に礼をする。

「やっぱり、シーラの歌声はいいね」

「あ、ありがとうございます」

　さすがにストレートに褒められると、嬉しい。少し恥ずかしくなってしまうけれど。

「──あ」

「どうしたの？」

「い、いえ」

　私は不意に、思い出してしまった。

　王族の歌姫になると、戦争についていくことが出来ることに。

　もちろん、前線に立つわけではない。拠点で待機をして、疲れている主人に対して癒しの歌を捧げる……というやつだけれども。

　リシャルド殿下は、私に専属になってほしいと言った。もしかして、一緒に戦争について来てほしいと思ったのだろうか。

　急な開戦ではあったけれど、さすがに夜会で発表するよりももっと前に殿下は知っていたはずだ。

　むむむと悩んでいると、優しく頭を撫でられた。

「ろくでもないことを、考えてるでしょ」

「そ、そのようなことはありませんっ」

「シーラは全部顔に出る。まぁ、そんなところも可愛いけどね」

　私の考えていることなんて、お見通しだ──と、言われているのだろうか。そんなに顔に出ていたかなと考えていると、リシャルド殿下が私に告げた。

「俺の歌姫になってって言ったけど、あれ、やっぱりなしね」

「え──？」

「今回の戦争、誰かを連れていくつもりはないんだ。ごめんね、俺のものになりたかった？」

　別にリシャルド殿下のものになりたいわけではないので、私は全力で首を振った。それはない、ありえない！

　ただ──一緒に、戦争に来てほしいと思っていたのならば……と、そう思ってしまっただけ。

「残念。俺はこんなにもシーラに夢中なのに」

「……っ!?」

　そういって、リシャルド殿下はじりじりと私の方へと距離を詰めてくる。

　ベンチの端に座っていたので、逃げ場がない。やばい、と。そう思ったときには、リシャルド殿下の綺麗な顔が眼前にあった。

「俺はシーラのこと、好きだよ？」

「な、ぁ……っ！」

　突然された告白に、私は体が硬直してしまう。まさか殿下がそんなことを言うとは思っていなかったので、驚き以外の何ものでもない。

　でも、でも……っ！

「好きって、何を言ってるんですか。殿下は将来、貴族や他国の姫と結婚をされるのでしょう？」

「んん、まぁ……そうだろうね」

　リシャルド殿下は少し考えて頷き、肯定を示した。

　つまりは──そういうことだ。私への感情は遊びで、将来結婚すべき女性はきちんと選ぶ。

　宮廷音楽家の役割なんて、そんなものなのかもしれないけれど。そんな考えは、つきんと痛みを心にもたらした。




　私の前髪にそっと触れて、リシャルド殿下が優しく微笑む。

「シーラが心配してくれるのは、すごく嬉しいんだけどね」

「……私は、別にそのようなこと」

「嘘。だって、泣いてる」

「え……っ」

　リシャルド殿下に言われて、私は自分の頬に冷たいものが流れていることに気付く。涙、だ。どうして泣いているのかは、自分でもわからなかった。

　戦争というものが怖かったのかもしれない。

　殿下の歌姫になれないというのを、もったいないと思ってしまったのかもしれない。

　──それとも。

「シーラ」

「……っ！」

　考えがまとまらないうちに、私の体はぎゅっと殿下に抱きしめられた。冷えた夜の空気しかないからか、殿下がとても温かく感じられる。

　あやすように背中を撫でられて、私はわけもわからずに、声をあげて泣いてしまう。

「りしゃるど、でんか……っ」

「うん。ごめんね、シーラ」

　いったい、何に対する〝ごめん〟なのかわからない。わかりたくもない。

　私の頬を殿下の手が優しく包み込んで、綺麗な顔が近づいてくる。キスをされる──そう思ったけれど、私の体はまったく逃げようとはしなかった。

　柔らかいリシャルド殿下の唇が、私に触れる。

「ん……」
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「……シーラ」

　ちゅっと、優しく触れるだけのキスをして離れていく。けれどすぐに、もう一度口づけがされる。私の唇を食すように、殿下の唇が触れていく。

　──ゆっくりと何度もついばむように口づけをされて、まるで恋人のようだと錯覚をしてしまう。

　呼吸をする余裕もなくて、私が息を漏らした瞬間を狙ったように殿下の舌が口内へと侵入してくる。

「ふぁ、ん……っ」

　逃げるようにしても、リシャルド殿下は私の舌を捕らえて優しく絡めてくる。殿下の唾液が私の中に入ってきて、くちゅり……と、口づけの合間に音がする。

　自分の体が熱くなるのを感じて、下腹部がきゅんとする。ぞくりと震えて、止まりそうもない口づけに翻弄されてしまう。

「ん、んんっ！」

「……は、可愛い」

「ぁ、ん……」

　やっと唇が離れると、私の体は力が入らずにくたりとしてしまう。そのままリシャルド殿下に抱きしめられて、満足そうに微笑まれた。

「…………」

　どちらも言葉を発することはなくて、少しの間は私が呼吸を整える音だけが辺りに聞こえた。

　……どうしてキスをするのか、とか。

　戦争は勝てるのか、とか。

　ちゃんと、生きて、無傷で帰って来てくれるのか──とか。

　たくさんたくさん、聞きたいことがあるのに。

　いつもうたう私の口は、役に立ってくれない。まったくもって、上手く言葉を発することが出来ないのだ。

「シーラ」

「……？」

　不意に、リシャルド殿下に名前を呼ばれる。

「大丈夫だよ、ちゃんと帰ってくるから」

「そ、それは……っ」

「心配性だなぁ、シーラは」

　私の頭を撫でて、リシャルド殿下は問題ないと笑う。

　前線に出るわけではないけれど、一番命を狙われるのは将であるリシャルド殿下だ。大丈夫なんて言葉、どうしても信じられない。

「それじゃあ、約束をしようか」

　ちゅっと、私の額に殿下が口づける。

　突然のことに反応が出来なくて、額を押さえて私は顔を赤くさせた。

「さっきあんなにキスしたのに、まだ恥ずかしいの？　可愛いねぇ」

「な、な、な……っ！　あれだって、殿下が無理やり……っ!!」

「だってシーラ、嫌がらなかったでしょう？」

　にやにや笑いながら、リシャルド殿下はもう一度私へ口づける。今度は唇に。

　必死に顔を背けて、キスから逃れようとするとぎゅっと抱きしめられた。「可愛い」と言う殿下の声が、私の耳を刺激する。

　慌てて引き離して、「約束ってなんですか！」と殿下の意識を私から逸らす。

「ああ、約束ね。シーラが不安そうにしてるから、俺が絶対に戻ってくるっていう約束」

「絶対に？」

「うん。俺が勝利したら、ご褒美をちょうだい」

「え……っ」

　私の目を真っすぐ見つめる殿下だけれども、言葉の内容は不穏極まりない。

　ご褒美と言われて、さんざん体を好き勝手弄ばれたのは記憶に新しい。またあんな恥ずかしい思いをするのは、ちょっと遠慮願いたいところだ。

　でも、でもでも。

　先にご褒美の内容を決めておけば体を要求されることはないかもしれない。例えば歌とか、お菓子とか、そういったもの。

　そうしよう！　名案だ──と思ったのも束の間で、リシャルド殿下に先手を打たれてしまう。

「今度は、シーラの全部をご褒美にしてね」

「──っ!!　そ、そんなの無理ですっ」

「やだ、約束」

「そんなの、ん……っ」

　私の否定を拒否するかのような、口づけ。ちゅっちゅと甘やかすように何度も唇が合わさって、私は体の芯からとろけてしまいそうになる。

　流されてはいけないと思うのに、リシャルド殿下のキスは気持ちがよくて、私の思考を奪っていく。触れるだけのキスが、もどかしいとさえ思ってしまうなんて。




　──恥ずかしい。

　そんなことを、恋人でもない相手に思うなんて。

　殿下のキスは、まるで砂漠に降りそそぐ雨のようだと思う。嫌なのに、もっと、と求めてしまいたくなる衝動に襲われる。

「物足りないって顔してる、シーラ」

「……っ！　そんなこと、ないです……」

「嘘。もっとしてほしいでしょ？」

　意地悪く笑うリシャルド殿下に、そんなことはないと首を振る。

　しかし頬を撫でられて、甘やかされて、ドキドキが止まらなくなってしまう。駄目だとわかっているのに、甘えたいという思いがあるのだ。

「シーラ」

「んっ」

　耳元で名前を呼ばれて、そのままリシャルド殿下は私の耳に舌を這はわせる。ぞくりとしたものに襲われて、私はびくりと体を震わせてしまう。

「耳、弱いんだよね」

「やめ、んぅ！」

「だったら、素直になってごらん。キス、してほしいでしょう？」

「～～～～っ」

　そう言って、リシャルド殿下は私の耳にちゅっと吸いつくようなキスをする。耳元で喋らないでほしい。ぞくぞくと体が震えて、力が入らなくなってしまう。

　甘噛みをされて、優しく舐められて、「好きだよ」と囁かれて、耐えきれなくなり──私はこくりと頷いてしまった。

「いい子だね。シーラ」

「……っ」

　リシャルド殿下の両手が、私の頬を優しく包み込む。蜜よりも甘い微笑みとともに、再び口づけをされた。

　甘くついばまれて、声をあげる。

「ふぁ、ん……はっ」

　リシャルド殿下は、キスが上手い。技術的にはもちろんだけれど、どうしても──もっとしてほしいと、思ってしまうようなキスをしてくるのだ。

　もちろん、まんまと罠にはまってしまったのは私なのだけれど。本意ではないけれど、どうして、こうも──……。

「シーラ」

「あ……っ」

　名前を呼ばれて、思わず殿下の服に縋る。

　まるで自分のこと以外を考えるなというような視線が、私を射抜く。キスをしながら耳をふさがれて、くちゅりという甘い水音が脳内に響く。

　それがとてもいやらしく感じてしまって、リシャルド殿下にされるがままにされてしまう。

「ん、可愛い。シーラ、約束の返事は？」

「はぁ……ん、やく、そく？」

　キスの合間に囁かれて、私は回らなくなった頭で考える。けれどすぐに、リシャルド殿下が約束の内容を教えてくれる。

「俺が戦争に勝利するっていう約束」

「ん」

　けれど、私が返事をする前に再び唇をふさがれる。リシャルド殿下が勝利を約束して、無事に帰って来てくれるのならば、それが一番いい。

「はっ……、シーラ、舌出してごらん」

「ふぁ」

　気付いたときには、リシャルド殿下の手は私の胸に添えられていた。優しく揉みながら、甘いキスを繰り返される。

　こんな、誰が通ってもおかしくない中庭なのに──。けれど、誰も通らないためか、リシャルド殿下の手が、口づけが、止まる気配はまったくない。

　最初は何もしないって言ったはずなのに。

　すでにとろけきってしまった私は、言われるがままに舌を出す。すぐに殿下のそれが絡められて、深い口づけへと変化していく。

　息も絶え絶えになった私は、殿下の勝利するという約束に頷いてしまう。




　もちろん、リシャルド殿下に意図して隠された〝ご褒美〟の部分はすっぽりと頭から抜け落ちてしまった状態で──……。





♪　♪　♪






　いつもと変わらないはずなのに、リシャルド殿下がいないというだけで、私はなんだか落ち着かない。

　殿下が戦争へ行って数日。顔を合わせない日々というのが、不思議で仕方がない。自分の中に音がない、そんな感覚で──笑ってしまう。

「別に、私はリシャルド殿下のことが好きなわけじゃないのに」

　あれだけ真夜中にキスを交わしたけれど、別に恋人同士でも、婚約者でも、なんでもないのだ。

　それなのに、私は中庭のベンチへと腰掛けている。

　リシャルド殿下のことを考えたいからではない。歌の練習に丁度いいから、単にこのベンチに座っているだけ。決してほかの気持ちはない。断じてない。

「…………」




　──駄目。落ち着かない。

　ぐぬぬ。こんなに気になるなんて。戦争という、馴染みのないものだから。必要以上に心配だと思ってしまう。……それだけ。

「よし。図書館に行って隣国のことでも調べ──」

　ベンチからすくっと立ち上がったところで、渡り廊下で立ち話をしている騎士が視界に入る。この場にいるということは、戦争にはいかない残留組だろう。

　さすがに騎士が全員とも戦争に行っては、城の警備がおろそかになってしまう。

　半分くらいかな？　私はここ数日の騎士たちを思い返す。普段より数が少ないのは当たり前だけれど、それでも少し多いようなイメージだ。

　国運がかかった戦争なのだから、もう少し騎士を派遣してもよかったのではないか。そう思うけれど、私に戦争のことはさっぱりわからない。

　こうして、騎士たちの雑談をこっそり聞いて戦況を把握することくらいしか出来ないのだ。

「やばいっぽいな」

「……ああ。リシャルド殿下が将で出征されたけれど、圧倒的にこっちが不利だ」

「兵士が逃げ出さなきゃいいけどな」

　嘘……。

　私は騎士たちの話を聞いて、愕然とする。図書館に行くのをやめて、柱の陰から騎士たちの話をこっそり聞くことにした。

　そこまで優勢ではないけれど、ぎりぎり負けないライン。私は勝手にそう思っていたのだ。

　まさか負けそうなほど、苦戦しているのではないだろうか。ドキドキと早く脈打つ心臓を抑えつつ、私はもう一度騎士たちの会話に耳を傾ける。

「……救援要請も来てるらしいが、国王が頷いていないってな」

「まじかよ。向こうには、俺たちの同僚がいるってのに」

「もう数日すれば、戦況を知らせに早馬がくるだろうけど──どうだか」

　俯きながら、騎士はあきらめの混じる顔で笑った。




　──とりあえず、とてつもなくピンチだということはわかった。

　笑いながら私に約束を取り付けたくせに、これじゃあただの死亡フラグではないか！　だから、私を専属にはしないと言い直したんだ。

　専属歌手になれば、基本的に私も一緒に戦争へついていく。けれど、勝てる戦いじゃなく、危険だから私は連れていかないと──そういう意図があったのだろう。

「……馬鹿殿下」

　チャラチャラして、好き勝手しているくせに。

　こういうことは何も言わずに、自分ですぐに決断をしてしまう。私に考える暇も与えないほど、その思考は素早い。

「帰ってきたらご褒美をなんて……」

　──帰れる保証なんて、どこにもないのに。

　むしろ、帰ってこれない可能性の方が高いのに。

「っと、そろそろ休憩も終わりだな」

「ああ。緊急要請があったらしいから、俺たちも前線に行くかもしれないな」

「荷物の準備もしといた方がいいか……。死にたくねぇんだけどな」

　──本当に帰って来てくれるなら、ご褒美でもなんでもあげる。

　だから早くその姿を見せて、リシャルド殿下。

　私は泣きそうになりながら、無事を祈った。





♪　♪　♪






　数日して、私のもとへアンネが訪ねてきた。

　どうしたのだろうといつも通り中庭で話を聞くことにすると、アンネは一冊の大きな本を取り出して私に見せてくれた。

「家で見つけたんですけど、シーラお姉様は読んだことがありますか？」

「ええと、どうだろう……」

　正直に言うと、あまり本を読んだ記憶がなかったりする。ただ、タイトルには見覚えがあるので、もしかしたらお母様が子守唄代わりに読んでくれていたかもしれない。

　温かい太陽の光の下で、私は覚えてるかなと首を傾げつつ、その本を読み始めた。




　──童話、かな？

　それは、この世界に古くから伝わっている物語の一つだった。




　宮廷音楽家は、一人の歌姫から発祥し作られたものだ。

　王子様と恋に落ちた歌姫は、自分の歌声に魔力を乗せることが出来るという──特殊な、魔法を使うことが出来たのだ。

　魔力の乗った綺麗な歌声は、人々の傷を癒やし、戦うための力を増幅させることが出来たとされている。

　女神様に愛された少女と、そんなロマンチックな描写がされている。




　──歌に魔力を乗せる歌姫なんて、いたら無敵だろうな。

　そして少し、憧れてしまう。

　おそらくこの歌姫にとって歌とは自分の世界すべてだったはずだ。いわゆる、天職のようなものだったのだろうと思う。

　それはひどく羨ましくて、甘美だ。

「ありがとう、アンネ。とってもいい話だった」

　最後は、もちろん王子様と歌姫がハッピーエンドになって結婚する……というもの。

　この本で歌姫の身分については触れていないから、もしかしたら身分違いの恋という展開だった可能性もある。けれど、この世界は身分差の大きい結婚をよしとしない風潮がある。

　──この二人が、幸せに暮らせていたならいいな。

　別に自分とリシャルド殿下のことを重ねたわけではないけれど、ほら、物語はハッピーエンドの方が読んでいて楽しいし、ほっとする。

　ただ、それだけ。

「わたくしこの本を読んで、ある考えが頭をよぎったんです」

「……アンネ？」

　いつになく真剣な表情の妹は、私を真っすぐに見てから、とんでもないことを口にした。




「この魔力を歌に乗せる歌姫って──シーラお姉様と同じじゃないですか？」

「え……？」

　突然すぎて、私は驚きの声をあげる。

　だって、私は歌に魔法を乗せるうんぬんではなくて、魔法を使うことが出来ないのだ。魔力がゼロというわけではないと思うので、練習をすれば少しは使えるかもしれないけれど。

　まぁ、私の魔法に関してはそんな事実がある。

「アンネってば、考えすぎ。私は魔法が苦手だから、自分の歌に魔力を乗せるなんて器用な真似は出来ないよ」

「でも……」

　私が否定をするけれど、アンネはどうにも納得がいかないらしい。

　きっと、気絶して起きてから私がうたい始めたから……そう思ってしまったのかもしれない。気絶してしまった衝撃で、自分の中で魔法の能力が目覚めたとか、そういうことが──実は割とある。

　この世界の魔法は、もちろん自身が持つ魔力によって影響を受ける。

　でも、人は想いの気持ちが強いと──それすらをも、凌りょう駕がすることがあるのだ。なんて、これも夢物語の範はん疇ちゅうではあるけれどね。

「……そうですよね、ごめんなさい。この歌姫は本の中の人ですもの、お姉様に押し付けるように言ってしまってすみません」

「ごめんね、アンネ。でも、私はそんなすごい魔法を使うことは出来ないの」

　大変残念では、あるのだけれど。

　しかし、歌に魔法を乗せる──かぁ。本当にそんなことが出来たら、嬉しくて死んでもいいと思えてしまうかもしれない。

　歌が大好きな私にしたら、これほど嬉しい魔法はないからね。

「でも、魔法を使えるのは便利だからね。少しずつ、練習はしてみようと思う」

「はい。リシャルド殿下も、きっとお喜びになられると思います！」

「え？」

　なぜここで、アンネからリシャルド殿下の名前が出るのだろうか。

　意図がわからずに首を傾げると、きょとんとした表情で爆弾発言をしてくれた。

「シーラお姉様は、リシャルド殿下の歌姫になって、殿下のお力になりたいのだと思っていたのですけれど……。今回も、歌姫ではないから戦争に行けず、もやもやしてらっしゃるのかと思って来たんです」

「…………」

　まさか、実の妹にそう思われているなんて──!!　しかも、かなりの誤解を与えてしまっているではないか。急いで訂正しなければと、私はアンネにリシャルド殿下のことを伝える。

　チャラいということは説明したけれど、キスをされたり抱かれてしまいそうになったことはそっと伏せる。あんなこと、恥ずかしくて誰にも言えたものではない。

　私がリシャルド殿下の専属になりたいわけではないということを、とりあえず必死に伝えた。




「……はぁ」

「あ、アンネ？」

　一生懸命説明を終えたところなのに、大きなため息をつかれてしまった。

　……もしかして、王族であるリシャルド殿下に対して不敬だと思われてしまっただろうか。確かに、専属の歌姫になりたくないなどと──不敬極まりない。

「シーラお姉様は、自分の気持ちに鈍感ですね」

「え？　そんなことはないけど……」

　だって、素直に歌をうたいたいと思っているし、前世の自分もすんなり受け入れたからね。気持ちや記憶に関してはかなり柔軟対応が出来ると思っている。

「そんなこと、あります！　きっと自覚はないでしょうけど、お姉様、リシャルド殿下がお好きでしょう？　心配で仕方がないと、顔に書いてあります」

「えっ!?」

　いや、確かにリシャルド殿下のことはとても心配している。それは、うん……間違いない。しかし好きかと問われれば、そんなことはない！　と、力の限り叫べる。

　──だって、私の好きなタイプは真面目な人。つまり、チャラいリシャルド殿下とは正反対のタイプなのだから。

「素直じゃないんですから……。目の下に隈が酷いですよ？　リシャルド殿下と戦争のことを考えてしまって、あまり眠れていないのでしょう？」

「……アンネには、お見通しなの？」

「だってわたくしはシーラお姉様の妹ですから」

　これくらいはお見通しですと、微笑まれてしまう。

　まぁ、好き嫌いに関しては置いておくとしても──心配だということは、事実だ。ベンチに座っているアンネの肩に少し顔を埋めて、少しだけ甘えさせてと頼み込む。

「もちろん、いいですよ。……戦争が早く終わればいいですね」

「うん、そうだね……」




　誰もいない中庭には、私たち姉妹の声だけが零れた。





♪　♪　♪






　戦争が開始されてから、一ヶ月が経った。

　未だに、リシャルド殿下は帰還されていない。私はといえば、相変わらず毎日中庭で歌をうたって過ごしている。

　練習しているのは、勝利の歌だ。悲しい恋の歌より、明るいリズミカルな歌より、今は我が国が戦争に勝利してくれることだけを願っている。




「シーラ！」

「あ、マリエッテさん」

　私の名前を呼びながら、マリエッテさんがこちらへぱたぱたと走ってくるのが見える。今や、私が中庭で練習をしていることを知らない人はいない。なので、すぐに見つかってしまうのだ。

　慌てた様子の彼女に首を傾げつつも、どうしたのか問いかける。

「歌姫を選定するらしいわよ！」

「？」

　意味がよくわからないその言葉に首を傾げると、「リシャルド殿下の歌姫よ！」と、マリエッテさんが声をあげた。




　歌姫とは──。

　宮廷音楽家の歌手が、王族や上級貴族の専属になった場合に使われる名称だ。

　そのため、リシャルド殿下は私のことを歌手ではなく〝歌姫〟と呼んでいたのだけれど。専属という意味がもちろん一番ではあるけれど、王族のお気に入りということを示す意味もあるのだ。

「でも、歌姫は王族本人が選ぶものですよね？」

　こちらで勝手に選定をするものではないのだということを示し、マリエッテさんにどういうことなのか説明を求める。

　一瞬、瞳を迷わせつつも私に説明をしてくれた。

「……隣国との戦況が思わしくないでしょう？　だから、リシャルド殿下に歌姫を派遣するのですって」

　マリエッテさんの言葉を聞き、私は静かに頷いた。

　もしかして、もしかしなくても──勝利が絶望的だから、せめて女の子を派遣しよう。そんなニュアンスが含まれていることを瞬時に理解してしまった。

　この城に残っている騎士や、貴族たちの噂話は日に日にエスカレートしている。もう負けそうだとか、こちらの騎士が千人以上やられて戦力差が一万ある、とか。

　そんな、嘘か本当かもわからないような噂が今は溢れているのだ。

　私は、何を信じればいいのかわからなくて、眠れない夜が続いていた。




　──だから、だろうか。

　純粋に、リシャルド殿下の歌姫に──選ばれたいと、思ってしまったのだ。




　私のそんな心を知っているのか、マリエッテさんは言葉を続ける。

「とはいえ、リシャルド殿下の了承は得ていないのよ。国王の判断だから……。殿下の歌姫になれるかまではわからないけれど、戦火の中へ行くのだもの。殿下の専属にしない、ということは不可能だと思うのよね」

「…………」

　たとえリシャルド殿下が拒もうとしても、戦場に来た歌手を専属にしないということは、王族の権威にも関わるらしい。

　つまり、選ばれると自動的にリシャルド殿下の歌姫になるということだ。

　──本人の意思は、関係なしに。

「シーラはどうするの？」

「え……？」

「戦場に行くのだもの。一応、正当な理由があれば、選定から免除されるのよ」

　マリエッテさんの言葉に、私はなるほどと頷いた。

　私は選定免除を受けることが出来る。

　たとえ貧乏でも、子爵家の令嬢だ。貴族というだけで、今回のことは免除してもらうことが出来る。けれど、私はそんなことをまったく考えはしなかった。

「──いいえ。受けます、選定」

　私は真っすぐマリエッテさんを見て、自分の決意を告げる。

　リシャルド殿下が、一人で戦火の中にいるのであるならば──私もともにありたいと、思ってしまったのだ。

　しかしそれ以上に──。




　ほかの歌手に、リシャルド殿下を渡したくないと──思って、しまったのだ。




「わかったわ。シーラなら、そう言うと思ってたもの」

「マリエッテさん……」

「これでも貴女の先輩ですからね。気になっているんでしょう？　リシャルド殿下のこと」

「…………」

　ここで素直にはいと言えたら、少しは可愛気があったかもしれないと苦笑する。

　しかし、アンネといいマリエッテさんといい……。私は、はたから見たらリシャルド殿下が大好きな人間だと思われているのだろうか。

　もちろん、仕える主ではあるのだから嫌いということはないけれど。

「私たちのような宮廷音楽家では、歌姫か愛人がいいところだけれどね。リシャルド殿下はお優しい方だし、悪くはされないわよ？」

「それは、そうですけど……」

　殿下が優しいことは、嫌というほどわかっている。

　チャラいだけあって、女性の扱い方も丁寧でスマートだ。この身をもって体験したから、嫌というほどわかっている。

「あら……」

「……？」

　俯いた私を見て、マリエッテさんがにやりと声をあげる。

「もしかしてシーラってば、リシャルド殿下にいただかれちゃったの？」

「なっ！　そんなことないです!!」

「やだ、ムキになっちゃって可愛いんだから」

　くすくす笑うマリエッテさんに反論しつつも、あまり効果はない。「顔が真っ赤ね」と言われてしまっては、抱かれてはいないけれど何かありました！　と、言っているのと変わりない。

　ううぅ、これは決して私の本意ではないというのに。

　マリエッテさんはベンチから立ち上がって、そろそろ戻るわねと告げた。

「ちなみに、選定は一週間後よ」

「……わかりました」

「シーラが一番リシャルド殿下のことを想っているだろうから、先に応援してあげる。頑張ってね！」

「マリエッテさん！」

「ふふ、じゃあね」

　選定にはマリエッテさんも出るんじゃないのかなと思いつつ、私はとんでもない道に進み始めてしまっているのでは──と、不安になった。

　リシャルド殿下の歌姫になるためじゃなくて、心配だから歌姫の選定試験に合格して、リシャルド殿下の様子を見に行こうとしているだけ。

　うん、それだけだ。決して、リシャルド殿下の歌姫というポジションに納まりたいわけではない。愛人なんて、嫌だから。これは、様子を見に行くだけ。それだけだと──何度も、私は自分に言い聞かせる。




　でも──。

　もしも私が、リシャルド殿下の歌姫になったらどうなるんだろう……？




　マリエッテさんは自室に戻ったけれど、私はどうしても寝る気にならず、そのまま中庭のベンチにぼーっと座っていた。

「戦況はどうなんだろう？　まさか戦争がある国に転生するなんて、いいのか悪いのか。いや、よくはないよね」

　ベンチにゆったりと座り、空を見上げればいっぱいの星。

　日本では見ることの出来なかった光景に、自分が違う地で生まれ変わったことを、違う世界で生きていることを感じさせられる。

　リシャルド殿下も、同じ空を見ているのだろうか？

　……って、戦争真っ只中じゃそんな暇もないかもしれない。

「私がリシャルド殿下の歌姫になったら、愛人っていうことになるのかなぁ」

　間違いなく、いい結婚は出来ないだろう。

「でも、アンネを助けてもらえるし、家へ援助をしてもらうことは出来る」

　自分の未来をリシャルド殿下に捧げて、妹をロリコン親父から助けてもらう。この判断がいいのかはわからないけれど、悪いとも言いきれない。

　あとは、私の気持ち次第……なんだろうか。

「……リシャルド殿下」

　特に意識はしていなかったというのに、私の口から名前が零れた。

　勝手にキスして、勝手に弄んで、勝手に……戦争に行って。人に聞くということをしない殿下は、とても自由だ。

　私はリシャルド殿下のことをどう思っているんだろう。

　愛人には絶対になりたくないけれど、私のことを気にかけてくれるのはとても嬉しいと思った。

「リシャルド殿下が、王子様じゃなかったらよかったのに……」

　──なんて。

　って、私はいったい何を考えているのか！　思わず頭を抱えて、ベンチにうずくまる。だって、これじゃあまるで、私がリシャルド殿下のことを──……。

「……駄目、寝よう」

　このままだと、いろいろ自分の頭が爆発してしまいそうだ。

　とりあえず、派遣される歌姫の権利を勝ち取ってから考えよう。きっとそれがいい。





♪　♪　♪






「本当に、隈が酷いな」

「え？」

　私に向けられた言葉を聞いて、思わず声をあげる。一応、化粧で隠してはいるのだけれど……そんなに酷いだろうかと、苦笑する。

　声をかけてきたのは、私が音合わせを手伝っている楽師。最近、彼はよく私に音合わせを頼んでくるのだ。

　名前をダンといい、長い黒髪を後ろで一つに結んでいる。特に王族の専属にはなっておらず、貴族のパトロンが二人いる先輩だ。

「……ちゃんと寝てますよ？」

　睡眠時間が少ないのは、否定出来ないけれど。

　心配する彼に大丈夫だと笑いながら、私は楽器に歌声を合わせる。けれどダンはどこか納得が出来ないようで、訝いぶかしんだ視線を私に送ってくる。

「何か悩みでもあるのか？」

「ええー？」

　どうやら、私に隈が出来ている理由までは、彼にわからないらしかった。リシャルド殿下が心配であまり眠れないんですなんて──そんなこと、恥ずかしくて自分から誰かに言うことなんて出来ない。

「ああ、わかった」

「！」

　まさか、ばれたのか!?　そう思ったけれど、ダンの言葉に逆に驚かされてしまう。

「もうすぐ、リシャルド殿下の歌姫選定があるだろう。シーラは、それに選ばれたくないんだろう？　戦場に行かないといけないんだから、嫌に決まっているよな」

「あはは……」

　乾いた笑いを返すのが、精一杯だ。

　──逆なんだけどな。

　私は歌姫に選ばれて、リシャルド殿下が無事でいるのかを確かめに行きたい。もちろん、歌姫になりたいというわけではないのだけれどね、断じて。

「辛いよな。拒否することも出来ずに、選定されないといけないっていうのは……」

「そうだね……」

　ダンは私が子爵令嬢だということを知らないので、辛いよなとつぶやいている。私が貴族だということを知っているのは、宮廷音楽家ではトップの上司とマリエッテさんだけだ。まぁ、この情報はそんなに重要でもない。

　それに──今回のようなことがあると、私だけが危険な戦場へ行く選定を辞退出来るのだ。よく思わない歌手の女性は、きっといるはずだ。




「なあ、暇か？」

「ん？」

　音の合わせがほぼ終わった段階で、ダンが私に問いかける。ほかにも仕事を手伝ってほしいのかと思い素直に頷くと、お茶に誘われた。

「いったいどうしたんですか？」

「こっちばかり世話になってるから、何かお礼をと思ってな……」

　少し照れたようなダンの言葉に、私はなるほどと頷いた。確かに、歌手と楽師では、楽器の調律の方が大変だ。

　でも別に、私はそんなことを気にはしないのに。苦笑しつつ、気を遣わなくて大丈夫ですよと伝えて、片付けを始める。

「それに、ちゃんとお給料はいただいていますからね！」

　一応、これだって宮廷音楽家の仕事のうちなのだ。なので、ダンが気にするようなことではないと私は考えている。

「いや、だけど……」

「お気遣いは、不要ですよ。私は歌の練習をするので、これで失礼しますね！　手伝いならいつでも引き受けるので、また声をかけてください」

「あ、ああ……」




　ダンに別れを告げて、私はいつも練習する中庭へと足を運ぶ。

　リシャルド殿下の歌姫選定までに、少しでもうたいたい。そしてその歌が、戦場に届けばいいと私は思うのだ。




「まぁ、そんなのは無理だけど」

　ここから戦場まで、歌が届くわけがない。

　もしも届くのだとしたら──それは、本に出てくる伝説の歌姫の歌くらいだろう。いつかそんな歌手になれたら素敵だけど、いかんせんおとぎ話のようなものだ。

「ふぅ……」

　現実は、そうそう都合よくいかないのだ。もしうまくいくのであれば、私はとっくにパトロンをゲットしてアンネをロリコン親父から助け出している。

　リシャルド殿下だって、戦争に行ったりしてはいないはずだ。




　中庭にあるいつものベンチに腰かけて、大きく空を見上げたところで──にゅっと、影が現れて覗のぞき込まれたことに気付く。

「あら、シーラってばため息？」

「マリエッテさん！」

「ダンの手伝いをしていたんでしょう？　お疲れ様」

　私の横に腰かけて、マリエッテさんも「何か見えるの？」と空を見上げる。雲一つない晴天が見えるだけだけれど、どうしてか見上げてしまう。

　だってこの空は、戦場にだって繋がっているはずだから。

「そういえば、お茶を断られたってダンが嘆いてたわよ？　罪な女ね、シーラってば」

「え？」

　仕事だからお礼を断っただけなのに、マリエッテさんはくすくす笑いながら私を見る。意味がわからないと返せば、「あら」と微笑まれる。

「まぁ、いいわ。シーラはリシャルド殿下に夢中だもの」

「べ、別に夢中なわけじゃないですよ！」

　ただその、なんというか……少し気になっているだけです。歌姫になろうとしているのだから、私の言葉に説得力はないけれど。

「……早く戦争が終わればいいわね」

「マリエッテさん……」

　どこか遠くを見るように、ぽつりとつぶやく声が耳に入る。私もその言葉にただただ頷き、早く平和が訪れればいいと願った。





♪　♪　♪






　ほどなくして、派遣される歌姫の選定が行われる日がやってきた。

　方法は簡単。王様の前で歌をうたい、気に入られた者が派遣されるという、至極簡単なこと。

　選定会場の一室には、十人ほどの歌手がいる。落ち着いた内装の部屋で、皆が落ち着きなく開始されるのを待っている。

　──でも、まさか国王の前でうたうことになるとは思わなかった。

　この国のトップが、私の歌を聴いてくれる。もちろん、夜会で披露はしたけれど、それとはまた違う。ちょっとだけ、緊張するね。




「リシャルド殿下の専属になれるなんて、夢みたい」

「素敵ですものね～！」

　──なるほど。

　私が思っている以上に、チャラいリシャルド殿下は人気のようだ。選定を受ける歌手から、期待する声があがる。……まぁ、そうだよね。イケメンだし、優しいし、女性の扱いが上手だし。

　でも、手が早いという致命的なチャラさが残念。

　なのに。

　私は、彼のためにうたいたいと思ってしまっている。

「……なんだかなぁ」

　自分のことなのに、うまくいかない。

　そんなことを考えているうちに、国王の入場を騎士が告げる。すぐに全員が跪ひざまずくかたちをとり、王の入場を待つ。ゆったりとした足取りで入って来た国王は、集まった歌手へと視線を巡らせる。

　この後は顔をあげて、一人ずつ歌を披露するはずなのだが──思ってもみなかったことが、起きた。

「このなかに、リシャルドが気にかけていた歌手がいるそうだな？」

　国王の言葉に、私の心臓が大きく音を立てる。

　まさか自分のことだろうかと、早鐘のように心臓がドキドキとしてしまう。……でも、リシャルド殿下はとてもチャラい。私以外にも、気にかけていた歌手がいてもおかしくはない。

「おらぬのか？　名乗り出よ」

「…………」

　しかし、誰も名乗り出ない。

　やっぱり私か!?　なんて思っていたら、おずおずと一人の歌手が名乗りをあげた。

「お前か？」

「リシャルド殿下には、とてもよくしていただいております……」

「ふむ。うたってみよ」

　申し出た歌手は、一礼をしてうたいはじめた。




　──やっぱり、ほかにも気にかけていた子がいたんじゃない、あのチャラ殿下め！

　もちろん私にこんなことを言う資格はないのだけど、胸のあたりにもやっとしたものを感じる。もやもやするけれど、私にはどうしようもない。

　名乗り出た歌手の歌を聴き、ぼんやりとする。

　そしてふいに、もしかしてこの子に決まってしまうのでは？　という考えが脳裏によぎる。だって、国王はリシャルド殿下のお気に入り歌手を派遣しようとしているのだ。

　であれば、選定会ではあるけれど、ほかのメンバーは歌を披露すら出来ないかもしれない。これはやばいぞと思ったところで、国王がパンと手を叩いた。

　な、なんだろう……？

「もうよい。どうやらそなたは、リシャルドに派遣する歌姫ではないようだ。──ほかには、おらぬのか？」

　おおおっ？

　あまり聴いていなかったけれど、今の歌手は王のお気に召さなかったようだ。ならば、チャンスだ！　私は手を挙げて、次にうたいたいということを国王に伝える。

「うたってみよ」

「ありがとうございます」

　私はゆっくり立ち上がり、姿勢を確認する。優雅に一礼をし、深く深呼吸をして────私の音を紡ぐ。

　すぐに国王が感嘆の声を漏らすのを耳で捉え、けれど続ける。うたったのは、リシャルド殿下の勝利を願う祈りの歌だ。

　古くからこの国にある歌だけれど、そのままうたうなんてことはしない。私なりにアレンジをして、高音は高く、旋律は繊細に。

　国王に止められることなく、私は最後までうたいきった。

「素晴らしい。さすがはリシャルドの歌姫か」

「ありがとうございます」

「では、リシャルドのもとへは貴女を派遣しよう。しっかりと職務に励むように」

　国王の言葉に内心ガッツポーズをしつつ、私は跪いた。国王が退室するのを見送ってから、一息つく。さすがは王、威厳があってプレッシャーがすごかった。




　すぐにほかの歌手が私のもとへ集まってきて、おめでとうとお祝いの言葉を送ってくれた。先ほど不合格になってしまった歌手も、悔しそうにしつつも私の歌を認めてくれたようで嬉しくなる。

　でも、彼女もリシャルド殿下によくしてもらっていたのならば──専属である歌姫に、なりたかったのではないだろうか？　そう考えると、申し訳なく思ってしまう。

　だけど、今回ばかりは譲るわけにはいかない。

　これで私が戦争に行くことは決定だ。

　……もちろん、怖くないといったら嘘になる。でも、リシャルド殿下が帰ってこない未来の方がずっとずっと、怖いのだ。

　私が行ったからといって強くなるわけではないのだけれど、少しでも殿下が平穏を送れたらいいなと思う。








第四章　勝利の歌を貴方に












　ゴトゴトと、私を乗せた馬車が走る。

　歌姫に選ばれた私は、すぐに城を旅立った。用意された馬車はとても豪華なもので、今まで乗っていたものとは雲泥の差。

　揺れの少ない馬車内に、ふかふかのクッションが敷かれているためお尻も痛くはならない。

　リシャルド殿下のいる戦場まで、馬車で二十日間。地味に遠くて、もどかしい。




「気を紛らわすために、歌でもうたおうかな」

　今は馬車の中だけど、小さな声であればうたってもいいだろう。リシャルド殿下に、私の歌が少しでも届けばいいと思う。

　そしてふと、アンネと話していたことを思い出す。

「……伝説の歌姫が、魔力の乗った歌で王子様を救うお話だったよね」

　王子様の歌姫は、その歌に魔力を込めることが出来た。その歌は力を与え、傷を癒やす力を強める。

「確かそれを、女神の祝福と呼ぶんだっけ」

　アンネが持ってきてくれた本を読み返したら、書いてあったのだ。もちろん、私は歌に魔力を乗せるというような芸当は出来ない。

　それに、中庭でどれほど歌が届けばいいと思いながらうたったことか。我ながらメルヘンだなと思いつつも、少しでも可能性があればそれにかけたいと思ってしまった。

　多少役に立てばいいなと、魔法の練習を試みてはみたのだけれど──うんともすんともいわなかったので、私の魔法適性は皆無なのだろう。

　せっかく転生したんだから、魔法を自在に使えたらよかったんだけど……。人生、そう上手くはいかないのだ。残念なことに。

　つまり、自分の歌に魔力を乗せてうたうなんて、夢のまた夢。遥か先にある夢物語なのだ。

「私にその力があれば、リシャルド殿下を助けてあげられるかもしれないのにな……」

　ぽつりと漏れた私の言葉は、馬車が走る音によってかき消された。





♪　♪　♪






　馬車の旅は、とても順調に進んだ。

　途中に泊まる場所も、リシャルド殿下の歌姫ということもあり、綺麗な宿を用意してもらうことが出来た。正直に、それはありがたかった。

　最後の宿を発ったから、戦場まであと少し……というところ。




　──私は、戦況に関する説明を受けた。

　それを思い出すと、なんともいえない気持ちがこみ上げてくる。恐怖という言葉が、一番しっくりくるだろうか。

「戦況は、よろしくない」

　騎士が、正直にそう告げてきた。

　リシャルド殿下は最前線で戦っていて、後ろに下がってなどいないそうだ。リシャルド殿下が前線に立ち、戦っているからこそ騎士たちは、諦めずに戦ってくれている。

　もしかしたら、大怪我をしているかもしれない。優しく微笑んでいたリシャルド殿下の顔を思い出し、早く戦場に着けばいいのにと──思う。

　祈るような気持ちでいると、馬車がその歩みを止める。

「シーラ様、少し休憩しましょう」

「……わかったわ」

　──そうよね、休憩して落ち着くのも大事だ。

　馬だって休めなければいけないのだ。自分が早くと急せかしても、いい結果には繫がらない。馬車から降りて、外の空気を取り込もうとして──その熱気に喉が詰まる。

「……？」

「ああ、戦場はすぐそこですから。そこの丘から、見えますよ」

　騎士が丘を指さしているのを見て、私はすぐそこへ向かう。少し小高くなっていて、一本の木が生えている場所だ。

　ちょうど、ここが休憩スポットでよかったと思う。いきなり戦場を見せつけられるのよりは、心の準備をすることが出来るから。

　そっと丘の上から見下ろすと、眼下には本物の戦場があった。

「っ！　これが、戦争──」

「そうです。こちら側にいるのが我々で、向こうにいるのが敵国です。戦況は──」

　騎士の言葉を聞き、私は大きく首を振る。──そんなこと、聞かなくてもわかる。

　青い色を纏ったリシャルド殿下の部隊と、オレンジを纏った先方。どちらの分が悪いかなんて、説明をされなくてもわかる。




　こちら側が、圧倒的に押されている。

　──リシャルド殿下は、どこにいるだろう？

　じっと戦場を見て、殿下を捜す。しかし同時に、味方の死体や苦しむ姿が嫌でも目に入ってくる。吐きそうになるのをぐっと耐えて────見つけた！

　白い馬に乗っていたから、すぐにわかった。

「リシャルド殿下……っ！」

　気付いたときには、名前を呼んでいた。

「馬鹿！　大将なのに、どうして一番前にいるのよっ」

　一番後ろの、安全なところにいてよ！　と、そう叫べたらどんなに楽だったろうか。もちろんそんなこと、間違っても口には出せない。

　味方の騎士が、兵士が、自分の命をかけて戦っているのだ。それを奮い立たせるために、リシャルド殿下が最前線にいることは理解出来る。

　でも、理解は出来るけど──心は、追いつかない。

　リシャルド殿下が剣で敵を薙なぎ払い、魔法を使ってとどめをさす。青い服は血で汚れていて、それが殿下のものなのか、相手のものなのかがわからない。

　こんなにももどかしく思ってしまうなんて。

「……今、私に出来ることは何もない」

　──でも。

「リシャルド殿下の勝利を願って、ここからうたうくらいはしてもいいよね？」

　伝説の女神にはなれないかもしれない。

　でも、私はリシャルド殿下の無事を、勝利を、誰よりも一番切実に願っている自信がある。

　だから────届いて、私の歌。




　丘の上、戦場を見下ろしながら私は歌をうたう。

　リシャルド殿下のために、国のために。今まで生きてきたなかで、最高の歌になるように……。

　ねぇ、私の歌は届いている──？





〝どんな星空よりも多く　貴方に祝福の鐘を鳴らすと誓おう




枯れた大地に水を降らせたのは　勝利の花を咲かせるため──〟






　天よりもっと上へはばたくようにと、高音の音を全身でうたう。強弱の難しい音程と、けれどこの世界のメロディも一部はそのまま使う。

　私の奏でた音は、緊迫した空気を振動させて戦場へと届いた。





〝新たなこの地を捧げよう




そのために振るった剣は　何者にも折られはしない




新たな地に　我が剣を突き立て祝福を贈ろう──♪〟






　──あ。

　リシャルド殿下と、目が合った。

「……よかった」

　ぽつりと合間に呟いて、けれど私は歌を止めない。祈りを込めてうたっているのだから、きちんとうたいあげたいのだ。

　ざわりと、私の後ろにいた騎士たちが驚きの声をあげた。

　確かに私の歌は珍しいけれど、ただの宮廷音楽家。どうしてそこまで驚くのだろうと思い──自分の変化に気付いた。




　──魔力。




　夢中でうたっていたから気付かなかったけれど、自分の歌に魔力が乗っていた。まさかそんな、伝説の歌姫でもあるまいし。

　そう思って、うたいながら自分の体に意識を集中させる。何度も確認をしてみたけれど、やはり私の魔力が歌に乗っているようだった。

　さしずめ、歌魔法というところだろうか。でも、こんなことが起こったことは今までで一度もないのだ。本を読んでからはやってみようと意識したこともあったけれど、実際に音に魔力が乗ることはなかったから……。

　いったいどうして、このタイミングで？

　首を傾げつつも、その理由はまったくわからない。

「……っ！」

　とたん。

　私の体の奥底から──熱が湧き上がるような感覚に襲われた。

　熱い……！

　──でも、歌を止めるという選択肢はない。私の歌に魔力が乗って、リシャルド殿下に届くのならば全部捧げてもいい。だから死なないで、生きて帰ってきて。

　そう思いながら、劣勢の戦場を見つめて私は歌を紡いでいく──。





〝私の歌声で救われるというのならば




私は喜んで　貴方の勝利にこのすべてを捧げると誓おう〟






　本来、歌というものは目に見えないもののはずなのに。今の私には、歌というものがはっきりと見えた。旋律が風に乗り、私の魔力とともに戦火へ向かう。

　必死で戦う味方の騎士に、兵士に、そして──。

　リシャルド殿下に、私の歌が届く……っ！

　魔力を帯びた私の歌は、キラキラと光り戦場の上を飛び交う。そして降りそそぐ先は、リシャルド殿下たちだ。私の歌を纏った味方を見て、その動きが速くなったことに気付く。

　間違いなく、私の歌が、魔法が、加護のように力を発揮している。よかった、私の歌が役に立ったのならば、まさしく私は宮廷音楽家の仕事を全う出来たのだ。

　お願いだから、死なないでリシャルド殿下。あの夜、中庭で交わした約束は無理やりだったかもしれない。

　でも、リシャルド殿下が無事に生きていてくれるのならばそれでいい。だから、早くこの戦争に勝利して、いつもみたいに微笑んでよ。




「あ……」

　目の合ったリシャルド殿下が、笑ったような気がした……。

　ここからは戦場に距離があって、はっきりと顔はわからない。だけど、笑ったと……そう思ったのだ。

　私の歌が盛り上がりの場面にくると同時に、リシャルド殿下が動いた。馬を華麗に操り、大きく戦場を駆ける。それに騎士たちが続き、一気に敵へ攻撃を仕掛ける。

　魔法がうねり、剣のぶつかる音が響いて私の耳に届く。戦う、恐ろしい音のはずなのに──そう思えなかった。まるで私の歌に伴奏をしてくれているかのようだと、そんなことを感じてしまう。

　リシャルド殿下の魔法が中央に火柱をあげ、この戦いは形勢が逆転する──！

「すごい……」

　ここから先は、呼吸をする暇もないくらいに目まぐるしかった。

　騎士と兵士が雄叫びをあげ、畳みかける。今までの苦戦が嘘のようだと、大きく目を見開いて戦場を見た。そしてこちらの騎士が馬で駆け抜け────敵の大将と思われる男を剣で切り裂く。

　その瞬間、音が消えたのではないかという錯覚を覚えた。スローモーションの映画でも見ているかのようにゆっくりと、私の前で戦いに決着がつけられているのだ。私の息を呑む音さえも、聞こえてしまうのではないだろうかと思うほどに。

　すかさず、リシャルド殿下の声が高らかに宣言する。

「わが国の勝利だ──！」

「うおおおおおおぉぉぉぉぉ!!」

　剣を握り締めた騎士も、地に膝をつき立ち上がれない兵士も、リシャルド殿下の力強い声に大きな声で返す。

　赤い色で染まったこの戦場を制したのは、ほかの誰でもない──っ！　私は思わずしゃがみ込み、ぎゅっと自分の体を抱きしめる。

　もう先ほどまでの恐怖はどこにもなくて、歓喜に震える体をただただ抱きしめた。




　大将を討ち取られた敵陣営は戸惑い、逃げ惑う者が出始めた。

　私はほうっと安堵して、胸を撫でおろす。

　よかった。誰も……というわけにはいかないけれど、リシャルド殿下は生きている。自分の足で、きちんとそこに立っている──。

「勝てた……！　それも、シーラ様のお力で……!!」

「歌に魔力を乗せるなんて、そんな伝説のようなことをこの目で見る日がくるとは思いませんでした。以前から、このようなことが出来たのですか……？」

　後ろで様子を見ていた騎士たちが、私へ問いかける。そして同時に、この戦争に勝利したことに対する喜びの声をあげる。

　でも、私だってこんなことをしたのは初めてだ。否定の意味を込めて首を横に振り、魔法が得意ではないということを告げる。

「まさか、こんなことが……。とてもすごいことです。これは、この国の歴史も変わるかもしれません！」

「伝説の歌姫再来じゃないですか！」

「ええと、私も驚いているんです。……普段は、歌をうたってもこんなことは起きなかったから」

　興奮気味に話す騎士たちに、若干戸惑う。確かに、歌姫の伝説には憧れることが多い。加えて、実現出来た人がいなかったからなおさらに。

　やらかしたかなーという思いが強いけれど、後悔はしていない。だって、私の歌で戦況がいい風向きになったのだから。

　苦笑しつつ、馬車へ戻る。

　これからリシャルド殿下の陣営へ向かうのだ。この戦争が終息したか否かの判断は私には出来ないけれど、どうするかの方針は教えてもらえるだろう。





♪　♪　♪






　それからほどなくして、馬車は陣営に到着した。

　たくさんのテントが張られ、大勢の騎士や兵士たち。料理人や文官など、様々な役割の人たちがいる。奥には、野外にむき出しの料理スペースがあり、所々に焚たき火びが設けられていた。

　医務室とみられるテントにはたくさんの人がいて、戦争という現実を突きつけられる。




　私が馬車から降りると、人々の視線がいっせいにこちらへ向けられた。

　あああぁぁ、すっごく気まずい。間違いなく、丘の上でうたっていたのが私だということを把握している顔だ。

　ひそひそと話す声が聞こえてくるけれど、その内容まではわからないのでもやもやする。

「シーラ」

「……っ！　リシャルド殿下！」

　どうしようと小さくなっていると、私を呼ぶ声。すぐに主の名前を呼んで、駆け寄ろうとしたけれど──リシャルド殿下が私のもとへ来る方が速かった。

　ぎゅっと抱きしめられて、「なんで来たの、このお馬鹿」と怒られる。

「……歌姫の選定で、選ばれたんです」

　心配だったからと、そう素直に言えたらよかったんだけど──怒られてしまってはそんなことを言いたくもなくなってしまう。ぷいと顔を逸らし淡々と告げると、リシャルド殿下は大きくため息をついた。

「何度も──歌姫は不要だと言ったのになぁ」

「私に言われましても」

　そもそも、派遣する歌姫を選定したのは国王だ。リシャルド殿下といえど、逆らうことは出来ないのではないだろうか。

　素直にそれを伝えると、殿下は再び大きくため息をついた。

「まぁ、今はそんなことよりシーラかな」

「リシャルド殿下？」

　不意に名前を呼ばれ、今度はいったい何だろうと身構える。

　ごめんと言いながら──リシャルド殿下は、軽く私を抱き上げる。片腕に座るように抱かれて、私の視界は一気に高くなった。

　びっくりしてリシャルド殿下の首に手を回すと、可愛いと笑みを向けられる。うぅ、いきなりこんなことをする殿下がいけないんだよ。

　もう一度、リシャルド殿下の甘く低い声で「シーラ」と名前を呼ばれる。

「……っ？」

　緊張して、ドキドキしてしまうから……あまり名前を呼ばないでほしい。

「ここに来たんだから、もう俺からは逃げられないよ？」

　リシャルド殿下の瞳が、わかっているよね？　と、私に告げる。

「そ、それは……」

「まぁ、逃がしてなんてあげないけどね」

　くすりと笑い、周囲を見渡して声をあげる。

「注目──」

　すぐに、ざわりとしていた雑音が消えてしんとする。パチパチと焚火の音が聞こえるくらいで、それ以外は一気に静寂が訪れた。

　向けられたたくさんの視線に、思わず震えてしまう。ぎゅっとリシャルド殿下の服を掴むと、大丈夫だよと優しくあやされる。

「我が軍に勝利をもたらした、私の女神だ」

「──っ!?」

　いつもの甘く優しい声ではなくて、力強く、威厳のあるリシャルド殿下の声が告げた。普段とのギャップに思わずドキリとしてしまう。

　けれど、それよりも、なによりも……！

　──なんてことを言うんだ、この殿下は!!

　あまりに急な展開にふるふると震えていれば、リシャルド殿下は私の手を取りちゅっと口づける。びくりと体を強張らせると、妖よう艶えんに笑う殿下の瞳に捕らわれる。

　嫌な、予感しかしない。

　一呼吸を置いて、周りからどっと歓喜の声があがる。

　誰もがみな、涙を流しながら自国の勝利を喜び、私のことを伝説の歌姫だと、勝利の女神だと声をあげた。私のことは別にしても、無事に勝てたことはただただ嬉しい。

　思わず、私も一緒に泣いてしまう。こんなに涙もろかったかなぁと思うけれど、一度泣いてしまうと止まらなくなってしまった。

　やばい、どうしよう。

　止まらない涙を手で拭ってはみるが、まったく効果はない。それどころか、リシャルド殿下に擦っては駄目だと怒られてしまう。

「ごめんね、シーラ。戦場は、怖かったでしょう？」

「……大丈夫、です」

　ゆっくりと首を振って、ぎゅっとリシャルド殿下の首へしがみつく。ぽんぽんと、優しく背中を撫でられるとさらに涙が出た。

「よかった、です」

「うん？」

「リシャルド殿下が……ご無事で、よかった──」

　私の耳に、約束したからねという声が届く。でも、それ以上に、今はリシャルド殿下の生きているという鼓動の音が嬉しかった。

　とくんとくんと刻まれる音は、今まで聴いたどんな音よりも心地よいと思ってしまったから……。




　いったいどれくらい、リシャルド殿下にぎゅっとしがみついていただろうか。気付いたときには、にやにやと笑うような騎士たちの声が聞こえて顔を上げられなくなってしまっていた。

「リシャルド様、その可愛い子は誰すかー？　自分の女神宣言とか、羨ましすぎなんすけど」

「さっきうたっていた子ですよね？　どこで見つけてきたんですか」

「っ！」

　ひいぃっ！　どうしよう、無意識だったけど、今の私すっごく恥ずかしい!!

　顔を伏せたままリシャルド殿下の腕から逃れようとするけれど、それを許してくれる殿下ではないのだ。私はさらにぎゅっと抱きしめられる。

「恥ずかしがり屋だから、あまりかまうな」

「ええぇ、ずるいっすよ、リシャルド様ばっかり」

　かなりフレンドリーな騎士たちに、笑いながら対応するリシャルド殿下。このゆるい雰囲気と、先ほどまでの戦場でのギャップ……。

　チャラチャラしているだけかと思っていたけれど、こういう場所での連携はしっかりとれているんだということを認識する。若干部下に舐められているのではないかとも思うけれど、第一王子は確か真面目な人だったから、実は調和がとれているのかもしれない。

「俺は自分のテントに戻るから、お前らあとは頼むぞ」

「了解しましたー！　終戦の報告は、後ほどでいいっすか？」

「明日の昼すぎ、以上。解散！」

　からかうような騎士の声に、リシャルド殿下がきっぱりと言い放つ。そして私の耳元で、「明日の昼までは離さないから」と──先ほどとはまったく違った、甘くぞくりとする声で囁かれる。

　──っ！　だ、だから報告は明日の昼以降って言ったの!?

　それならば、騎士たちがにやにやしながら立ち去ったのも頷ける。「羨ましい」と言った騎士の言葉に、休憩出来るからかな？　なんて思っていた自分が馬鹿だ。

「あ、あの、リシャルド殿下……っ」

「だーめ。自分から俺の腕の中へ来たシーラを、離すわけがないでしょ」

「んんっ！」

　私の首筋にちゅっと口づけてから、リシャルド殿下は歩き始めた。




　向かった先は、陣営の中でもひときわ豪華で広いテント。一目でリシャルド殿下の私室となっていることがわかる。

　簡素ではあるが、一通りの家具などは揃えられていた。戦争真っ只中のテントだとはとても思えなくて、反応に困ってしまう。

「まったく、シーラには驚かされる」

「あ！」

　ソファへと腰を下ろしたリシャルド殿下は、自分の膝に私を座らせる。二人掛けのソファなのに！　そう思って降りようとしたのだけれど、腰をがっしり掴まれて身動きがとれない。なんてこった。これじゃあいつもの不穏なパターンじゃないか。

　シュルリと音を立てて、リシャルド殿下は首元を緩めながら話をする。

「魔力を乗せた歌とはね、恐れ入る。シーラの歌で、味方の傷が癒えた。体力も回復したし、防御力や魔法の威力もあがったんだよ？」

「そ、そうなんですか……？」

　リシャルド殿下の言葉に、私は素直に驚いた。

　まさか、自分の歌にそこまで効力があったとは思わなかったからだ。とはいえ、よく話を聞くと絶対的な力ではないということもわかった。

「効果を自分で意識して付けたわけじゃないのか……」

「魔力が歌に乗ったのだって、初めてです。どうしていいのかわからなかったから、ただただ必死で……」

「効果内容は、詳しく検証しなければ詳細はわからないかな。さっき俺が確認したのでよければ、伝えることは出来るけどね」

　リシャルド殿下に教えてもらうと、少しだけ自分の歌が何をしたのかわかりやすくなった。

　癒しの力は大きな傷を治すことは出来ないし、失った血までは戻らない。全体的な能力値は向上するけれど、それは私がうたっている間に限られるらしい。

　──なるほど。

　あまりにも神がかった力だったのなら、利用されてしまっていたかもしれない。そう思った私は、安心して一気に力が抜けた。

　リシャルド殿下に寄りかかる体勢になってしまい、慌てて体を起こそうとするが、それは当の本人によって阻止されてしまう。

　私をぐっと抱き寄せて、耳元にリシャルド殿下の唇が寄せられる。

「大丈夫だよ」

「え……？」

「その力、怖いでしょう？」

　幼子をあやすかのように、リシャルド殿下の手が私を撫でる。

「伝説の歌姫を、知らない奴なんていない。シーラを手に入れようとする輩やからは、これから大勢出てくるだろうね。軍ではもう、シーラの噂だらけだ」

「……っ！」

　万能の力ではないから大丈夫、なんて、私の思い込みにすぎなかったのか……！　どうしようと一気に不安になり、思わずリシャルド殿下を見てしまう。

　──真剣な瞳が、私を映している。

「何も問題はない。シーラは、心配しなくて大丈夫」

「え？　でも、狙われるって……」

「まぁ、狙われる。──けど、その前にシーラは俺の歌姫でしょう？」

「んっ!?」

　耳元で、甘く囁くように問われる。

　そのままちゅっと耳へ口づけられて、びくりと体が震えた。リシャルド殿下の手が私の頬を撫でて、その指が顎のラインをなぞる。

　殿下と視線が交わって、私の本能が逃げられないと告げる。私を見つめる瞳はまっすぐで、私以外を映そうとしていないから。

「シーラが、俺のものになるために来てくれたんだ」

「あ、殿下……っ？」

「ほかの誰にも、触れさせはしないさ」

「んっ……」

　リシャルド殿下の吐息が、私の唇へとかかる。

「言って、シーラ。俺のものになる──って」

「や、待ってくださ……」

「駄目。待てない。俺の歌姫になるために、シーラは来てくれた。戦場で俺に向けてうたってくれた歌も、ずっと俺を求めてた──違う？」

　ちゅっと額に口づけられて、瞳を覗き込まれる。

「リシャルド殿下……」

　違う？　──なんて問われても、どう返事をしたらいいのかわからない。

　だって、違わないから。

　私のすべてをあげてもいいから、リシャルド殿下に無事でいてほしかった。生きていてほしいと、懸命に祈ったのだ。

　リシャルド殿下の瞳が、私を射い貫ぬくようにじっと見つめて離れない。

「で、ですが……その」

「うん？」

「私は歌姫になるのであって、こういったことは別に望んでいないです、んっ」

　私が必死に訴えているけれど、リシャルド殿下は聞いているのだろうか。好き勝手に、私の顔にキスの雨を降らせていく。

　その度に、不慣れな私はびくんと反応をしてしまう。それがひどく恥ずかしくて、真っ赤になった顔を横に反らす。

「まぁ、シーラの言い分はわかったけどね」

「な、なら……」

　私の髪に指をくるりと絡ませながら、ちゅっとキスをする。

　言い分を聞いてくれたはずなのに、どうしてまたキスをされるのか……っ！　駄目ですという意思表示をするために、リシャルド殿下をぐいぐいと押し返す。

「逃がさないって、言ったでしょ？」

「あ……っ！」

　私の抵抗なんて、リシャルド殿下にとったら抵抗ですらなかったんだ。

　そのまま顎を引かれ、優しく、甘く、口づけられた──……。








第五章　リシャルドの歌姫












「や、……あっ！」

「可愛いよ、シーラ。俺の歌姫」

「んんっ」

　首筋を舌で舐めあげられて、びくりと体が震える。

　駄目と声をあげても、リシャルド殿下は止まりそうにない。今しがたまで戦争をしていたというのに、どれだけ切り替えが早いのか……！

「ちが、うぅ……っ」

「うん？」

　必死に声を絞り出すと、リシャルド殿下が私の顔を覗き込む。

　はふっと呼吸をしてから、私はもう一度違うと首を振る。

「私は、自分の歌を認めてもらいたいんです。だから、その……愛人みたいなポジションを望んでいるわけではないですし、働き以上の報酬だって、求めていない、です」

「なるほどね」

　お偉いさんの愛人を目指して、宮廷音楽家になったわけではないのだ。

　あくまでも、自分の歌を使って報酬を得たいと……そう考えている。なので、貴族に呼ばれたって絶対に行きたくない。

　リシャルド殿下の愛人だって──ならない方がいいというのは理解している。

「わかってくださいましたか……？」

「うん、大丈夫。俺はシーラを愛人にしようなんて思ってないから」

　そう言い、リシャルド殿下の大きな手が私の腰を撫でる。全然わかっていないではないかと驚きつつ、もう一度駄目ですと首を振る。

「そ、それに！　今しがた戦争に決着がついたばかりではないですか!!」

「シーラのおかげで我が軍の勝利。なんの問題もないね」

「大ありですよ、こんな……終わってすぐになんて、ふ、不謹慎です」

　さっきまで生きるか死ぬかの戦争をしていたというのに、どうしてこうも気持ちの切り替えが早いのか。そう言えば、リシャルド殿下は笑いながら「逆だよ」と私に言う。

「戦ってたから、体が熱をもって仕方ないんだ。だからシーラが鎮めてくれるなら、それが一番いいと思わない？」

「な、あ……っ！」

　予想していなかった返しに、私は戸惑う。熱をはらんだリシャルド殿下の瞳が私を見つめ、首筋に唇が触れる。

「これでも結構抑えてるんだよ？　今すぐにでも、シーラを抱きたくてたまらないのに」

「──っ！」

「戦ったあとの男を、シーラは知らなすぎる」

　ぞくりとするほどの低い声で、リシャルド殿下は私を追い詰める。

　──こんなの、逃げられるわけがない……っ！

　でも、ここで捕まってしまえば私は間違いなく愛人コース一直線。一瞬それもありかと頭をよぎりそうになるが、いいわけがない。

　宮廷音楽家になり、アンネのためにいろいろしてはいるけれど幸せな結婚をあきらめているわけではないのだ。私だって、女の子なのだから。

　令嬢たちの憧れであるリシャルド殿下ではあるけれど、その相手が不特定多数いたり、そして王族との結婚なんて貧乏子爵家出身の私では無理。となると──のちに待つのは、捨てられる未来。

　それはまったく幸せではない。

　──愛してはくれるだろうけど、一番になれないのは、嫌。

　リシャルド殿下ばかり、私の中に踏み込んできて──ずるい。自分の体に、私の意志とは関係なく熱が高まっていくのを否定することが出来なくて。

　だから私は、心でも体でもなく、理性でリシャルド殿下へもう一度言葉を伝える。

「駄目です、そんなの。私は、歌を聴いてもらいたいのに……」

「シーラ」

　殿下が私の髪をすくいあげて、愛おしそうに唇で触れる。

「リシャルド、殿下……」

　わかってもらえたのだろうか？　──なんて思ったのも一瞬で、私の体は宙に浮いた。

「きゃっ！」

「そんな顔で言われても説得力がないよ、シーラ」

「!?」

　──どんな顔だっ！

　そう叫びたいけれど、自分の顔が熱を持っていることは嫌でも理解している。耳まで真っ赤になっているのなんて、鏡を見なくてもわかってしまう。

　ソファから立ち上がったリシャルド殿下に横抱きにされて、その足は奥へと向かう。間違いなく寝るスペースだろうということがわかって、ぞくりとした熱いような感覚が私を襲う。

　これまでと比べ物にならないくらい、鼓動が速くなっていく。

「で、殿下！　駄目です、ねぇ、本当に……っ」

　急いで抗議の声をあげるけれど、リシャルド殿下は何も言わない。

　私の抵抗もむなしく、寝室スペースへと足を踏み入れてしまった……。




「──それにね、シーラ」

「……？」

　ゆっくりと私をベッドへ降ろして、リシャルド殿下がその上に覆いかぶさってくる。色を持つ瞳が、私を捉えて離さない。

「俺はシーラの歌が好きだよ。認めているし、毎日だって聴きたい」

「あ、ありがとうございます？」

　それは嬉しいお返事だ。それなら、普通に歌姫としてお仕事をするので問題ない。今このように、私を寝室に連れ込む必要だってないはずなのに。

　苦しい想いをしなくても、いいはずなのに……。

「でもね」

　リシャルド殿下の唇が、優しく私に触れる。

「歌以上に、俺はシーラが好きだよ。感じてるときのシーラはうたってるみたいな甘い声を出すし、耳に心地いい」

「────んっ！」

「それに。戦争に勝ったらご褒美をくれる約束、でしょう？」

　耳元で囁きながら、リシャルド殿下の手が私の胸を撫でる。逃がさないというように、殿下の足が私の両足の間に滑り込んでくる。

　逃げられないと、私の本能が告げる。

　ゆっくりと私の胸を揉みながら、リシャルド殿下はキスの雨を降らせる。

「や、やくそくって！　あれはリシャルド殿下が一方的にしてきたんじゃないですか……っ」

「でも、シーラは頷いてくれただろう？」

　約束したときのことを思い出し、顔に熱が集まる。出来ることならば、思い出したくない。

　あんな、自分からキスをねだるようなこと。思い出しただけで、恥ずかしくて仕方ない。私の様子を見て、殿下がくつくつと笑う。

「あの日の、キスの続きをしようか──」




　私はぎゅっと瞳を閉じて、いやいやと首を振ってみたけれど、リシャルド殿下は私の頬を両手で包み込んでそのまま優しく口づけた。

「や、ぁ……ん、ん…………っ」

　最初は触れるだけ。ついばむように何度も口づけられてから、次第に深くなっていく。歯列をなぞられて、熱い舌が私のそれに絡められる。

「ん、ふぁ……」

　呼吸をしようと口を開くと、甘い声が漏れる。

　それに気をよくしたらしい殿下は、私の胸の頂を指先でくにゅりといじる。思わず声があがってしまうけれど、殿下のキスに呑み込まれた。

　呼吸をするのがやっとなほど、私の唇を離そうとはしない。ちゅっと触れては離れ、少し私が落ち着くとすぐにリシャルド殿下の舌が侵入してくる。

「シーラ。舌を出してごらん」

「ん、やぁ……」

　あのときは流されてしまったけれど、そんな恥ずかしいこと──出来ない。むしろ、私はすでに限界間近だ。

　リシャルド殿下のキスは甘くて、その……気持ちよくて。

　このままでは間違いなく、また流されてしまうのは明白で……。それでも、私に残った理性は必死に流されてはいけないと警鐘を鳴らす。

「シーラ」

「あ、でんか……？」

　ふいに名前を呼ばれて返事をするが、リシャルド殿下は何も言わずに私へ優しく口づける。激しいキスではなくて、静かな海のような、優しいキス。

　何度も触れるだけのキスをされると、次第に私の体から力が抜けていく。リシャルド殿下も、あやすように私の髪を優しく撫でてくれて──それが、心地よくて。

「はぁ……」

「ん。可愛い、シーラ」

「リシャルド殿下……ん、ん」

　熱い瞳で私を見るのに、口づけはまだ触れるだけのものだった。

　それなのに、どうしようもなく体が熱くなる。もっとと、私の体がリシャルド殿下を欲してしまう。触れるだけのキスじゃ、嫌だ──と。

　ちゅっとリップ音をさせて、唇が離れていく。はぁ、とリシャルド殿下の荒い息が私の耳から入り体の奥まで刺激するかのような感覚を湧き起こさせる。

「もっと、欲しい……？」

「あ……っ」

　──欲しい。なんて、そんなこと……恥ずかしくて、言えない。

　何も言わない私に、リシャルド殿下がくすりと笑う。もう一度優しい口づけが落ちてきて、今度は唇を舌でなぞられる。

　口づけたまま、胸元のリボンに指を絡めシュルリとほどかれて、あっという間にはだけさせられ私の胸があらわになる。

「ぁ、んん、……やぁっ」

「可愛い。シーラの肌が、もっと触ってって俺を誘ってくるみたい」

「んぅ……んっ」

　最後にぺろりと私の唇を舐めて、リシャルド殿下が離れる。

「シーラの胸、ここをつんとさせて……可愛い」

「ひぁ、んぅ……！」

　リシャルド殿下の手が、私の胸を下から包み込むように触れてくる。やわやわと揉みながら、人差し指は胸の突起をゆっくりと撫でる。

「だめ、触っちゃ──ぁんっ」

「もっとって、言ってるようにしか聞こえないよ」

　片方の胸は撫でたまま、もう一方の突起をリシャルド殿下の口に含まれる。ねっとりとした熱さに、私の体は大きくのけ反った。

　ちゅっと吸われたかと思ったら、ちろちろと執拗に舌で舐められる。その快感に耐えられずに、必死でリシャルド殿下の顔を胸からはがそうとするけれど、すでに私の体はとろとろになってしまっていて力が入らない。

「ふぁ、はっ……はぁ、あっ……」

「ん……」

　リシャルド殿下が上半身を起こして、私を見下ろす瞳と視線が合った。優しく微笑まれて、どうしたらいいかわからずに顔を逸らしてしまう。

「シーラ、耳まで真っ赤」

「なっ、んっ！」

　くすりと笑ったリシャルド殿下が、私の左足を持ち上げて膝へちゅっと音を立てて口づける。そのまま宝石に触れるかのように、優しく私の足を唇でたどる。

「あ、や、やだ……っ！　あふ、んっ」

「ん、可愛い。もう少し足を開こうね」

「駄目、だめです……っ」

　ぐいっと膝の裏を持たれて、私は足を開かされてしまう。ドレスを着ているから見えたりはしないけれど、恥ずかしいし──それに、次にどうされるかが容易に想像出来てしまう。

　以前されたことを思い出してしまい、体が震える。お腹の奥がきゅんとして、私の意思とはまったく違う反応をしめす。

「本当に、駄目です……っ！　私、お願いですから……」

「あぁもう、本当にシーラは小動物だね。普段はあんなに凛とした姿で歌をうたうのに、いまは俺に食べられようとしてる愛らしいうさぎだ」

　か、勝手に獲物認定されているっ!!

　まさしくリシャルド殿下は狼で、捕えられたうさぎの私は、必死に逃げ道を探そうとしているのだ。

　リシャルド殿下にドレスの裾をたくしあげられ、隠れていた下着を見つけられてしまう。そっと手が私のドレスに侵入して、秘部を守る下着へとたどり着く。

「……下着、すごく濡れてるね。期待してた？」

「ち、ちがっ！」

「素直に感じてくれて、嬉しい」

「んん……っ」

　濡れた下着の上を、リシャルド殿下の指が触れていく。まだ慣れないその感覚に、私の足はびくりと震えて跳ねる。

　直接触れようとはせずに、下着越しに何度も秘部を撫でられて声が漏れる。ぞくぞくする感覚に襲われて、耐えきれずに声をあげる。

「あ、ひゃん、んっ」

「すごいね、まだ溢れてくる……。ここ、気持ちいい？」

「殿下、だめぇ……っ」

　これ以上されたらおかしくなってしまう。

　ふるふると首を振ってみせるけれど、まるで気にせずに私に触れる指が止められることはない。くちゅりと濡れた音が私の耳に届き、羞恥で顔が赤くなる。

　──私の体なのに、まったく思うようにならない。

　うぅ、恥ずかしくて、リシャルド殿下の顔を見れない。

　ゆっくり下着全体を撫でていた指先は、次第に触れる場所を狭めていく。くにくにと花芽に触れられ、円を描くように撫でられる。

　再び甲高い声があがりそうになって、反射的に自分の手で口を押さえる。

「んんぅっ！」

「ここ？　口は閉じないで、声を聴かせて──」

「あ、はふ……」

　愛撫していない方の手が、口元を押さえていた私の手を捕らえて指を絡められる。

　──殿下の指、熱い。

　そのまま指先にちゅっと口づけられて、小さく声が漏れる。与えられる刺激は、ちょっとだけでもすぐに私の中で快感に変換される。

「シーラは素直だから、触れるのが楽しくて仕方ないね」

「やぁっ」

　一度口づけられて、下着越しに触れていた指が隙間から直接侵入してくる。

　くちゅりとした水音が大きくなり、ちゅぷんとその指先が私の中をくすぐった。突然の異物感だというのに、私の口から漏れるのは甲高い色を含んだ声。

　いきなり奥まで入れることはせずに、浅い部分をゆるゆると撫でては抜き差しされる。その度に声をあげて、必死に快楽を逃がそうと試みるが難しい。

　──そんなに触れられたことがあるわけじゃないのに……！

　どうして私の体はこんなに敏感なのだろうか。

「ひぁ、あ、あぁっ、リシャル、ド、殿下っ」

　もしかして、もしかしなくても……リシャルド殿下、だから？　以前、オヤジに言い寄られたときは嫌悪感しかなかったというのに。

　でも、リシャルド殿下に嫌悪感はなくて……。それどころか、体が熱くなりすぎて、もっとと、我を忘れてねだってしまいたい衝動にさえ駆られてしまう。

「あ、ふぁ……っ！　でん、か、リシャルド殿下ぁ……んんぅ」

「シーラ？」

「……あっ」

　少し驚いた後に、リシャルド殿下が満面の笑みを私に向ける。

　え？　と思ったのも束の間で──すぐに私は縋るようにリシャルド殿下の名前を呼んでいたことに気付く。

　──恥ずかしいっ！

　無意識だったとはいえ、こんな求めるように殿下の名前を呼んでしまうなんて。思わず顔を逸らすけれど、リシャルド殿下はくつくつと楽しそうに笑うだけ。

　それと同時に、浅い部分をゆるゆる愛撫していた指がぐっと私の深い部分に埋め込まれる。

「──ひぁっ！」

　リシャルド殿下の指が、私の中をくすぐるように動いて刺激する。

　くちゅくちゅという水音に、耳をふさぎたくなるけれど──殿下本人がそれを許しはしない。私の片手は綺麗な指先に絡められて、シーツに縫い付けられている。

　もう一方の手は、快楽を体から逃がすようにシーツを掴む。

「ひぁんっ！　や、あぁっ」

「この間は、あまり奥まで可愛がれなかったからね……。今日はたっぷり可愛がってあげる」

「やぅ、か、殿下、ふあっ！」

　いつの間にか下着を取り払われて、大きく足を開かされる。すべてを殿下の前にさらけ出して、指が私の奥を愛撫していく。ぬぷぷと奥までリシャルド殿下の指が沈み、私はその圧迫感に震える。

　けれど、どこかに甘さもあって声を抑えることが出来なくて。

「シーラの中は狭くて熱いね。はやく挿れたい……」

「──っ！」

　欲をはらんだ瞳と、視線が合う。

「や、駄目で……んぁっ」

「駄目？　欲しいの間違いでしょう？」

「ん、んん」

　私の言葉に、「嘘はよくないよ」と殿下が笑う。でも、私にとっては嘘でも何でもない。

　この段階で言うのもあれかもしれないけれど──婚前交渉はしたくない。貧乏とはいえ、私だって一応は貴族だから……。

　そりゃぁ、ここまで流されてしまっている私もよくないけれど。リシャルド殿下はチャラいだけあって、ことの進みが恐ろしいほどにスムーズだ。気付けば、殿下の手のひらで踊らされてしまっている。

「ほら、シーラはここも好きでしょ？」

「あ、やぁんっ」

　不意に指が引き抜かれ、しかしぎりぎり浅い入り口をくちゅくちゅとかき乱される。

　そこは殿下が甘えたいと言ったとき、執拗に愛撫をした場所。そして私の感じてしまうポイントでもあるわけで──不慣れな奥よりも、ずっと体が熱くなってしまう。

「欲しくなった？」

「や、ぁんっ！　ちが、あっ」

「違わないでしょう？　シーラは強情だからなぁ」

　くつくつ笑う殿下に、私は呼吸が乱れて絶え絶えになりつつも「婚前交渉は、駄目です……」と口にする。

「シーラ……」

　一瞬きょとんとした顔で私を見つめ、次の瞬間、私の中から指をずるりと引き抜いた。

「ふあぁっ！」

「あぁ、指がべとべと」

「──っ！」

　私の中に入っていた指を見て、殿下はにやりと笑う。それを見せつけるように舐められて、無意識に腰が揺れる。

　その様子を見たリシャルド殿下が、もう片方の手で私の花芽をくすぐる。

「んんっ！」

「いきなり抜いたから、寂しかった？」

「ち、違います……！」

「嘘。だってシーラ、腰振ってる」

　口から指を離し、腰をつつつとくすぐられる。

　止めてくれると思ったのに、リシャルド殿下の指は、顔は、まったくそのように考えていなさそうだ。

「シーラって、実は身持ちが堅いよね。宮廷音楽家のことは、もっと調べるべきだったかな？」

「うぅ……っ」

「まぁ、そのおかげで俺はシーラに出会えたからいいけど。今さら離す気はないから、もう後悔しても遅いけどね」

　────っ！

　ぐいっと、リシャルド殿下の両手が私の膝を持ち上げ大きくＭ字に開かされる。

「ここ、俺を欲しそうにひくひくしてる」

「あ……っ！」

「そんな涙目で睨んでも、可愛いだけ。それに婚前交渉を気にしてるようだけど──シーラは俺がもらうから、まったく問題ないよ」

「何を──あっ!?　やぁ……んんっ」

　私の顔を見ていたリシャルド殿下は、おもむろに顔を沈めて私の花芽へ触れるように口づけた。

　初めてもたらされるその刺激に、体が大きく跳ねる。

　──嘘、うそうそっ!?

　殿下の熱い吐息が、私の秘部にかかる。足を閉じようと試みるが、リシャルド殿下の腕がそれを許しはしない。

　ちろちろと花芽を舌で舐められ、今までにないぞくぞくとしたものが背筋を走る。

「ひぁっ、あ、ん……っ！」

「とろとろだ。シーラの蜜は、甘いね……」

「や、やだ、そんなことは……ひあぁんっ！」

　継続的に襲いくる刺激に耐えられそうになくて、拒絶の言葉を口にするけれど、それに取り合ってくれるリシャルド殿下ではない。

　私の反応が気に入ったのか、くすぐるように舌で愛撫するのを止めようとはしない。びくびく震える私の体は、すでに意のままにされてしまっている。

　花芽をちゅっと吸われ、次は割れ目をたどりながら舌が私の中へ入り込んでくる。指とは違う、熱くねっとりした感触。

「ん……」

「や、ふぁ、あ……っ」

　中を念入りにほぐすように、殿下の舌が動き回る。浅い部分を舐められて、ぞくぞくと震えるのを止められない。

　逃げ腰になっても、腰をぐいっと引かれてよりリシャルド殿下と密着してしまう。

「はぁんっ！　──っ!!」

「……いい声ッ」

「あ、あっ、やぁあっ！　リシャルド、でん、かぁ、も…………んっ」

　私の秘部から顔を上げて、殿下が優しく私に口づける。

　けれど右手は私の花芽をくにくにといじり、ときおり割れ目をなぞってくちゅっと音を立てて中の浅い部分に侵入される。

「ふぁ……ん……」

「可愛い。そろそろ一度イっておこうか」

「──あっ!!」

　イイ笑顔で私を見たリシャルド殿下が、両手で私の秘部へと触れる。

　片方の指はつぷりと中へ入り込み、もう一方ではくにゅくにゅと花芽を弄ばれる。同時にもたらされる刺激に、私はいやいやと首を振って快感を逃がそうとするが──出来るわけもなくて。

　逃がさないと言わんばかりに、リシャルド殿下の指は私を追い立てる。

「や、やぁっ！　だめ、もう……っ」

「ちゃんと見てるから、安心してイってごらん」

「うそ、ん、んんっ」

　それは全然安心じゃないです！　と──声をあげられたらどんなによかったか。

　私の花芽に優しく触れていた殿下の指は、次第に速さを増していく。まるで私を快楽の海に沈めるようだと、思う。

　ぐちゅり──と。

　リシャルド殿下の指が、私の中の一点を捕らえる。その瞬間、雷に打たれたような痺しびれが私を襲った。背中を反らせるようにして、びくりと震える。

「ひあぁぁんっ！」

「！」

　──こんなの、知らない……！

　唐突に探り当てられた、おそらく私のいいところ。もちろん、それを逃がしてくれるリシャルド殿下ではない。

　中に入れた指で、そこばかりを擦られる。

「あ、やっ！　やぁん、んっ、んんっ！　ん、ふあぁっ」

「さっきと全然反応が違う。ここ、そんなに気持ちいい？」

「ちが、や、ひあぁっ」

　先ほどまでと違い、私からひっきりなしに声が漏れる。

　認めたくはないけれど、気持ちがよすぎて耐えられそうにない。

　もっと欲しいと、思ってしまう──。

「──っ!!　んんっ、あ、ふぁ、ん……！」

「好きだよ、シーラ」

　熱い吐息が耳にかかり、リシャルド殿下にかすれた声で囁かれる。

　耳も弱かったねと言われ、言葉と一緒にぺろりと舐められて、そのまま唇へと口づけられる。すぐに殿下の舌が絡められて、唾液が糸を引く。

　その間もリシャルド殿下の指は止まることなく私を高めて、ついに絶頂を迎えてしまう──。

「ん、ひぁ、あ……っ！　やっ、やあぁぁぁぁんっ!!」

「ハッ……可愛い」

　はぁはぁと息を切らす私の額に、殿下の優しいキスが落ちてくる。そのまま髪を撫でられて、まるで恋人のようだと……錯覚してしまう。

「ふぁ……リシャルド殿下……っ」

「シーラ」

「ぁ、ん……っ」

　私の中からずるりと指が引き抜かれて、びくりと体が跳ねる。

　ついばむように何度も口づけ、次第に深くなり熱い舌が私を絡めていく。

「ふぁ、ん、んんっ！」

　リシャルド殿下の唾液が流し込まれて、こくりと飲みほす。

　纏っているだけだったドレスはいつの間にかすべて脱がされて、私は一糸まとわぬ姿にされていた。




　軍服の襟をゆるめて、リシャルド殿下は一気に自分の上着を脱ぐ。鍛え抜かれた上半身が私の前に現れて、思わず息を呑む。

「──俺のものにするよ、シーラ」

「あ……っ！」

　下腹部がきゅんとなり、どきりとする。早まる鼓動を、止めることが出来ない。

　カチャリとベルトを外し、リシャルド殿下が自身のそれを私の秘部へとあてがう。くちゅくちゅとこするように花芽を愛撫されて、声があがる。

「や、やぁ、だめぇ……っ」

「駄目？　でも、シーラのここは俺を欲しそうにひくひくしてる」

「ひぁ、あっ！」

　くぷりと、殿下の切っ先が私の中へと挿れられた。

　指とは比べ物にならないほどの圧迫感が、私を襲う。怖くて両手でリシャルド殿下の胸を押し返そうとするけれど、びくりとも動かない。それどころか、より密着されて深く口づけられる。

「ん、んっ……！　ぁ、んく……っ」

「シーラの中は、熱いね……。俺が先に溶かされちゃいそうだ」

「あっ、や、だめぇっ」

　少し中へ入れて、引き抜いてもう一度中へと……リシャルド殿下はゆっくりと時間をかけて自身を埋め込んでくる。

　大きすぎてこれ以上入らないと思うのに、ぐぐと腰を押し付けられて声があがる。痛みから逃げたくても、私の腰はリシャルド殿下にしっかりと押さえられていて身動きすることもままならない。

「ひぁ、あっ、いた、ぁっ」

「……ん。半分くらい入ったから、もう少し」

「ふぁっ、んっ」

　──半分、という言葉に体が震える。こんなにいっぱいいっぱいだというのに、まだ半分しか入っていないのかと驚愕する。

　全部なんて絶対無理だと、私は思う。しかしずるりと殿下のものが入り口まで抜かれて、もう一度私の中へ埋め込まれていく。愛液のせいでぬぷりと立つ音が、なまめかしい。

「痛っ！　は、はっ……もぅ、無理……っ、です。これ以上、入らな、ひぁっ！」

　先ほどより奥まで熱いものがきて、私は声をあげてリシャルド殿下へと縋りつく。いやいやと首を振り、痛くて抜いてほしいことを伝えるも「大丈夫」という答えが返ってくるのみ。

「この快楽も、痛みすらも、俺がシーラに与えてると思うと──」

「──っ！」

　儚げに微笑むリシャルド殿下が、私の視界いっぱいに広がる。

　そして次の瞬間、私の中を奥までリシャルド殿下が貫いた。ずくんとした痛みを必死で耐えて、私は殿下の首へ腕を回して必死で縋る。

「あっ、ひああぁぁぁ、や、あぁ……っ!!」

「──はぁっ、これでシーラの全部が俺のものだ」

「ん、んっ」

「大丈夫、すぐに動いたりはしないから」

　うぅ……。

　無理やり抱かれているのに、そんな嬉しそうに言われたらどうしていいのかわからなくなってしまう。

　キスも、体も、すべての初めてをリシャルド殿下に奪われてしまった。それなのに、嫌だと思えないから……困る。
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　ちゅっちゅと愛しそうに何度も口づけをされて、とろけさせられる。けれど触れるだけの口づけは、私に物足りなさを感じさせる。

　──絶対、リシャルド殿下がキスばっかりするせいだ。

　甘い口づけを受けながら、もっととねだるように自分から瞳を閉じる。──が、リシャルド殿下は意地悪なのだ。

「可愛いね、シーラ。もっとキスしてほしいの？」

「────っ！」

　くすくす笑った殿下と、目が合う。

　指先で私の唇をふにふにと触り、「どうしてほしい？」と問いかけられる。

「べ、べつに……！　どうも、しないです……っ！」

「素直じゃないなぁ」

　素直にキスをしてほしいと言えるわけもなく、私はふいっと横を向いて顔を逸らす。

　が──この行動がよくなかったのだろうか。くすりとリシャルド殿下の笑う声が聞こえて、ゆっくりと腰が動かされた。

「──ひぁっ！」

「可愛い声」

「ん、ん、んっ！　や、動いちゃ、あふっ」

　痛いかと思ったのに、リシャルド殿下がゆるゆると私の様子を見て擦りつけるように腰を動かすので、痛みはない。

　くちゅくちゅと音を立てて、殿下が私の奥まで触れてくる。甘く痺れる感覚に、生理的な涙がこぼれて止まらない。

「シーラは涙も甘いね。──ほら、ここ気持ちいい？」

「ふぁ、やぁっ、んんっ！」

「ん、いい眺め……」

「ひぁっ！」

　私の目尻にキスをして、ゆるゆる腰を動かしながらリシャルド殿下の指先が胸の突起をくにくにといじる。

「や、やぁ、だめ……ですっ」

「だって、俺が腰を動かすたびにシーラの胸が触ってって揺れるからね」

「～～～～ちがっ！」

「違わないよ。必死に揺らして、俺を誘ってる」

　くつくつ笑って、リシャルド殿下がずるりと自身を私の中から引き抜いてく。けれど、すぐにぐぷりと私の最奥まで殿下のそれが打ちつけられた。

「ひあ、あぁぁんっ！　や、あっ、あっ……んっ！」

　リシャルド殿下の両手が私の胸を揉みしだき、腰の動きが激しくなる。ぱちゅんと音を立てて私を刺激し、中をぐちゅりとこすられる。

「シーラ、好きだよ」

「ふぁ、殿下、だめ、あ、やぁっ」

　中を何度も擦られ、リシャルド殿下の熱い吐息が私へかかる。あんなにも拒んでいたはずなのに、私の口からは甘い声ばかりがあがる。

　駄目という私の言葉はすべて流され、代わりに可愛いという言葉が返ってくる。

「～～んくっ！　や、やぁっ、殿下、リシャルド殿下……っ、も、も……っ!!」

「もう駄目？　本当、可愛い。じゃぁ、一緒にイこうか……」

「あ、ふ……っ、ん、ん……っ」

　先ほどのいいところを擦られるが、私の声は殿下のキスによって封じられる。

　打ちつけられる腰の速さが増していき、リシャルド殿下によって私の体は高められていく。ぐるぐる渦巻く熱をどうにかしたくて、リシャルド殿下の名前を呼んで必死に縋る。

　まるでもっとしてとねだっているようだけれど、止められない。

「殿下、あ、んっ！　リシャルド、殿下……んんっ、やぁ、あ、も……だ、めぇ」

「そうだね……。俺も早く、シーラの中に出したい」

「──っ!?」

　リシャルド殿下の言葉に、びくりと体が震える。

　一瞬思考が停止してしまうけれど、私を捕らえて離さないリシャルド殿下の欲が灯る瞳を見たら何も考えられなくなってしまう。

　ぐりぐりと私のいいところへ何度も触れられ、私はリシャルド殿下をきゅうと締め付けて達してしまう。

「や、やっ！　殿下、りしゃる……ああぁぁぁんっ!!」

「ク……ッ！」

　びくびく震えて、背中が反る。私が絶頂を迎えるのとほとんど同時に、奥へ熱いものが注がれて耐えられずにもう一度あられもない声をあげてしまう。

「ふあぁっ！　や、あついぃ、んっ……っ！」

　どうにかして逃げようと腰を引いてみるが、逃がさないとばかりにリシャルド殿下に腰をぐいっと引き寄せられてしまう。その衝撃でさらに密着し、殿下の熱いものが一番奥へ触れる。

「や、やあぁっ！　駄目、なか……っあ、ふああぁぁっ！」

「シーラ、……はっ」

　かすれたリシャルド殿下の声が、私の名前を呼ぶ。

　容赦なく私の奥へと精が注がれて、秘部がよりリシャルド殿下と密着するように抱きしめられる。

「も、もうだめぇ……っ、殿下、リシャルド、でん、かぁ……っ」

「ハァッ、ごめん、シーラの中……気持ちよすぎ。はぁ、もう少し動くよ」

　互いに達している最中だというのに、リシャルド殿下は再び自分の腰をぐりぐりと私に押し付けるように動かし始めた。

　ぱちゅんと音を立てながら、びくびくしている私の中へ何度か腰を打ちつける。

「あ、うそ……っ!?　あ、やぁ、だめ、そんなにされたら、あ……っ、や、ひあああぁぁぁっ」

　自身の中に注がれていくリシャルド殿下を感じて、私の体は再びきゅううとリシャルド殿下のそれを締め付けて弓なりに反る。

「ああ、またイっちゃったみたいだね。可愛い」

　一滴残らず私の中へ出したリシャルド殿下は、ずるりと自身のものを引き抜いた。

「あ、ひゃっ、ん……」

　こぷりと私の中から殿下のものがあふれて、シーツを濡らす。赤の混じったそれが恥ずかしくて、思わず視線を逸らした。




「シーラ」

「殿下……？　え、あ…………んっ」

　ふわりと優しく微笑まれて、殿下の指が汗で張り付いた私の前髪に触れる。そのまま深く口づけをされて、リシャルド殿下にぎゅっと抱きしめられる。

　優しく何度も口づけられて、気付けば私もリシャルド殿下の背中に腕を回していた。

　恥ずかしいと思っていたのに、今はそれ以上にリシャルド殿下の温もりが心地よくて、離れたくないと思ってしまう。

　あんなに拒否をしていたはずなのに、どうしてこうなってしまったのか……。

「可愛い。キス、気持ちいい？」

「……」

　リシャルド殿下もベッドへ横たわり、優しく私をその腕に抱きしめてくれる。問いかけと一緒にもう一度ちゅっと口づけられて、私は素直にこくりと頷いた。

「うん。俺もシーラとのキス、気持ちよくて好きだよ」

「そ、そんな恥ずかしいことばっかり言わないでください……」

　恥ずかしげもなく言われたら、逆にこっちが恥ずかしくなってしまう。顔を隠したくて、私はぎゅっとリシャルド殿下の胸に顔を埋めながら……抱きしめ返した。

　リシャルド殿下もそれに応えるように、私の頭を優しく撫でてくれる。それが心地よくて、ひどく安心する。

「無防備なシーラも可愛い」

「な……っ！　そ、そういうことをさらっと言わないでください」

「恥ずかしがるシーラも可愛いからね。残念だけど、その要望は却下」

　笑うリシャルド殿下は、私の額にちゅっと唇を落とす。そのまま私の頬に手を添えて、俯いていた顔を上げさせられる。

「シーラ、おいで」

「あ……ん、ふぁ……」

　交差した瞳はすぐに閉じられて、どちらからともなく唇が重なった。すぐにリシャルド殿下の舌に唇をくすぐられて、甘い吐息が漏れる。

　くちゅりと、互いの唾液が舌の上で混ざり合う。

「んぁ……」

　飲み込み切れなかった唾液が唇をつたい、零れ落ちる。それを舌でなぞられたと思えば──リシャルド殿下の口づけは、どんどん位置を下げていき胸へとたどり着く。

「あ、殿下……っ!?」

「だって、シーラが可愛すぎるんだよ。あんなに嫌って言ってたのに、可愛くキスをねだってくるんだもん。俺、そんなに我慢強くはないんだよ？」

　ぐいっと、太ももにリシャルド殿下の熱い雄が押し付けられる。

「う、うそっ！　だって、さっきあんなに……っ」

「そう。あんなにシーラの中に出したけど、まだシーラが欲しくて仕方ない」

　──っ！

　あまりにも直接的な言い方に、ぞくりと腰が震える。リシャルド殿下の手が私の太ももを撫でたのに気付き、慌てて「駄目です」と制止する。

「シーラ？」

「だ、駄目です！　私は嫌だって言ったのに……それに、な、な、なか……に……」

「ああ……。俺を受け入れてくれたシーラは可愛かったよ。もう、体の奥まで俺のものになっちゃったね？」

　くすりと笑いながら、指が私の秘部へと触れる。そこは私とリシャルド殿下のものが混ざり合って、とろとろに溶けきっている。

　くちゅりと音を立てながら触れられて、声が漏れる。

「シーラの中、あったかいね。ほら、ここ気持ちいいでしょう？」

「ん、やぁ……」

　先ほど見つけられたいいところを、リシャルド殿下の指が擦る。痺れるような快感に、私の体はあっという間に熱を持つ。

　力なく首を振ってみるけれど、可愛いとしか言われない。

「挿れるよ、シーラ」

「あ、駄目ですっ！　待って、リシャルド殿下……だめ、あ、ふあぁっ！」

　大きく足を開かされ、ぬぷぷと音を立てながらリシャルド殿下が私の中へと入ってくる。ぐっと質量を持ったそれは、容赦なく私の一番奥まで突き入れられた。

「はぁ……シーラの中、気持ちいい」

「や、あぁ……っ」

「ゆっくり動くから、シーラも一緒に気持ちよくなろうね」

　リシャルド殿下の手が私の腰に添えられて、ゆっくりと中を擦りあげるように腰が動く。再び与えられた快楽に、私は戸惑いを隠せない。

　だって、こんな──さっきよりも、ずっと感じてしまっている。

「ん、ん、殿下……あっ」

「シーラ、シーラ……」

　円を描くように、リシャルド殿下が腰を動かす。いいところにあたって、びくりと背中がのけ反ってしまう。

「素直に感じてごらん、シーラ。気持ちいいでしょう？」

「ふぁ、はぁっ…………ん、め、だめぇ……っ」

　先ほどよりも、自分の中にリシャルド殿下を感じてしまう。殿下の言葉が私に吸い込まれているかのように、言われた通りに気持ちよくて──声が、止まらなくて。

「はう、あっ！　殿下、リシャルド、殿下……やぁ……っ」

　ゆるゆると、私のイイところを擦られる。けれどそれではどこかもどかしくて、私はいやいやとリシャルド殿下に縋って首を振るう。

　痛みはなくて、じんじんとした痺れと、もっと欲しいという欲望が私の中に渦巻く。

　こんなの、自分の体じゃないみたいで──。

「リシャルド殿下、や、やぁっ」

「可愛い。もっと欲しい？」

「ん、ん、殿下、欲しぃ、の……っ！」

　じらすように腰を動かされるのは確かに気持ちよくて仕方がないのだけれど、同時にもっとしてほしいという欲が止まらなくなる。

　リシャルド殿下に縋りついて、もっとと、無意識のうちに声をあげた。

「──たまらないね。いいよ、もっと気持ちよくしてあげる」

　言うや否や、リシャルド殿下は私の中からずるりと自身を引き抜いた。すぐに殿下が下になるように態勢を入れ替えて、自分の上に私を乗せた。




「あ……？」

「大丈夫。このまま、腰を落として」

「や、やです、無理です！」

　まさか自分からリシャルド殿下を受け入れるなんて、さすがに快楽に流されたとしてもそれだけはしないと断言出来る。

　絶対無理だと言う意思表示をすると、リシャルド殿下はにやりと笑って私の腰に手を添えて、いとも簡単に浮かせてしまった。

「えっ!?」

　もちろん、浮かせた先は殿下の切っ先の上で。私の蜜口に、殿下の熱いものがあてがわれた状態になっている。

「これでも一応、軍人だからね。シーラ一人くらい、軽いものだよ」

「あっ！　や、やぁ……め、だめぇ、んっ」

　私が上になったことにより、中から先ほど出された精が出て来て太ももを汚す。加えて、間違いなく新しい蜜も溢れ出ている。

「シーラのここ、やらしいね。俺を咥くわえようと、早くしてって、とろとろにして誘ってる」

「そんなこと──あふっ」

　くちゅくちゅと割れ目をなぞっていた切っ先が、くぷりと音を立てて私の中に侵入した。私は声をあげて、リシャルド殿下の上に倒れ込む。

「あん、あっ！　駄目、待って、ふあぁっ」

「ん、気持ちいい。奥まで挿れるよ？」

　浅いところをゆるゆると動かされて、私は耐えきれずにこくこくと無言で頷く。あんなに嫌だと思っていたのに、いざ少しでも中を擦られると欲しくて仕方がなくなってしまう。

「可愛い……ん。ほら、入っていってるのがわかる？」

「あ、やぁ、や、ん～～っ！」

　一気に入れられるのではなく、ゆっくり少しずつ私の腰を落とされる。リシャルド殿下がゆっくりと私の中へ入ってきているのを、ダイレクトに感じてしまう。熱くて大きな雄が、私の中を支配しようとしているのがわかる。

　すべてが入れられたころには、私の息もすっかりあがっていた。

「はっ、はふ……はぁ…………んっ！」

　私の呼吸が落ち着く前に、ぐっと下から腰を突き上げられる。ぐりっと私の一番奥を擦られて、生理的な涙が零れる。

「ひぁっ、あ……んく、んっ、っき、おっきぃ……あっ」

　私の言葉に反応したのか、さらにリシャルド殿下自身がぐっと大きさを増した。もうこれ以上大きくなられてしまっては、私の中が耐えられない。

「シーラは無意識に煽あおるんだから……。ほら、もっと気持ちよくしてあげる」

「やぁ、あっ」

　リシャルド殿下が私の腰を持ち上げて、自身をずるりと抜けそうなところまで持ち上げて──そのまま私の腰を再度落とした。

「きゃうっ！　だめ、そこ……んっ！」

「知ってる。ここがイイんだよね」

　私の中で一番いいところを、リシャルド殿下の雄でぐりぐりと擦られる。ぐちゅぐちゅと蜜の溢れ出る音をさせながら、口づけられる。

「あ、ふぁ……殿下、ん……っ！　も、だめ、ふあ、あっ」

　打ち付けられる腰が、ぱちゅんと音を立てて次第に加速していく。いいところばかりを突かれ、私はあっけなく絶頂を迎えてしまう。

「だめ、やっ、やぁ、やあぁぁぁんっ」

　中に入ったリシャルド殿下をきゅうぅと締め上げて、うたうよりも甘い声をあげて果てた。

「──ッ、耐えられないほど気持ちいいなんて、可愛い」

「はっ、はぁっ」

　くたりとリシャルド殿下の上に倒れ込み、私は乱れた息を整えようとするけれど──それを、殿下が許してはくれない。

　にこりと微笑んだかと思えば、私の腰を掴み再びゆるゆると動き始めた。

「はぅ、あっ、や、待ってく、ださ……まだ動いちゃ、やぁんっ」

　達したばかりで敏感になっている私の中を、リシャルド殿下の雄が容赦なく突いてくる。

「こんな可愛いシーラを前にしたら、理性なんて飛びそう」

「んん、んっ、んく、って、まってぇ……っ、まだ、ひぁ、あぁんっ」

　待ってと何度も言っているのに、一向に私の中を貫いているものが止まる気配はない。しかも、先ほどとは違い、私がリシャルド殿下の上に乗っているため──より深く、私の中へ殿下が触れる。

　私の体はびくびくと震え、溢れ出る涙が止まらない。

　繋がった部分から聞こえる水音が、響く。それに加えて、私のひどく甘い声と、掠かすれているリシャルド殿下の呼吸。

「はぁ、リシャルド殿下、ふぁ、あ……」

「うん。好きだよ、シーラ」

「ん……」

　与えられている快楽に翻弄されながらも、涙に潤んだ目でリシャルド殿下を見る。優しく微笑まれて、ぎゅうっと背中から抱きしめてくれて──甘い、口づけをされる。

「俺の歌姫は、可愛いね。もう一回、一緒に気持ちよくなろうか」

「──あっ！」

　リシャルド殿下がゆっくりと体を起こし、座って抱き合う形にされる。繋がった部分が視界に入り、恥ずかしさが増していく。

　いったいどうするつもりなのかと、不安が襲う。

「えと、え……？」

「シーラは気持ちよくなってくれればいいよ。ほら、ここ──気持ちイイでしょ？」

「ひぁっ」

　にこりと微笑み、殿下の指が私の花芽へと触れる。

　蜜を塗りつけるように撫でられて、甘い痺れが私を襲う。中も外も、両方からの刺激が私を襲う。それはどちらも気持ちよくて、私の体はあっけなくリシャルド殿下により果てさせられてしまう。

「ん、あっ！　まって、あ……ひああぁっ！」

「シーラ……ッ」

　再び達したあとに何度か中を突き上げられてから、一番奥にリシャルド殿下の精を注がれる。

「や、もうなかは、あっ、やあぁぁんっ」

　びくびくと震えながら熱いそれを受け止めて、涙が流れる。目尻に優しく口づけられて、そのまま唇を貪られる。先ほどまでの優しいキスじゃなくて、私のすべてを食べられてしまいそうな、そんなキス。

「ん、シーラ。可愛い……」

「ふぁ、はっ……ん」

　互いの舌を絡め合い、抱き合う。

　密着したリシャルド殿下の体はしっとりと汗ばみ、触れている部分すべてが熱い。

「ふあ、はっ……」

「ついこのあいだ、初めてキスをしたばっかりなのにね。とろとろになっちゃうシーラが可愛いから、もっと教え込みたくなる」

「ん、ふぅ」

　顔中に、リシャルド殿下のキスが降り注ぐ。

　私は現状でいっぱいいっぱいなのに、これ以上キスをされたらどうなってしまうかわからない。

「もう、無理です……！」

　必死に駄目だと告げるけれど、リシャルド殿下は微笑むばかりでキスを止めようとはしない。それどころか──まだ、私の中に殿下が入ったままなのに。

　抜いてほしいと伝えるだけなのに、それがどうしても恥ずかしくて言葉に出来ない。かといって、自分から……ということもありえない。

　どうしたらいいかわからなくて、涙目でリシャルド殿下の名前を呼ぶ。

「まったく、シーラは可愛いね。俺はこのままでもいいけど、どうしてほしい？」

「……っ!!」

　な、なんてことを言うのか！　いや、リシャルド殿下はこういう人だ。知ってはいたはずなのに、いつも私が忘れてしまうだけ。

　にやにや楽しそうに笑う殿下を見ると、本当に私がどうしたいのかを言わなければいけないのだと悟る。だけど、抜いて……なんて、恥ずかしくて言えない。

　でも。

「わ、わかっているなら」

「だーめ。もし言いたくないなら、行動に移してくれてもいいよ？」

「や、あぁっ！」

　自分で抜いてごらん？　と、殿下が上に乗った私を残してベッドへ沈む。完全に騎乗位のかたちにされてしまい、私は真っ赤になって震えてしまう。

「む、無理です、自分でなんて……っ」

　寝転がったリシャルド殿下の胸に手を付き訴えてみるが、笑顔で駄目だよと言われてしまう。間違いなく、私が自分で抜くところを見たいだけというのがわかる。

　──でも、このままの状態でいるのは嫌だ。

　殿下に任せっぱなしにしては、このあと何をされてしまうかわかったものではない。それならば、少し我慢して自分で……という方が、いいのかもしれない。

　私は意を決して、中から殿下のそれを抜こうと腰を上げて──くちゅりとした水音に、眩暈めまいがしてしまいそうになる。

　恥ずかし、すぎて──。

「ん、そのまま腰を持ち上げてごらん。簡単でしょ？」

「ん、く……ふぁっ」

　腰を持ち上げるだけ、そう思ったのに、二回も抱かれた私の体は疲れ果てていて思うように動いてはくれない。

　半分ほど抜いたところで、腰に力が入らなくなり私の体は崩れてしまう。ずぷぷと音を立て、私は抜こうとしていた殿下の雄を──再び根元まで、咥え込んでしまう。

「やっ、あ、だめぇ、あ、あ……っ、ふああぁぁあっ」

「ん、欲しくなっちゃったの？　シーラ」

「ち、ちがぁ……っ！」

　一番奥で殿下を感じてしまい、体が私の意思と反して熱を持つ。楽しそうに笑うリシャルド殿下はそれでいいかもしれないけれど、私には体力もないのだからたまったものではない。

　けれど、今の失敗を考えると自分で抜くという選択は絶望的だ。結果だけを見れば、私が殿下の上で腰を振っただけということになってしまっている。

「可愛いなぁ」

「はっ、ふぁ、ひどい、です……んっ」

「ごめんごめん。おいで、シーラ」

　すでに中でリシャルド殿下の雄を感じてしまっている私は、息も絶え絶えで。両手を広げておいでという殿下の胸に、ゆっくりと抱きつくように倒れ込んだ。

「頑張ってるシーラ、可愛かった」

「ん、やっぱり殿下が楽しみ──ん」

　文句を言ってやろうかと思ったけれど、私の唇はすぐに殿下にふさがれる。何度もついばまれて、だんだんと口づけは深さを増していく。

　体の熱が、互いに高まっていくのを嫌でも感じてしまう。




　気付けば、リシャルド殿下と夢中で口づけを交わしていた──……。








第六章　シーラの決意












　──翌日。

　湯あみをして朝食をとったあと、すぐに帰国する旨をリシャルド殿下に伝えられた。設営地の片付けは騎士たちが行い、王族や貴族は先に帰り報告や書類の始末などがあるという。

　確かに、ここに滞在するよりはずっといい。

　すぐ近くが戦場だったため、戦の匂いがするし、騎士や兵士が多いので落ち着くことも出来ない。さらにテントの外に出ると、私へ視線が一気に集まってくるのだ。

　この狭い戦場という空間にいる女が珍しいんだろうなぁ。と、思いたいのだけれど──みんな、私のことを伝説の歌姫で、リシャルド殿下の女神だと思っている。

　ただの歌姫であると叫びたいけれど、さんざんリシャルド殿下に鳴かされてしまったため、声を出すのが少し辛い。




「……とりあえず、早く帰りたい」

　昨夜のことがあり、体が辛い。そして恥ずかしい。

　あんなにたくさん可愛いと言われて──好きと囁かれて。ドキドキしないわけがないのだ。

　しかも、最初は嫌だと伝えたのに……最後は自分からリシャルド殿下にキスをしてしまった。どうしようもなく欲しくて、たまらなくなってしまったなんて……恥ずかしすぎる。

　目が覚めたとき……私はリシャルド殿下に抱きしめられて眠っていて──。すぐにおはようと言われて、挨拶のように口づけられた。

　そんなことが朝からあっては、ドキドキしっぱなしで、心臓がいくつあっても足りない。今は席を外しているけれど、殿下が戻ってきたらどんな顔をすればいいのだろう……。

　なんてことを考えていると、噂をしてしまったからかリシャルド殿下が戻ってきた。傍らには側近の人がいて、密室に二人きりという状況ではないためほっとする。




　私が歌姫になったから、自分の側近を紹介してくれるらしい。

「彼はクリス。剣と魔法の腕が立つ、頼りになる側近だよ」

「クリスフォード・エルティートです」

「シーラ・フィーレンスです」

　優雅に淑女の礼をし、緊張しながら顔を上げる。

　真面目そうなクリスさんは、茶色い髪に青い瞳。短く切られた髪からは、リシャルド殿下のようなチャラさは見えない。

　部下は優秀なのかぁと、少し安心する。部下までチャラかったら、今後の生活が不安で仕方がなくなってしまうからね。

「まさかリシャルド様が専属を作るとは思いませんでした……。リシャルド様のお世話は大変ですが、ともに頑張りましょう」

「は、はい……」

　知っていたけれど──めっちゃ部下に苦労をかけているじゃないですか、リシャルド殿下！　なんだかクリスさんが可哀想になってきてしまい、私は力なく頷くことしか出来なかった。

　──というか、私の今後は苦労の連続にしか思えないよ。

「まったく、クリスは酷いことを言う。俺ほど仕えてて楽な上司もいないだろう？」

「よく言いますよ」

「それで、馬車の準備は？」

「整ってます。可能な限りクッションも詰めて、あまり揺れないようにもしています」

　わかったとリシャルド殿下が頷き、すぐに出発するので準備をするようにと言われた。のだけれど──私は特に持ち物がないので、大丈夫だと首を振る。

「あぁ、そうか。まだドレスも装飾品も、俺が贈っていないからね。城に帰ったらシーラに最高のものをプレゼントしよう」

「え……っ!?　いえ、私は別に……」

　お給料だけもらえればいいです──とは、さすがに言えないけれど。正直、そんな贈り物をされる愛人のような扱われ方は、されたくない。いや、もう歌姫として抱かれてしまった私のくくりは間違いなく愛人なのだろうけど……。

　しかしリシャルド殿下の専属となるからには、ドレスや装飾品はすべて殿下が用意するものを身に纏うのがいい。もちろん今まで通りお給料も出るけれど、それだけでは足りないのが正直なところというのもある。

　仕事で使うものに関してはもちろん受け取る。でも、それ以外のものは必要ないから断ろうと思い口を開いてはみたのだけれど──。

「歌姫なのだから、リシャルド様に贈ってもらえばいいのです。気兼ねすることはありません」

「は、はい……」

　拒否をしようとしたけれど、クリスさんに言われては頷くしかない。ここで拒否をすれば、リシャルド殿下に恥をかかせてしまう。

　しぶしぶ頷いた私を見て、リシャルド殿下はくすりと笑う。

「まぁ、俺が可愛いシーラを見たいだけだからね。その代わり、俺のためだけにうたってくれたらそれでいい」

「それは、もちろん……」

　うたうのが元々の仕事なのだから、それはそれで問題ない。というか、いつでもどこでも殿下に望まれれば私はうたう。それがリシャルド殿下の歌姫の仕事だ。

　こくりと頷くと、リシャルド殿下が嬉しそうに私を抱き上げた。

　──ん？　抱き上げた……？

「ちょ、リシャルド殿下!?」

「うん？」

　いったいなぜ私を抱き上げたのか問いかけたいのに、私のことは気にせずテントから外へ出る。すぐそこに馬車が止まっているのを見て、出発するのだということがわかるけれど……。

「な、なんで抱き上げるんですか！　リシャルド殿下は王族なんですから、歌姫にそのようなことをなさらないでください……！」

　私は歌姫ではあるが、所詮は貧乏貴族。

　殿下に運ばせるようなことは、あってはならないのだ。たとえ殿下が好きでやっているとしても、ほかの騎士たちはよい顔をしない──と思ったのだが、誰も気にしてはいないようだった。

　むしろ、「リシャルド殿下、いいなぁ」「俺だって街へ帰れば彼女が……」というようなうらやむ騎士たちの声が聞こえたきた。

　──さすがチャラいだけある、リシャルド殿下。お堅くないから、騎士たちに好かれているのかもしれない。よく言えば、話しかけやすい雰囲気……だろうか。

「腰が辛いと思ってね」

「っ!!」

　馬車の中へ座らされて、私の耳をくすぐるように囁かれる。




　それは楽しそうなリシャルド殿下が隣に座り、馬車は静かに動きだした──。





♪　♪　♪






「……」

　どうしよう、気まずすぎて何を話したらいいのかわからない。

　馬車が走りだしてすぐ、リシャルド殿下は書類の確認をするからと資料に目を通している。仕事なので、私が邪魔をするわけにはいかない。

　おそらく戦争の事後処理とか、そういうものだと思う。それならば、急いで処理をするのが当たり前だ。というか、いつも仕事をさぼっているリシャルド殿下が仕事をしているということに驚いてしまうけれど。

　いつも私を見ている緑色の瞳は、長い睫まつ毛げの影を落としながら書類へ視線を走らせている。その雰囲気が、いつもの殿下と違いすぎて少しドキドキしてしまう。

　──こんなふうに、真面目にすることも出来るんだ。

　いつもはあんなにチャラくて、手が早いくせに。そう思いながら、私はちらりと馬車の窓から外を見る。とてもいい天気で昼ひる寝ね日び和より──とも、言えなくはない。

　……いっそ、寝てしまう？

　正直に言うと、私は寝不足だ。さすがに、夜──あんなことをされては、疲れも溜たまっているし睡眠時間だっていつもより少ない。

　──それなのに、リシャルド殿下は体調がよさそうだけど。

　まぁ、きっと鍛えているから私とはまた違うのだろう。

「寝てていいよ？」

「！」

「どうしようか、そわそわしてたでしょ」

　どうやら、リシャルド殿下には私の状態がばれていたらしい。いたたまれなくなって俯くと、よしよしと頭を撫でられた。

「い、いえ。さすがに、仕事をされている殿下の前で寝るようなことはしません」

　主人が仕事をしているのに、部下がすやすや眠るわけにはいかないだろう。眠いけれど、今は寝ていいときではない。それくらいは、きちんとわかっている。

「リシャルド殿下のお仕事を邪魔しないようにと思って……」

「──それだけ？」

「え……」

「シーラは気付いてないと思ってたんだろうけど、俺のこと、気にしてたでしょう？　ばれないように、何度も見てくるんだもん」

　ば、ばれてた!!

　だってそんなの、気にならないわけがない。朝方まで殿下にずっと抱かれていたのに、気にしない方がおかしいに決まってる。顔を赤くして俯くけれど、含みを持ったその返しに、私は一瞬で体の体温が上がったのを感じた。

「ふふ、可愛い。昼もいいけど、夜のシーラはやっぱり──」

「や、やめてくださいっ!!」

　なんてことを言おうとしているのか、この殿下は!!

「そういうことを言わないでください、恥ずかしいじゃないですか……っ」

「昨日はあんなに俺を求めてくれたのに？」

「だから……っ」

　もうやだ、恥ずかしい。あまりの羞恥に若干涙が出てきたような気さえする。

　馬車の隅っこへ移動すると、リシャルド殿下が「からかいすぎたね」と謝罪をして私をぎゅっと抱きしめる。

「だ、だから……！　私は専属歌姫であって、愛人ではないんですよ!!」

「そんなの、もちろんわかってるよ」

「～～～～っ！」

　絶対に、わかってない。

　リシャルド殿下の中では、専属歌姫はいったいどんな認識なんだろうか。一度しっかり聞いておいた方がいいのかも──いや、聞いたら墓穴を掘ってしまうような気もする。

　手を出してくる以外の問題はないので、とりあえずはこのままがいいかもしれない。

「シーラ、また考え事？」

　私の首筋に顔を埋めながら、どうしたのとリシャルド殿下が問いかけてくる。が、この考え事はどうやってリシャルド殿下を回避するかというものである。

「なんでもないです……。強しいて言うならば、リシャルド殿下が私に無理やり手を出さなければ解決すると思います」

「んー、それは無理そうかなぁ」




　──っ!!

　まさかそんな簡単に返事がくるとは思わなかった。しかも、一番望んでいないな答えだ。

　くすくす笑うリシャルド殿下はとても楽しそうで、絶対にその返答が覆りそうにないという雰囲気を醸し出している。




　やっぱり私──殿下の歌姫になるという判断は、間違いだったのかもしれない。





♪　♪　♪






　長い馬車の旅を終えて、私たちは無事に城へ帰り着いた。

　大きな変化は三つ。




　まず、私は大きな部屋を賜たまわった。

　王族区画の近くに建っている、リシャルド殿下の離宮にある部屋だ。殿下の私室とも近く、非常に危険な香りがする。




　そして次に、私に侍女が付けられた。

　貧乏だった私は、貴族令嬢なのに今まで侍女がいなかったので──実は少し嬉しい。

　のだが、悲しいかな。しみついた庶民のような習慣から、お世話をしてもらう立場という者へ上手く切り替えが出来ない。

　……いや、こういうものは徐々に慣れるのがいいだろう。




　最後は一番重要なことだけれど、お給料だ。

　とてつもなく、上がった。えっ、こんなにもらっていいの!?　と、リシャルド殿下に思わず聞いてしまったほどだ。

　正直に言えば、かなり助かっている。実家にも充分な仕送りが出来るし、自分の貯金だって出来る。




「でも、まだアンネの婚約を阻止することは出来ないんだよねぇ……」

　本来の計画では、数人のパトロンをゲットして妹はすでに自由の身！　になるはずだったのに。歌に関しては絶賛されているというのに、私は運に見放されているのだろうか。

　ちなみに、私よりあとに歌手として宮廷音楽家になった子がパトロンを得ていると知って絶望した。間違いなくリシャルド殿下のせいだ。

「ううぅ、どーうーしーよーうー」

「百面相？　シーラ」

「──っ!!　リシャルド殿下!?　いつの間に、というか勝手に部屋へ入らないでください！」

　部屋の入り口を見ると、くすくす楽しそうに笑うリシャルド殿下。

「俺が自分の歌姫の部屋へ入るのに、許可なんていらないだろう？」

「うぅぅ……横暴です」

「嬉しそうにしたり、悔しそうにしたり、シーラは忙しいね」

　ソファへ座っていた私の隣へ腰を下ろしたところで、メイドがワインとグラスを持ってやってきた。どうやら事前に手配していたらしく、その要領のよさに呆れてしまう。

　今は夜だから、仕事を終えてお酒を飲みたい気分──ということだろうか。

　……むぅ。

　歌姫の仕事に夜のお酌しゃくは含まれていないのに。

　それなのに、リシャルド殿下に見つめられたらノーと言えなくなってしまう。

　ワインをグラスに注ぎながら、私はメイドが下がったのを横目で確認してから頬を膨らませる。

「覗き見なんて、悪趣味です」

「シーラは可愛いから、見ていて飽きないんだよ」

　今度はリシャルド殿下が私のグラスにワインを注ぐ。私の髪色みたいに、深い青の混じった色は一目で高級品だということがわかる。

　静かにグラスを合わせ、殿下がワインを飲む。それを見てから、私も口に含む。甘い香りがして、お酒をあまり飲まない私でもすんなりと飲むことが出来てほっとする。

「ん、美味しい？」

「はい、とっても。飲みやすいです」

　私が素直に頷くと、リシャルド殿下は安心したように微笑んだ。きっと、飲みなれていない私のためにワインを選んでくれたのだろうなと思う。何も言わないくせに、こういうところはストレートに気遣ってくれるのだ。

　──でも、それが嬉しいだなんて。

　きっとほかの令嬢にも同じことをしているんだとは思うけれど、どうしても私のために選んでくれたことが嬉しいと思ってしまう。

「シーラの髪色と同じ色だから、シーラを飲んでるみたい」

　くすりと笑い、リシャルド殿下は私の髪を手に取り口づける。

　そのまま殿下の手が私の首筋に伸びて、耳に優しく触れられてびくりと体が震える。やばいと、そう思ったときにはもう手遅れで──。

「……シーラ」

「あ、やぁ……んっ！」

　殿下の柔らかい唇が、私のそれに触れる。

　甘く優しくついばまれて、ぞくりとしたものが背中を走る。

　あの夜から──度々、殿下は私を求める。馬車で帰宅している最中、街の宿で……とか。私は拒んでいるはずなのに、気付けばすっかりリシャルド殿下のペースにはめられている。

「ん、ん……ふぁ…………」

「……ん。可愛いね、シーラ」

　深くなったキスから解放され、糸が引く。

　リシャルド殿下のキスは気持ちよくて、私はすぐにとろけてしまう。もちろん本人にそんなことは言えないけれど、たぶんばれているだろう。




「ねぇ、シーラ」

「……？」

　くたりとリシャルド殿下に寄りかかれば、頭を撫でながら私のことを呼ぶ。

　いったいどうしたのだろうと下から覗き込むと、可愛いと言われてまたキスをされる。

「妹ちゃん、俺が助けてあげようか」

「え……？」

「シーラは可愛い俺の歌姫だからね。困っていたら、助けるのは当たり前でしょう？」

「…………」

　まさか、リシャルド殿下からこんなことを言われるとは思わなかった。

　自分から言うには、私とリシャルド殿下の距離はまだ少し遠い。身分だって違うから、自分からずうずうしく何かを頼む事はし辛い。

　だから、この申し出はとてつもなくありがたいのだけれど──。

「で、ですが……」

「うん？」

「また何か、要求する気でしょう？」

　甘えたいと言って私の体を好きに弄び、頑張ったご褒美と言われて初めてを……抱かれてしまったのだ。

　なら、私の願いの見返りはとてつもなく巨大でいやらしいことに決まっている。私は耳まで真っ赤にして、リシャルド殿下を睨みつけた。

　私の言葉にリシャルド殿下はぷっと噴き出して笑う。

「本当、可愛いなぁシーラは。それで、何をしてくれるつもりだったの？」

「な、きゃぁっ！」

　ぐいっと腰を引かれて、向かい合わせになるようリシャルド殿下の膝に座らせる。必然的に足を開くかたちになって、ひどく恥ずかしい。

　私が逃げられなくなってしまったのをいいことに、殿下は顔中にキスの雨を降らす。そのまま耳をちゅっと吸われ、低い声で囁かれる。

「シーラがご奉仕してくれるなら、どんな願い事だって叶えてあげるよ。──どうする？」

　リシャルド殿下の誘惑はとても甘くて甘美だけれど──一度捕まってしまうと、抜け出せない。

「い、妹は自分で助けます……！」

　例え今は難しくとも、まだ婚約まで時間はある。その間にお金を貯め、力のある貴族がパトロンになってくれれば、可能性はゼロじゃない。

　ふるふると首を振ってリシャルド殿下の提案を否定すると、寂しそうな顔が目に入る。

「俺はこんなにもシーラに夢中なのに、酷いなぁ」

「な、うぅ……」

　ストレートな言葉と、私を射貫くようなリシャルド殿下の瞳。

　思わず目を逸らしてみたら、耳まで真っ赤とくすくす笑われてしまう。体のラインをなぞるように、リシャルド殿下の手がドレスの上から私に触れる。

　思わずびくりと震えると、楽しそうに「可愛い」と言う。

「お、お戯れがすぎます……っ！」

「シーラが好きなんだから、仕方ない」

「～～～～っ！」

　首筋を吸われて、そのまま優しく私の胸に触れて撫でるように揉まれる。思わず声をあげてしまうと、くにくにと胸の先端を指で遊ばれてしまう。

「シーラだって、そうでしょう？」

「あ、ひぁ……んぅ…………？」

「俺のことが好きだから、戦場にまで来てくれた。違わないよね？」

「そ、それは────やぁっ！」

　肯定しか受け取らないとでも言うように、リシャルド殿下がドレスの上から胸の突起を口に含んだ。はむりと挟まれた感触とちろちろと動く舌の動きが布越しに伝わってくる。

「──ほら。俺に〝助けて〟って、可愛くおねだりしてごらん？」

「ん、んんっ」

「そうすれば、すぐに助けてあげる」

　私の胸に顔を埋めてうっとりしながら、しかし指先は私の胸をいじることを忘れはしない。きゅっとつままれると、腰のあたりがぞくりとした感覚を持ってしまって──大変よろしくない。

　すっかりリシャルド殿下に覚えさせられた疼うずきは、ちょっとやそっとじゃ消えたりはしてくれないのだ。

「誰もパトロンにはなってくれないんだから、観念すればいいのに──震えながら快感に耐えるシーラって、本当、可愛い」

「んぁ……っ！　な、なんでパトロン、あっ」

「んー？」

　私の、家族の未来のためにはパトロンが必要なのに、誰もなってくれないとは何事か。まさかリシャルド殿下が裏で手を回したのではと睨み付けるが、するりと腰からお尻のラインを撫でられ、殿下の肩に顔を埋めて息を漏らす。

　楽しそうにお尻を触りながら、リシャルド殿下は言葉を続ける。

「王族である俺の歌姫に、手を出す奴がいるわけないでしょ？　しかも、俺はこんなにシーラを寵ちょう愛あいしてるんだから」

「ひあぁっ！」

「あぁ……濡れてるね、気持ちいい？」

「や、やぁ……」

　後ろから触るリシャルド殿下の手が太ももの間を抜けて、下着の上から私の秘部にそっと触れる。

　与えられる快感に震えながら、必死に首を振って止めるように殿下へお願いをするけれど──その指は動き続けて私を翻弄していく。

「ん、ん……ですが、ぁ」

「うん？」

　リシャルド殿下に呑まれないように、私は必死に言葉を絞り出す。

　例え王族の専属の歌手や楽師だったとしても、別に貴族のパトロンがついている人もいるのだ。だから、私にパトロンがつくという可能性だってゼロではない。

　それなのに、リシャルド殿下はくすくす笑って「無理だよ」と言う。

「俺、独占欲が強いから」

「ん……っ！」

「だから、シーラは早く俺に助けてっておねだりをすればいい」

「や、やあ、んっ！　ん、ふぁ」

　私の花芽をゆっくり下着越しに触り、ゆるゆるとした刺激が与えられる。

　まるで、おねだりをしたらもっと気持ちよくしてあげると──言われているような、触れられ方だ。くるくると円を描くように愛撫をしては、すぐに殿下の指が一度離れていく。

「ぁ……っ？」

「うん？　もっと触ってほしかった？」

「──っ！」

　くすりと笑う殿下が、下から覗き込むように私を見る。

　絶対リシャルド殿下の思う通りにはなりたくないと思い、真っ赤になりながらもふるふると首を振る。「寂しいなぁ」と呟きながら、しかし私の背中をつつ……と、指でなぞる。

「んっ」

「妹ちゃんの婚約まで、あと半年」

「！」

　リシャルド殿下のつぶやきに、私はびくりと体を揺らす。

　私の、というか──妹の婚約までのスケジュールを把握している……！　戦争へ行ったりしている時間もあったので、タイムリミットはわずか半年になっていたのだ。

　それまでに、クルッテオ伯爵と妹を引き離さなければいけない。

　けれど、私が頼れるのはリシャルド殿下だけ。ううぅ、あまりというか、可能ならばずっと借りを作りたくない相手ナンバーワンだ。

　ぐぬぬと睨みながら、それでも私は首を振る。

「まだ、半年間は猶予がありま、んっ！」

「自分で頑張る？　シーラ」

　くすくすと笑いながら、「それでもいいけどね」と私を撫でる。

　許可を得られたことにほっとすると、次は殿下のあやしく動く手が気になってしまう。腰回りをゆっくり撫でられて、じんわりと体が熱を持つ。

「それと──」

「？」

　腰を撫でていた手が背中を撫でながら上がってきて、私の顎をなぞる。そのままくいっとリシャルド殿下の方に顔を向けさせられて、唇が触れそうな距離になる。

　私の頬を撫でて、指先が唇に触れる。次はいったい何をされるのだろうと、びくびくしてしまう。

「名前」

「え？」

「俺のこと、殿下って呼ぶの禁止ね」

「！」

　──まさか、そんなことを言われるとは思わなかった。

　ならなんと呼べば？　と考えたところで、そういえば側近のクリスさんは〝リシャルド様〟って呼んでいたことを思い出す。

　私もそう呼べばいいのかな？　でも、貧乏貴族の私がそんなになれなれしく呼んでしまっては不敬？　なんてことが頭をくるくる回す。

　そうこうしているうちに、リシャルド殿下が私の名前を呼ぶ。うぅ……。

「リシャルド様……」

「別に様は付けなくてもいいよ？」

「そ、それは無理です！」

　まさか王族を呼び捨てになんて、出来るわけがない。私が必死で無理と主張すると、仕方がないとあきらめてくれた。

「さて──と」

「え？　きゃぁっ」

「そろそろ夜も深いからね。部屋を変えようか」

　私を抱き上げて、リシャルド殿下──いや、リシャルド様がにこりと笑う。

　向かった先は──もちろん、寝室なわけで。私は嫌な汗をかきながらどうしようかと考える。しかし子守唄をうたおう！　なんて幼稚なことしか考えが浮かばず、気付けばベッドの上に横たえられていた。




　まるでお姫様が使うような、天てん蓋がいの付いた綺麗な寝台。私にはもったいないほどの調度品が、この部屋には用意されているのだ。

「……」

「シーラ？」

「いえ、その……。私にはもったいないくらい素敵な部屋なので」

　そわそわしてしまうのだ。

　もちろん、嬉しくはあるのだけれど。

「なんだ、そんなこと。欲しいものがあれば、用意するよ」

「いえ！　充分です」

「シーラは欲深そうに見えて、欲がないなぁ」

　くつくつと笑うリシャルド様は、私の額にひとつキスをする。

　それを静かに受け入れながら、私は歌をうたいたいと告げる。歌姫になったというのに、私は一度もリシャルド様のためにうたっていないのだ。

　それでは、リシャルド様の歌姫とはいえないし、お給料泥棒になってしまう。

「そういえば、夜の歌声しか聴いていないな」

「っ！　そ、そういう恥ずかしいことを言わないでください……っ!!」

「なら、俺のためだけにうたってもらおうか……」

　後ろから抱きしめられるように、リシャルド様の膝の上に座らされる。

　ベッドがぎしりと音を立てて、夜の寝室でうたう──ということに、緊張が走った。だってこのシチュエーションは、恥ずかしすぎるから……。




　背後から私を抱きしめるリシャルド様の温もりが、温かい。

　とくんとくんと鼓動の脈打つ音が、聞こえてくるような気がする。でも、それ以上に自分がドキドキしていることがわかり、恥ずかしくなる。

「何をうたってくれるの？」

「子守唄、とか……」

　リシャルド様の問いかけに、おずおずと答える。

　もしもリクエストがあるのであれば、もちろんそれをうたうけれど。ないのであれば、子守唄もいいんじゃないかなぁ、なんて思っている。

　案の定というか、リシャルド様は「俺を寝かしつけようとしてるの？」と笑う。

「まぁ、子守唄くらいで眠ったりはしないけどね」

「わかってます。戦争から帰ってきて、リシャルド様は執務に追われているじゃないですか。……いつもはサボっていたみたいなのに」

「あぁ……。心配してくれてたの？」

　少し驚いたように、けれど嬉しそうに問われてこくりと頷く。

　最近のリシャルド様は、朝早くから夜の遅い時間まで執務室にこもっている。以前であれば、のんびり庭園を散歩していることも多かったというのに。

　戦争前と後の差が激しい。なので、私の体のためではなくリシャルド様のためにも寝た方がいいに決まっているのだ。そう、リシャルド様のために。

　だから私は、子守唄をうたいたいと告げた。




「それじゃぁ、うたいますね」

「うん」

　私を優しく抱きしめるように、リシャルド様の両手がお腹に回される。

　逃がさないと──そう言われていると、錯覚してしまう。出来ることならば、逃げ出したい気持ちもあるけれど。

「ら────────♪」

　うたうのは、この国に古くから伝わっている子守唄だ。

　母親が小さな子供を寝かしつけるためにうたい、母から子に伝承される。私も小さな頃、お母様がうたってくれた。

「ら・ら・ら──♪」

　今日はそれに少し、自己流のアレンジを加えてみる。

　通常よりも低音を増やして、耳が落ち着くようにうたう。リシャルド様の疲れが取れたらいいのだけれど──と考えたところで、魔力を乗せてみるのはどうだろうかと考える。

　戦場でうたったときは、勝手に魔力が歌に乗った。

　けれど、それ以降は意識しなかったからか、歌に魔力は乗らなかったのだ。もしかして、意識をすれば魔力を含んだ歌になるかもしれない。

　そうすれば、リシャルド様を癒やすことが出来る。私自身に自覚はないけれど、魔力を乗せた歌には癒しなどの効果が確認出来たと聞いたから。




　──ようし、やってみよう！

　魔法は苦手だけれど、使えるにこしたことはない。

　自分の中の魔力を探るように、意識を集中させる。あのときは体が熱くなったから、体内にうずまく熱を探してコントロール出来れば上手くいくはずだ。

　お腹の中心あたりかな？　と、おへそに自分の意識を持っていくと──リシャルド様の手の温もりを、感じ取ってしまう。歌だけに集中しているときは気にならなかったけれど、後ろから抱きしめられていたんだったと今さら恥ずかしくなってしまう。

　リシャルド様の手に気を取られて、集中出来ないよ……！　しかも、リシャルド様の指がゆっくりと私のお腹をときおり撫でるからことさらに。

　ドキドキする心臓をなんとか落ち着かせつつ、私は懸命に自分の魔力を探す。

　──見つけた。

　私の中にある、魔力の熱。これを上手くコントロールすれば、私も自在に魔力を乗せた歌をうたえるはずだ。

　大きく息を吸い、その魔力を歌声に乗せる。

「ラララ────♪」

「──！」

　すぐにリシャルド様は気付いたらしく、私を抱きしめる腕に力がこもる。

　でも、別に悪いことをしようとしているわけではないのだ。私はうたいながらもそもそと動いて、リシャルド様を見る。

　安心してほしくて微笑むと、優しく微笑み返されてしまい顔が赤くなる。この整った顔に微笑まれたら、きっと世の女性はイチコロなのだろうなぁと……少しムッとしてしまう。

　──って！

　これじゃぁ、私がリシャルド様のことが大好きで、見ず知らずの女性にやきもちを焼いているみたいだ。

　嫌いではないけれど、私とリシャルド様は主従関係にあるし、身分も大きく違う。好きですと、そんなことが言える間柄ではないのだ。

「────え？」

「…………」

　不意に──私の耳に、寝息が届いた。

　今まで歌を聴いていたはずの、リシャルド様の寝息だ。寝たりしないと言っていたのに、眠っている!!　私は驚いて声をあげ──ないように、自分の口を手でふさぐ。

　そっとリシャルド様の腕から抜け出して、起こさないようにベッドへ横たえる。綺麗な寝顔に、じっと見入ってしまう……。

「私の歌で、寝ちゃった……。魔力を乗せた子守唄だから？」

　もしそうならば、私、すごい。

　毎晩、子守唄をうたってあげれば、歌姫という本来のお仕事だけで生活していることになる。夜の相手は、決して歌姫の仕事ではないのだから！

　──それに。




「結ばれるわけでもないのに、好きって言い続けられるのは────辛いです」




　第二王子なので、いずれは他国へ婿に行くという可能性だってある。そうすれば、私は付いていくことも出来ずに国へ留まるのだ。

　そうでなくとも、他国の姫様を娶めとったりする可能性だってある。この関係性を続けたまま、それを見せつけられるのは辛すぎる。

　寝息を立てているリシャルド様は、私の声で目を覚ます気配はない。

　おずおずと手を伸ばして、その頬に触れる。今は閉じてしまっているこの瞳が、いつも私を見てくれる。寝息を紡ぐ子の唇が、いつも私の名前を呼んでくれる。

　でも、本当は──。




　ぽたりと、私の頬に温かいものが伝う。

　あんなに好きだと言われたのに、私からは一度も〝好き〟という言葉は口にしていない。




「────好き、リシャルド様」




　私の声は、誰に聞かれることもなく闇に溶けた。
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エピローグ










　まさか、私が自分で歌に魔力を乗せられるようになるとは思わなかった。

　朝になって、未だ隣で寝息を立てているリシャルド様を見る。整った顔は寝ていても綺麗なままで、シミのない肌に、サラサラの髪。




「……リシャルド様の寝顔って、初めて見た！」

　いつも私が先に寝てしまい、しかも私よりも殿下の方が先に起きるのだ。絶対睡眠時間が足りないと思うんだけど、どうなっているのか。

　ちなみに、起きるときはおはようの挨拶とキスがセットになっているという厄介な代物。




　でも、起きないのは私が魔力の乗った子守唄をうたったからだよね？

　……起きる、よね？

　すやすや寝ているリシャルド様を見て、私は急に不安に襲われた。だって、いつも私より早く起きている人が、まだ寝ているのだ。

　軍人ということもあり、物音にも敏感だ。ここは寝室だからいいけれど、メインの部屋では侍女が朝食の準備をしてくれているのか音がしている。

　それなのに──まだ、起きていない。

「私の子守唄って、いったどれくらいの効果があるんだろう」

　ずっと寝ていますなんて展開は笑えないので、早く起きてくださいお願いします。

「……本当にこのまま起きなかったら、どうしよう」

　私はきっと死刑になってしまうだろう。王族に一生起きない眠りの魔法をかけたのだ、間違いなく家族も道連れに死刑となる。

　嫌な汗が、私の背を伝う。

「リシャルド様、朝です……よ？」

　お願いだから起きてくださいと、祈る気持ちで体をゆすってみる。しかし──リシャルド様からは何の反応も返ってこない。

「…………」

「駄目、なんの反応もない……。もう一回うたってみる、とか？　でも、目を覚ます歌なんて思いつかないし……」

　どうして昔の人は、子守唄しか考えなかったのか！　寝かしつける歌を作ったのなら、対処法として目覚めの歌も作るべきだった。間違いない。




　──どうしよう。




　本当に泣いてもいいですかと、誰かに聞きたくなった。

　もちろん聞ける相手はいないのだけれど……。




「もう、なんでもするから起きてええぇぇ」

　神にも祈る気持ちでそう声に出すと、寝ているはずのリシャルド様が肩を震わせて笑った。




　──え？




「えっ!?　もしかして、起きてたんですか？　リシャルド様!!」

　もしそうならば、ちょっと許せないものがあるのですがいかがいたしましょうか。

「ごめんごめん、なんだかシーラが真剣に悩んでるみたいだったから、ちょっと可愛くて。見守ってたんだよ」

「見守らないでください！　リシャルド様が目覚めないのかと思って、こっちは大変な思いをしたんですから……」

　もちろん原因は私なのだけれど、わざわざそれを言う必要はないだろう。

　寝転がったままのリシャルド様が、私においでと手招きをする。どうしたのだろうかと首を傾げつつすぐ横に行くと、ぐいっと体を引かれてリシャルド様の胸へすっぽり抱え込まれてしまった。

「！」

「ほら、起きたらシーラがなんでもしてくれるっていうから」

「な、あ、あれはっ！　違います、無効です!!」

　なんでもなんて、とんでもない。

　リシャルド様になんでもするなんて伝えてしまったら、いったい何をされるのか予想もつかない。

　ふるりと体を震わせて、いそいそとベッドから這い出ようとするけれど──がしっと腕を掴まれて抜け出すことが出来ない。

「なら、シーラからおはようのキス。これで手を打つよ」

「っ!!」

　にこりと笑って、リシャルド様が「これなら簡単でしょ？」と言う。

　私はすでにベッドへ引きずり込まれてしまったため、リシャルド様とは顔が十センチくらいしか離れていない。キスをしようと思えば、いつでも出来る距離にいる……。

　でも、だからといって自分からなんて、とてもじゃないけれど出来ない。

「いつもたくさんしてるのに、恥ずかしいの？」

「あ、あれは！　リシャルド様が無理やりしてるんじゃないですか……」

　一生懸命反論をするけれど、恥ずかしさのあまり声はどんどん小さくなった。

「とろけちゃうほど気持ちよさそうにしてるのに？」

　耳元で、共犯なのにね？　と、囁かれる。

「そ、それはリシャルド様が……うぅ……。一回だけですからね？」

「うん」

　私が観念してそう告げると、リシャルド様は太陽のように微笑む。

　それほどおはようのキスが大事だったとは知りませんでしたよ……。

「……」

　恥ずかしいけれど、ちゅっとすればいいだけだから──一瞬だ。

　目を閉じて、目の前にあるリシャルド様にそっと口づける。すぐに離れようとしたけれど、ぎゅっと私の体を抱きしめられて──離れられない。

「んんっ!?」

　びっくりして目を開くと、ひどく嬉しそうに目を細めるリシャルド様が見えた。キスの最中に視線が合うのは恥ずかしくて、すぐにぎゅっと目を閉じる。

　けれど、間違いなくこの行動がよくなかったのだろう。

　リシャルド様の舌が私の唇をぺろりと舐めて、私が吐息を漏らした隙をついて口内へと侵入してきたのだ。

　私たちの間からくちゅりと水音がして、舌が絡められる。逃げようとしても、リシャルド様は執拗に追いかけてきて必ず私を捕らえるのだ。

「ん、ふぁ……」

「……ん、ごちそうさま」

「はっ……ぁ……」

　最後に私の唇をちゅっと吸って、リシャルド様が離れていった。




　……魔法の練習、しよう。

　私は強く、そう決意をしたのだった──……。








番外編　シーラが知らない秘密のしるし　視点：アンネ・フィーレンス












　シーラお姉様が、リシャルド殿下の歌姫となり戦場に行った。

　わたくしがそれを聞かされたのは、出立と同時に出された手紙によるもの。心配をかけさせたくないからと、ぎりぎりまで伝えてくれなかったのだろう。

「別に、止めたりなんてしませんのに」

　もちろん、心配はしますけれど。

　本人は否定していたけれど、お姉様がリシャルド殿下を慕っていることは明めい瞭りょうだった。妹であるわたくしには、すぐにわかってしまう。

　そのため、リシャルド殿下を追うために戦場に行くのであれば──心配をすると同時に、わたくしは精一杯送り出してあげたかったのだ。

「ただ、お姉様自身が自覚していないのが問題よね」

　どこか鈍いお姉様は、おそらく恋というものが苦手だろう。まして、相手はこの国の第二王子であるリシャルド殿下。来る者拒まず、というスタイルは有名だ。




　ガタゴトと揺れる馬車に身を任せながら、わたくしは窓の外を見る。街の中心地に差しかかっているため、とても賑やかだ。市場では大安売りをし、大勢の人が酒を飲み──。

　戦争での勝利を、誰もが喜んでいる。

　そして外から聞こえてくる戦争の噂話に絶対ついてくるのが、〝伝説の歌姫再来〟というものだ。

「絶対にお姉様のことよね」

　夜空のような髪に、透き通る歌声。太陽のようなリシャルド殿下と、とてもよく似合う。なんて、そんな噂で街は持ち切りだった。

　お姉様ならば、伝説の歌姫になれるとは思っていたけれど、こんなにも早くその通りになってしまうなんて……。なんというか、すごい。

　御者の「そろそろ着きますよ」という声を聞き、わたくしは考えるのを止める。眼前にあるお城を見上げて、これから直接お姉様に尋ねればいいのだと結論づけた。





♪　♪　♪






「アンネ！」

　嬉しそうにわたくしの名前を呼びながら、シーラお姉様がゲストルームへと顔を出した。

　用意していただいたのは、城内にあるお姉様専用のゲストルームだ。王族の歌姫になると、何から何まで用意してもらうことが出来るらしい。

　──なんだか、お姉様がどこか遠くの人になってしまったみたい。

　ほんの半年前までは、一緒に暮らしていたというのに……。少し寂しいけれど、幸せそうな顔を見せられてしまっては、そうも思ってはいられない。

「お久しぶりです、お姉様。戦争から無事に戻られて、なによりです」

「黙って行ってしまって、ごめんなさい……」

　しゅんと、顔を俯かせて謝罪の言葉を口にされる。けれど、心配こそしたけれど、怒るようなことは何もない。大丈夫ですと微笑んで、わたくしはお姉様に近況を尋ねる。

　綺麗なストレートロングの髪は、以前よりもいっそう艶が出ているし、肌の状態もきめ細やかでとてもしっとりしている。ほのかに香る甘い香水は、きっとリシャルド殿下のお気に入りだろうなと思う。

　ドレスも、家にいたときとは違うタイプ。肩を出したドレスではあるけれど、花とリボンをモチーフにデザインされているためとても可愛らしい。真珠のネックレスは、わたくしがプレゼントした髪飾りと対のデザインで作られているようで──少し、恥ずかしい。

　──お姉様、とっても可愛いです。

　このデザインは、きっとリシャルド殿下の見立てだろう。お姉様の可愛らしさをしっかりわかってくれているようで、わたくしは嬉しくなる。




　用意された紅茶を一口飲み、お姉様がゆっくりと口を開く。

「ええと、その……リシャルド様の、歌姫になったの」

「はい、おめでとうございます。お姉様は、リシャルド殿下を慕っていましたものね？」

「な、ななっ！　別に、そういうのではなくて、その、なんていうか……」

　核心を突いてみるけれど、お姉様はぶんぶんと首を振ってわたくしの言葉を否定する。もしかして、まだリシャルド殿下の想いに応えていないのだろうか？

　名前の呼び方だって、殿下から様に変化しているのに。

「私は、別にいいのよ。歌をうたって、お給料をもらうだけよ。リシャルド様は、きっと他国の姫か上級貴族の令嬢とご結婚されるでしょうし……」

「お姉様……」

　どうやら、この鈍感なお姉様にリシャルド殿下の気持ちが伝わっていないことがわかった。あそこまでリシャルド殿下が好意を示しているのに、どうして素直になれないのだろうか。もちろん、貧乏子爵家の出身だから身分的に釣り合わないというものはあるけれど。

　寂しそうに笑うお姉様は、しかしそれでも──歌姫として、リシャルド殿下の傍にいることを選んだのだ。ゆっくりだけれど、確実に一歩ずつ前に進んではいるので、それはとても嬉しい。

「そうだ、それよりも、今はアンネの婚約のことよ！」

　まったくもって、それよりもではないですお姉様。たしかにクルッテオ伯爵との婚約はどうにかしたいけれど、わたくしにとってはお姉様の将来だって同じくらい大切なのだから。

「婚約まであと半年でしょう？　その間に、頑張ってクルッテオ伯爵を撃退してくれる人にコネを作るようにするから！」

「ありがとうございます、お姉様」

　お姉様がわたくしの縁談の相手を撃退してくれるという役回りならば、こちらはお姉様の嫁入り準備でも進めておけばいいのでしょうか？

　確かにそれは、名案のような気がします。

　貧乏ではあるけれど、お姉様が仕送りをしてくださっているおかげで、我が家にも少しずつ余裕が出てきている。こっそり準備をしておく分には、なんら問題はない。

　──間違いなく、リシャルド殿下はお姉様を選ぶ。

　直接、意思の確認をしたわけではない。けれど、以前お会いしたリシャルド殿下の瞳には、シーラお姉様しか映っていなかった。




　──お姉様には、この国で一番の幸せな花嫁になってもらいたい。




　それが妹である、わたくしの願い。

　自分の無知を今さら嘆いても仕方がないけれど、わたくしが宮廷音楽家の実態を知ったのはお姉様が勤め始めて随分経ってからだった。まさか、貴族のいい慰み者にされるなんてありえない──と。

　けれど、そんなお姉様をリシャルド殿下が守ってくださっているということを知った。さらには、わたくしのことまで気にかけてくださるなんて。

　──お似合いのお二人なのに。

　そう思うけれど、わたくしからは何も言うことはしない。余計なことをしては、リシャルド殿下の計画に茶々を入れてしまう結果になってしまいそうだから。

「アンネ？」

　お姉様の未来を想像して笑ってしまい、どうしたのと首を傾げられる。すぐに何でもないと伝え、わたくしのために頑張ってくれていることにお礼を伝える。

「でも、あまり無理はなさらないでくださいね？」

「大丈夫よ。アンネも、嫌なことがあればすぐ私に相談してね？」

「はい」

　……本当は、お姉様とリシャルド殿下の進展状況を聞きたいなと思っていたけれど、この様子ではまったく無理そうだと苦笑する。手の早いリシャルド殿下のことだから、もしかしらた鈍いお姉様も──と、思っていたのだけれど……。

　勝手にそんなことを考えていると、コンコンとノックの音とともにリシャルド殿下が顔を出した。

「いらっしゃい、アンネ嬢」

「リシャルド殿下……！　お会い出来、光栄です」

　まさか、お会いするとは思ってもいなかったです……っ!!

　急いでソファから立ち上がり、淑女の礼をする。そんなに畏かしこまらないでいいとおっしゃるけれど、そういうわけにもいかない。

「そのまま座っていて。二人のために、美味しいフルーツを用意させたんだ」

「ありがとうございます、リシャルド様」

「シーラはフルーツが好きだからね」

　数人のメイドが、たくさんのフルーツやタルトなどのお菓子を運んでくる。我が家では決して食べられないような高級品に、体が委縮してしまう。

　お姉様は目をキラキラさせながら、みずみずしい葡萄を手に取り口に含んだ。私もそれにならって食べてみると、家で食べるものより何倍も美味しかった。

「なんでしょう、フルーツはみずみずしいので喉によさそうだと思ってしまうんですよね」

「シーラらしいね」

　リシャルド殿下の言葉に、思わずわたくしも頷いてしまう。うたうようになってから、お姉様は喉をとても大事にしている。仕事だからもちろんなのだけれど、なんというか、歌に対する姿勢が変わったと言ったほうがしっくりくるかもしれない。

「ふぅ……」

「って、リシャルド様お仕事は……？」

　シーラお姉様の隣に腰かけ、リシャルド殿下もフルーツに手を伸ばす。

　確かに、王子であるリシャルド殿下はとてもお忙しいだろう。ご同席いただけるのは光栄であるけれど、仕事が滞ってしまうのであれば申し訳ない。

「休憩。書類ばかり見ていたら、疲れちゃうからねー」

「クリス様が嘆きますよ……」

「大丈夫、大丈夫。俺はシーラといるほうが好きだから」

　優しく微笑みながら、リシャルド殿下がお姉様にフルーツを取り分けていく。おそらく、お姉様が好きなものだけを選ばれているのだろう。お皿には、葡萄と桃が中心に載せられていた。

「アンネ嬢は何がお好きかな？」

「え、えと……では、わたくしは苺を」

　まさかわたくしにまで！　とんでもないと思いつつも、どうしていいのかわからずに素直に答える。何個か苺の載ったお皿を受け取り、お礼を言う。

　王族にフルーツを取ってもらうことがあるなんて、考えてもみませんでした……。

「シーラの妹だから、俺の妹も同然だしね」

「何を言っているんですか、リシャルド様……」

　あきれたお姉様の声を聞き、わたくしは苦笑するしかない。かなりストレートな愛情表現に見えるけれど、やっぱりお姉様には一ミリも伝わっていないようで……あ。

　しかしわたくしは、眼前の光景を見て思わず息を呑んでしまう。リシャルド殿下の綺麗な指先が、お姉様の深い青色の髪にくるりと絡められている。

　それはごく自然な流れで、お姉様もまったく気にしていないというか、気付いていない。

　──もしかして、この心配はわたくしの杞憂だった？

　鈍感なお姉様だけど、髪に触れられて気付かないわけがない。つまり、常日頃からリシャルド殿下との距離感がそのくらいだということで。わたくしが考えていたよりも、ずっとずっと距離が近かった。

　──というか。

　お姉様、絶対リシャルド殿下と何かありましたよね!?

　二人で話をしていたときはまったく気付かなかったけれど、さきほどよりもお姉様の頬が色づいている。それに、嬉しそう。

　──鈍感なお姉様でも、リシャルド殿下にかかってしまえば可愛らしい女の子だ。

　嬉しくなって、二人の前で声をあげて笑ってしまう。

「アンネ？」

　意味がわからないというように、シーラお姉様が首を傾げて「フルーツが美味しかったから感動したのかしら」と、ずれたことを言う。

　リシャルド殿下はわたくしの笑った意味を察したようで、指に絡めていた髪に小さく口づけ、その手をするりとお姉様の腰に回して抱き寄せた。

　しかし、お姉様はリシャルド殿下に何も言わない。

　というか、やっぱり気付いていないのだ。それほどまでに、日常生活でリシャルド殿下に触れられているのですねお姉様……。

　くつくつ笑いながら、リシャルド殿下が再びお姉様の髪に指を絡める。肩にかかっていた髪が横に流れ、首筋があらわになる。




　──あ。




　白く綺麗なうなじに咲く、小さな赤い花が目に入ってしまった。

　間違いなく、リシャルド殿下の付けたキスマーク。私が大きく目を見開いて驚くと、くすりと笑うリシャルド殿下と目が合った。

　恥ずかしくなって、思わず目を逸らしてしまう。

　自分ではリシャルド殿下のことをあきらめているかのような口ぶりだったのに、しっかり美味しくいただかれてしまっているとは。これはリシャルド殿下だからこそ、なせる業なんだろうなと思う。鈍感なお姉様をよくぞ……と、賞賛を贈りたい。

「いいえ。お姉様が幸せそうでなによりです」

「？」

　わたくしがもう一度微笑むけれど、やはりいまいちぴんときていないようだった。

「可愛くて困るね」

「はい。シーラお姉様はとっても可愛らしいんです」

「え？　ええっ？」

　くすくす笑うリシャルド殿下に同意して、困惑するお姉様がやはり可愛い。

　今は、一方的にリシャルド殿下の気持ちがお姉様に向いているのだろう。けれど、お姉様が落ちてしまうのもあっという間だろうなと考えた。








番外編　キスの後に……。　視点：リシャルド・ファルハーレン












　──早く俺の歌姫になってくれればいいのにと思っていた彼女は、戦争という場へ俺を求めてやってきた。

　さすがにこれは予想していなかった──わけではないのだけれど、純粋に嬉しかった。




「さて、どうしようかなぁ……」

　自分の上に乗ったまま、すやすやと寝息を立てるシーラの髪を撫でる。

　綺麗な歌声で、勝利をもたらしてくれた俺の女神。

　ずっと手に入れたいと思っていたのに、ゆるいはずのガードはなかなか固かった。もちろん、ここまで俺のために来た時点で逃がしはしないのだけれど。

　眠るシーラは、俺が抱いたので一糸まとわぬ姿。白い肌には、赤い印がたくさん花のように付けられている。

　──まぁ、付けたのは俺だけれど。

「ん……」

「可愛い」

　シーラを抱きしめて、体を起こす。「んっ」という甘い声が零れて、それをもっと聴きたい衝動に駆られてしまう。

　ゆっくり腰をゆらすと、甘い声が耳に届く。

「ん、ん……ぁ」

　そう──。

　実は、俺の雄がシーラの中に入ったままなのだ。二回抱いたあと、抜かずにキスをしていたのだけれど、途中で疲れ果てたシーラが眠りに落ちてしまったのだ。

　なので、抜かずにシーラの中へ埋め込められたまま。

「そんなに可愛い声で啼なくと、悪戯をしたくなるんだけどなぁ」

　寝てしまったのはシーラなのだから、好きにしていいという都合のいい解釈をしてもいいのだろうか。なんて、調子のいいことを考えてしまう。

「シーラ」

「……ん」

　ゆっくりと、自分と彼女の位置を入れ替える。自分の上に乗っていたシーラをベッドへ寝かし、俺が上になる。

　起こさないように気をつけてはいるけれど、振動が起きてしまうのをすべて防ぐことは出来ない。

「ああもう、可愛いんだから」

　場所を入れ替えている間に、色を含んだシーラの声が耳に届く。それを聴いてしまうと、シーラの中に入れたままの自分が熱を取り戻すのがわかる。

　正常位に入れ替わったのはいいけれど──この取り戻してしまった欲をいったいどうすればいいのか。幸いなことに、シーラは起きることなく眠っている。

　正直に言ってしまえば、このまま動きたい。彼女が目を覚ましてしまったら申し訳ないと思いつつも──甘く漏れる声をもっと聞きたくて、気付くと俺はゆっくり腰を動かしていた。




「ん、ぁ……ふぁ」

「眠ってるのに、感じてくれてるんだ……？」

　繋がっている部分からは、くちゅりと濡れた音が響く。シーラの口からは甘い声が零れて、その顔は熱に浮かされていることもわかる。

「シーラ、ん」

　触れるだけのキスをして、ゆっくり彼女の中から自身を入り口まで抜く。

「ん、ん……っ」

「いい声。普段の歌声もいいけど、夜の歌声もシーラは格別だよね」

　すぐに奥へは入れずに、浅い部分に出し入れをする。どこも気持ちがいいらしく、シーラはだんだんと息があがってきた。

　もう一度奥まで入れようと力を込めてみると、ぬぷぷと音を立てて、シーラはいとも簡単に俺のことを受け入れた。

「──これ、癖になりそう」

「ふぁ、ん、ひぁ……」

「起きないし」

　ここまでしても目が覚めないのは、逆にすごいんじゃないだろうか。可愛いシーラは胸の突起もピンと上を向いていて、本人の意識がない以外は完璧だ。

　俺の吐き出した精と、シーラの蜜が混ざり合っているせいか、繋がった部分からは腰を動かす度に少しずつそれが溢れ出る。

「このまま中に出しちゃいたい」

　さすがに寝ているシーラに対してそんなことはしないけれど、次はないかもなと独り言ごちる。だって、この状態で中は駄目とかどんな拷問なのか。

　可愛いシーラを俺で満たしたいという欲望が、日に日に膨らんでくる。

「こんな素直に抱かれて……シーラはいったい、どう考えてるのか」

　愛人は嫌だと言っていたのに、最終的には嬉しそうに俺とキスを交わしてくれるし。間違っても、嫌われていないことだけはわかる。

　もしかしたら──身分差でも気にしてるのかな？

　俺は第二王子なので、結婚に関してはある程度は自由に出来る。その代わり、国に有益な人物が相手であることなどの条件はあるけれど。

「まぁ、シーラには俺がもらうって言っちゃったけどね」

　ベッドの中のことだから、本人にちゃんと伝わっているのかはわからないけれど。

　──俺がこんなにも〝好き〟だって囁いたんだから。

　伝わっていないのなら、結構ショックかもしれないな。まあ仮に駄目だったとしても、伝わるまで何度でも言ってあげるけどね……。

「好きだよ、シーラ」

「ん、ぁん……」

「だから、シーラも早く好きって言葉を俺にちょうだいね……？」

　少しだけ腰の動きを速くすると、ぱちゅんといやらしい音がテントに響く。それと同時に、シーラの呼吸が乱れてくる。

　声も大きくなり、先ほどよりも体が熱を持つ。

「んっ！　あ、やぁ……あ、ん？」

「ああ、起きた？」

　涙に濡れた、珊瑚の色をした綺麗なシーラの瞳。それがしっかりと俺のことを捕らえたのは、ぐりっとシーラのイイところを思いきり突いたあと。

「ひあぁんっ！　や、あっ、なに……っ!?」

「おはよ、シーラ」

　ちゅっと口づけて、シーラの体を抱き込む。

「あ、あっ！　リシャルド、殿下……ふぁ？」

「ん、出すから一緒にイこうね」

　覚醒はしたものの、現状を把握出来ていないのだろう。目にいっぱいの涙をためて、唐突に襲ってきた快感に必死に耐えている。

　俺にぎゅうっとしがみついているからか、シーラの中が俺のことをきゅうきゅうに締め付けてきて──なんともいえない気持ちよさ。

　やっぱりこれは癖になるなと、苦笑する。

　指をシーラの花芽に添えて、蜜と一緒にくちゅりと撫でる。びくりと震えて、中に入った俺を締め付けてくれる。

「や、やぁ……っ、殿下、はぅっ」

「ほら、イっていいよ──」

　シーラの一番奥を突くのと同時に、花芽を強く撫でるとびくんと震えて背中が弓なりに反る。

「だめ、あ、ひぁ、ふああぁぁぁぁ」

「可愛い。俺のも受け止めてね」

「や、あっ、ん～～～～っ!!」

　達している最中のシーラに数回腰を打ち付けて、一番奥に熱を放つ。三回目だというのに、シーラは変わらずにすべてを受け入れてくれる。

　まぁ、俺がその状況に追い詰めてはいるのだけれど。

「あん、あっ！　りしゃるど、でんか、あ、ふぁ……んっ」

「……ハァッ、シーラ」

　何度も俺の名前を呼んで、びくびく震えながら縋りついてくるのが可愛い。一番奥で俺の熱を感じて、泣いて、それでもキスに応えてくれる。

　けれど、乱れた呼吸のままで抗議することを忘れないところも、やっぱり可愛い。

「うぅ、酷いです……いきなり……っ、はぁ、はっ……」

「ごめんごめん。だって、俺を挿れたままシーラが寝ちゃったから」

「！」

　俺がそう告げると、シーラは信じられないという顔をする。あんなにいやいやしていたのに、おれを咥えたまま寝てしまったことがショックだったのだろう。

　そんなところも可愛いのだけれど、告げたら怒られてしまいそうだ。

「好きだよ、シーラ」

「だからって……ん」




　だから俺は、シーラが反論出来ないくらいの甘いキスをして口を封じた──。
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